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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　京郊こう外がい。

　湧ゆう水すいのある山の中、山林の色を変えるほどの桃ももが咲さき誇ほこる桃もも園ぞのがある。

　藤ふじ原わら氏しが贅ぜいを凝こらして建てた別べつ荘そうは、京の貴族屋や敷しきの趣おもむきを保ちながら、山の形に沿そって複雑に広がる棟むねを、回かい廊ろうが繫つないでいた。

　そんな別荘の山やま際ぎわに広がる桃園では、夢ゆめ現うつつを顕けん現げんせしめたような宴うたげが催もよおされている。

「お誘さそいいただき、感謝の念に堪たえません。これほどに素す晴ばらしい桃園、見たことがない」

　微笑ほほえむ東とう宮ぐうは、眩まぶしいほどに白い袍ほうに、白い文様が織り込まれた紫むらさきの指さし貫ぬきを纏まとっている。上品な装よそおいが似つかわしい、理知的な容よう貌ぼうをしていた。

「えぇ。是ぜ非ひお越こしいただきたいと何年も思っておりました。今年は早くに花が開き、こうして最も美しい時を東宮さまにお見せできて、わたくしも喜ばしい限り」

　感かん慨がい深げな声を発したのは、色白で細ほそ面おもての麗れい人じん。東宮の生母であり、紫むらさきの女によう御ごと呼ばれる女性。

　笑えみに細められた目元に皺しわなど見つからず、何処どこか若々しい艶つややかさを持っていた。

　紫女御が主しゆ催さいしたのは、幕で囲われた桃園で、山に吹ふく風に舞まい散る桃の花を楽しむ宴。

　湧水で作られた池には、竜りゆうを模した小こ舟ぶねが浮うかべられている。赤い毛もう氈せんの敷しかれた宴の席には、蝶ちようや鳥に扮ふんした見み目め麗うるわしい童子が侍はべっており、非日常的な空間を演出していた。

　そんな宴に招かれたのは、東宮と四人の東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほを合わせた五人のみ。

「東宮妃候補の方々も、前例のない名めい称しようと地位に気き疲づかれをしているのではないかとお呼びしましたの。楽しんでいただけると嬉うれしいわ」

　笑みの尽つきない紫女御の言葉に、夏なつ花はなは東宮妃候補たちと揃そろって感謝の言葉を口にした。

　夏花が身に纏うのは薄うす紅べにの表に萌もえ黄ぎの裏で作られた桃の袿うちき。下には濃こく色を移す蘇す芳おうの五いつつ衣ぎぬに青の単ひとえを重ねている。匂におい立つような華はなやかさと、深い色合いの落ち着きを醸かもす装いだ。

　一年前、東宮の妃きさきとなる者に今きん上じようが条件をつけた。誰だれも合がつ致ちする者はいないかに思えた条件だったが、夏花を始め四人の姫ひめ君ぎみが条件を満たし、致いたし方なく東宮妃候補という形でこの春、内だい裏りに迎むかえられている。

　いつの時代も、東宮妃となれる者はただ一人。

　四人の中から東宮妃を選ぶため、東宮妃候補は己おのれこそが東宮妃に相応ふさわしいと証明し、選ばれなければならない。

　東宮の生母である紫女御に誘われての宴は、東宮妃として認めてもらう好機にもなる。夏花以外の東宮妃候補は、紫女御と率そつ先せんして話し、紫女御の侍じ女じよたちとも親交を深めていた。

「似てないな……」

　東宮に目を向けた夏花は、思わず小さく呟つぶやいた。

　その声は、舞ぶ台たいで演奏する楽師たちの奏かなでる音楽に紛まぎれて消える。とは言え、すぐ側そばに控ひかえた乳母めのと子ごである沢さわ辺べにはしっかりと聞かれてしまっていた。

「姫さま……っ。口調が乱れてございます」

　沢辺の苦言に、夏花は笑って誤ご魔ま化かす。その袂たもとに桃の花弁が舞い落ちた。

　袂の花弁を拾い上げた夏花は、今を盛りに花開く桃も、時と共に散っていく無常を思う。




　──勿もつ体たいない。




　そう、思わずと言った様子で呟かれた言葉を思い出す。

　口にしたのは、髪かみをひと房ふさ切ることになった夏花に気づいた東宮。

　続いて囁ささやかれた言葉さえも思い出し、夏花はすぐさま扇おうぎを開いて顔を隠かくした。

「姫さま……？」

　訝いぶかしむ沢辺の声に、夏花はなんでもないと、身み振ぶりで示すのみ。

　今声を出しては、裏返ってしまいそうだった。

「髪のこと、髪のこと……」

　口だけを動かして念じるように繰くり返す。

　母譲ゆずりの艶やかな黒くろ髪かみは、夏花にとっても誇りだ。髪を惜おしまれただけであって、赤面する必要はない。

　そう胸中で言い聞かせた夏花は、さらに余計なことを思い出した。

　初めて言われた東宮からの褒ほめ言葉に、夏花は一いつ瞬しゆん喜んだ己に今さらながら悔くやしさを覚える。

　髪のみを惜しんで褒めた東宮は、さらに他人がそう評していたのにと、言ったのだ。




　──若君も良く褒めていたのにな。




　若君。

　記き憶おくの中の幼い姿を思い描えがき、夏花は息を整えて扇を下にずらした。

　変わらず微笑み合う東宮と紫女御が、何処か余所よそよそしく感じるのは、互たがいに身分を慮おもんぱかった言こと葉ば遣づかいのせいか。

　夏花が、二人は本当の親子でないと、知っているからなのか。

　今、東宮を名乗り微笑んでいるのは、今上と紫女御の間に生まれた若君ではない。若君に仕えていた山さん荘そうの童子なのだ。

　夏花には若君と呼ぶ幼おさな馴な染じみがいた。東宮となるため旅立った若君との再会を望み、東宮妃候補となって京に赴おもむいた夏花は、若君とは別の人間が東宮を名乗っていることを知る。初はつ恋こいでもあった若君を捜さがして必死になる夏花に、山荘の童子だった東宮は、若君が四年前に京を目指した旅の途と中ちゆう、暗殺されたことを告げたのだ。

　考えられる暗殺理由は、若君が東宮となることを阻そ止しするため。だからこそ今、東宮を詐さ称しようし、山荘の童子でしかなかった真しん太たは、自らが若君に成り代わって[image: 囮]おとりとなった。若君の仇かたきを討うとうと命を懸かけている。

　容色に衰おとろえの見えない紫女御は、東宮にはもちろん、若君にも似ていない。

　顔形で東宮が若君ではないとばれることはないと思いながら、夏花は不安と同時に、何処か物悲しさも覚えた。

「あぁ、そうか……。こんな気持ちだったのかもしれない」

　夏花は、余計なことに気を回す本心に気づいた。紫女御と話す東宮を、見ていられないのだ。

　それは、やり場のない罪悪感。

　秘密を墓まで持って行く心積もりだった東宮の胸に過よぎった感情は、きっと今の夏花と同じだろう。

　扇で表情を隠す夏花に、沢辺は不安げに囁いた。

「姫さま……どうか耐たえてくださいませ」

「わかってる。私が、足を引っ張るような真似まねは、しない……」

　夏花は扇を握にぎる手に力を込めた。

　仮令たとえ紫女御であっても、東宮のことを勘かんづかれるわけにはいかない。真実を告げられない罪悪感と、若君の仇を見つけるから許してほしいという贖しよく罪ざいを胸に、夏花は深く息を吸った。

　不意に、東宮と紫女御のほうから風が吹き、二人の会話が明めい瞭りように聞こえる。

「ひと月前、内だい裏りで大変恐おそろしいことが起こりましたでしょう？」

　紫女御が顔を曇くもらせると、それまで話していた東宮妃候補やその侍女たちが口を閉じた。

　どうやら、それぞれが東宮と紫女御の会話にそれとなく意識を向けていたようだ。

「内裏に妖あやかしが現れるなど。あぁ、何故なぜそのようなことが起きたのか。しかも、麗れい景けい殿でんが焼け落ちるほどの火難が起こるとは」

　まさか内裏で命の危険にさらされるとは思っていなかった東宮妃候補たちは、妖騒そう動どうの話に敏びん感かんになっているのかもしれない。

　恐ろしいと言わんばかりに俯うつむき口元を覆おおう紫女御に、東宮は何か言おうとしてやめた。

　夏花が些さ細さいな東宮の動きに意識を向ける間に、紫女御は笑みを取り戻もどす。

「昔から、桃には祓ふつ邪じやの霊れい力りよくが宿ると聞きます。この素晴らしい桃を観賞することで、桃の霊力を借り、皆みなの祓邪になればと思うのですけれど」

「そうでしたか。お心こころ遣づかい、感謝いたします」

　笑みで応じる東宮に、自然、東とう宮ぐう妃ひ候補の間では目を見み交かわす。

　妖騒動で夏花たちは妖に襲おそわれた。囲まれ身動きを封ふうじられていたので、東宮暗殺という本当の狙ねらいがあった事実を知るのは、東宮の下もとに行き、妖騒動の全ぜん貌ぼうを見た夏花だけ。

　とは言え、状じよう況きようの異様さ、妖と呼ばれる者たちの動き、その後の対処の曖あい昧まいさが、元から鈍にぶくない東宮妃候補たちには裏があるのではないかという疑念を抱いだかせている。実際、妖に扮して侵しん入にゆうし、放火を行って逃にげたのは武装した賊ぞくだった。

　妖と戦った東宮妃候補に至っては、妖と呼ばれる者が人間であることに気づいていた。だというのに、紫女御は祓邪を兼かねてと、妖を妖として口にしたのだ。

　夏花は東宮妃候補から無言の圧力をかけられる。

　夏花が、妖騒動の黒幕を追う東宮から進しん捗ちよくを聞き出そうとするのと同時に、夏花自身、東宮妃候補たちに事件の真相を教えろと迫せまられ、なんとか今まで濁にごしてきたのだ。

　頰ほおが引き攣つらないよう力を込め直した夏花は、あえて東宮妃候補たちの視線を正面から受けて微笑ほほえんだ。

「東宮さまだけのためにこのような華はな々ばなしい席をご用意なさるなんて……。紫女御さまはなんと慈じ愛あいに満ちたお方でございましょう」

　話を逸そらす目的もあるが、夏花にはこの桃もも園ぞのの宴うたげが、東宮を慮って用意されたように思え、心から紫女御を賞賛する。

　すると、調子のいい泣な君きみが一番に乗って来た。

「えぇ、そのとおりね、夏花君。このような宴に招かれたこの身の誉ほまれを喜ばしく思いますわ」

　夏花と会話している態ていで、紫女御に聞こえるようはっきり喋しやべる泣君。今きん上じようの宴で泣き真似をしたため泣君と呼び名がつき、愛らしい見た目よりもずっと気が強く、口も達者な姫ひめ君ぎみだ。纏まとうのは桃ももの袿うちきに紅くれないから白へと移ろう薄うす様よう。春めかしい装よそおいが良く似合う。

　藤とうの大だい納な言ごんは、眉まゆを顰ひそめつつも頷うなずいた。桃の袿に、濃こきから薄うすきへと移ろう五いつつ衣ぎぬを重ね、紅梅の単ひとえを纏う。どんな表情でも、あでやかな装いに負けない容よう貌ぼうを持っていた。

「この晴れ渡わたる空をご覧なさいまし。まるで、この日のために天神が誂あつらえたよう。紫女御さまの心こころ延ばえを祝福なさってのことでございましょう」

　気になって夏花が目を向けると、鳴弦つるうちの君きみが目を見開いて考え込んでいる。

　京の外で育った質実な人物で、出会った頃ころは城じよう介すけと呼ばれていた姫君だ。妖騒動の折には、弓ゆ弦づるを響ひびかせ妖を撃げき退たいしたことから、鳴弦君と呼ばれるほど武芸を嗜たしなんでいる。東宮妃ひ候補揃そろいの桃の袿を纏まとい、五衣は萌もえ黄ぎが濃く移ろい、単は紅。凜りんと美しい鳴弦君を爽さわやかに彩いろどる装いだったが、なかなか口を開けないでいた。

「……言葉も、ないほどに…………、私は今、感動しています」

　絞しぼり出すようにそう言った鳴弦君は、袖そでで顔を隠かくし目元を拭ぬぐう。

　本当に泣いている気配を感じるが、もしかしたら宴に対する感動ではなく、上手うまい言葉が見つからなかった悔しさのせいかもしれない。

　鳴弦君の様子を見て、勝ち誇ほこったように笑う泣君。さらに巧こう言げん令れい色しよくを弄ろうそうと、東宮と紫女御に首を巡めぐらせた途と端たん、肩かたを跳はね上げた。

　夏花も泣君の視線を追うと、赤い花弁が揺ゆれる。

「赤い……桃？」

　薄うす紅べにの桃が並ぶ中、ちょうど東宮と紫女御がいる座の向こうに、赤い花を持った桃の木が見えた。盗ぬすみ見ていた時には気づかなかったが、その赤さは蘇す芳おうに近い深みがある。

「なんで……注連しめ縄なわなん？」

　泣君の微かすかな呟つぶやきに目を移せば、確かに赤い桃の木の周囲には、注連縄が張られ、禁足を表す結界が張られていた。

　夏花と泣君の様子に、藤大納言も鳴弦君も気づく。

「桃にもあれほど赤い花が咲さくのか……」

　素す直なおに驚きよう嘆たんを口にした鳴弦君とは対照的に、藤大納言は顔を険しくした。

「あれは……、まさか…………」

　不ふ穏おんな藤大納言の呟きに、怖こわがりの泣君は顔色を変える。

「な、何か……謂いわれが、ありまして？」

　怖がりながら、聞かなければ落ち着かないと言うように問う。けれど藤大納言は言いづらそうに視線を外すだけ。

　赤い桃の木を見直した夏花は、その木が崖がけの縁ふちに立っていることに気づいた。東宮たちの陰かげで見えにくいが、桃の木の向こうに他ほかの木々はなく、青い空を背景に他の桃とも距きよ離りを置いてぽつりと立っているのだ。

「姫さま、姫さま……っ。見すぎです」

　沢辺に囁ささやかれ、夏花は東宮と紫女御がこちらを見ていることに遅おくればせながら気づく。

　人数の限られた宴とは言え、男女が直接顔を合わせるのは好ましくない。だからと言って視界を遮さえぎるようなことをしては、花見の宴に相応ふさわしくもなかった。

　そのため、東宮妃候補は東宮に用意された座の斜はす向むかいに坐すわっている。紫女御は偽いつわりとは言え親子なので、屛びよう風ぶと几き帳ちようで囲った同じ座の中にいた。

　異性のいる座を、さらにはどちらも目上の存在を、凝ぎよう視しするほど無作法なことはない。

「あ……、あちらの桃が、あまりにも、珍めずらしく…………ほほ、ほ」

　扇おうぎを広げて今さらながらに顔を隠し、夏花は笑って誤ご魔ま化かす。

　東宮は作り笑いを崩くずさず桃を見るが、赤い桃の花には目を瞠みはった。

「赤い……まるで──」

「まるで、血のようでございましょう？」

　東宮の言こと葉ば尻じりを奪うばうように、紫女御が笑った。

　言葉選びの不穏さに、泣君は固く手を握り合わせる。

「な、何か……謂れが、おありでしょうか？」

　怯おびえを見せながらも、結局同じ問いを繰くり返す泣君に、紫女御は変わらない笑え顔がおを返した。

「えぇ。この桃は、鬼おにが憑ついた桃なのだと言われておりますのよ」

「鬼……っ、でございますか？」

　思わぬ言葉に鳴弦君が身を乗り出す。

「えぇ。少々悲しいお話でございますの」

　焦じらすように言葉を切る紫女御。

　夏花は謂れを知る様子のあった藤大納言を盗み見る。

　紫女御の話を聞く姿勢は取っているものの、その目には怪け訝げんな色が浮うかんでいた。

「その昔、この周辺には人を食くらう血に飢うえた鬼がいたそうなのです。その鬼は、周辺を荒あらし回り、この地へ至り、それまでと同じように人を食らおうと山の麓ふもとを通りました」

　母親が、子に寝ね物もの語がたりを聞かせるような柔やわらかな声こわ音ねで紡つむがれる昔話。

　夏花は、紫女御という高位の女性を初めて身近に感じた。

「けれど鬼は、ふと見上げた山中に花開く美しい桃に目を奪われたのです。その花は鬼が好む血のように赤く、それでいて香かおりは芳かぐわしく。鬼は、初めて美しいと感じたその桃に、恋こいをしたのだと言われております」

　泣君は肩から力を抜ぬいて、息を吐ついた。

「鬼が、恋を……。そのような謂れのある、桃なのですね」

　話は終わったと思ったのだろう泣君だが、夏花は何処どこが悲しい話なのかと紫女御の言葉の続きを待った。

「先ほども言ったとおり、桃には祓ふつ邪じやの霊れい力りよくが宿るもの。鬼は恋しい花に触ふれることも叶かなわず、ただ木の側そばに寄って見つめるしかありませんでした。そうして座り込む間に桃の花は散りゆくばかり。春がすぎ、花が終わっても、鬼は来たる春を待って桃の下を動かなかったのだとか」

　変わらない笑みを浮かべ続けているように見えた紫女御が、桃の花に目を向けたほんの束つかの間、笑みの奥の瞳ひとみが冷めているように見えた。

「そうして、次の年の春が来る頃に、鬼は、飢えて死んでしまったと言われております」

「なるほど。悲しい結末ですね」

　東宮は憂うれうような顔を作って相あい槌づちを打つ。

　すると、紫女御は白粉おしろいを塗ぬった頰に、同じくらい白い手を添そえて嘆たん息そくした。

「えぇ。哀あわれな死を経たためか、鬼は今もなおあの桃の木に取り憑ついていると言うのです」

　泣君とその侍じ女じよたちが、揃そろって震ふるえ始める。

「桃の木に近づく者は鬼を見、枝を取れば死んだ鬼の怨おん念ねんに取り殺されるとか。その桃への執しゆう着ちやくから、鬼は桃とう恋れん鬼きと呼ばれるようになっているのです」

　紫女御は変わらず笑う。声音も、子に聞かせるような優やさしさで。

　誰だれもが今耳にした桃恋鬼の謂れに、赤い桃の花を見るが、夏花は美しくも作り物めいた紫女御の横顔を見つめていた。

　祓邪の霊力で妖あやかし騒そう動どうの穢けがれを祓はらうように。

　そう言った同じ口で、鬼の憑いた呪のろわれた桃を語る。

「どうして……？」

　紫女御の真意がわからず、夏花は一人首を傾かしげた。

「泣君、お加減が悪いのでは？」

　鳴弦君の声に泣君を見ると、涙なみだを目に溜ためて怖がっている。

「まぁ、怖がらせてしまったかしら？」

　小刻みに震えてさえいる泣君に、紫女御も困り顔だ。

　泣君の侍女も互たがいに手を取り合って、恐こわ々ごわと桃恋鬼の桃を見ている。

　そんな様子に藤大納言が口を開いた。

「ご安心なさいまし。あの注連縄は結界。中に入らなければ、鬼は悪さをしないと聞いております。見るだけなら美しい、他と変わらぬ桃ではありませんの」

　呆あきれたように言いながらも、怯える泣君に他の桃と違ちがいがあるかと言い聞かせる。

　夏花もこのままでは宴うたげを楽しむこともできない泣君を心配し、気を逸そらそうと声をかけた。

「鬼も見み惚とれる桃の美しさ。歌にできれば、さぞ情じよう趣しゆを感じさせるものになりましょう」

　夏花の言葉に反応したのは泣君だけではなかった。藤とうの大だい納な言ごんも鳴弦君も、すぐさま侍女に筆を用意させる。

　折に触れて心情を歌に表すのは、貴族の嗜たしなみ。良い歌を当とう意い即そく妙みように作り出せるなら、東とう宮ぐう妃ひに一歩近づくかもしれない。

　言い出したからには、と夏花も思いつくままに扇へと筆を走らせた。

　すると沢辺が近くに控ひかえた別べつ荘そうの侍じ従じゆうに命じて、桃ももの枝を取らせる。書き終えた夏花は、桃の枝を扇に添えると、胡こ蝶ちように扮ふんした童子を招き寄せ、東宮と紫女御の座へ運ぶよう命じた。

「次つぐ百ももと──」

　扇を受け取り、東宮が夏花の和歌を読み上げる。

　次百は九十九つくも。百に届かないと歌うと同時に、鬼が桃に手が届かないさまを、言葉遊びで詠うたった。

　桃の美しさを表現できていないので、できはいまいち。それでも早さと言葉遊びを入れたことで、東宮と紫女御は面おも白しろいと言ってくれた。

　褒ほめ言葉を貰もらった夏花に触しよく発はつされ、泣君も桃恋鬼への怯えを忘れて桃を見つめ詩作に耽ふける。

　沢辺から替かえの扇を受け取りつつ、夏花は同じく詩作を始めた東宮と紫女御を見た。

　夏花の渡わたした扇を互いの間に置いて、言葉を交かわすさまに不自然さはない。同時に親子としての親しさもなく、笑み交わしながらも、何処かぎこちない印象を受けた。

　夏花はそっと周りを見て、東宮たちの様子に疑問を覚えた者がいないことを確かめる。

　赤子の時分に手元から離はなれたとは言え、紫女御は母親。何かの拍ひよう子しに東宮が自分の子ではないと気づく可能性がないとは言えない。

　それでも東宮となって敵を見み極きわめようとするなら、紫女御との関かかわりは避さけて通れない。

　東宮は、若君を守れなかった、死なせてしまったと後こう悔かいしていた。そんな思いを抱いだいたまま、紫女御に笑みを作るのはどれほど神経をすり減らし、良心の痛みに耐たえなければならないか。

　何処か余所よそよそしく感じる東宮と紫女御の距離は、東宮が胸に秘ひめた、紫女御への後ろめたさのためかもしれないと、夏花は案じていた。
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「いやぁ、今朝のはいったい誰のお車だろう？」

　山の麓に作られた村で、人々は今朝通った牛ぎつ車しやの列について話していた。

　身の丈たけを超こす大きな車輪に歪ゆがみなどなく、凝こった模様の描えがかれた車はまるで京に坐まします壮そう麗れいな御ぎよ座ざがそのまま移動しているかのようだった。

「ほら、あの桃もも園ぞのの別荘に、花見にいらしたんだよ」

「ということは、藤原の貴族さまか。どうりで人が増えたはずだ」

　山の麓に作られた村の中を、牛車が五つ、車輪を軋きしませ進むさまは壮そう厳ごんだった。

　牛車の周りには牛飼いや荷運び、随人と多くの供回りがおり、服装ごとに所属が違うのだが、美しくも珍めずらしい行列を物見する人々にはさして関心のないこと。

「はぁ……。なんとも綺き麗れいなお召めし物だったよ。あれはお姫ひめさまがお乗りの車だったんだろうねぇ」

「次の車からも劣おとらぬ豪ごう華かな出いだし衣ぎぬが出ていたんだ。警備が厳しいのは、お姫さまばかりだからだろうさ」

　立ち話をする人の中、笠かさを目ま深ぶかに被かぶった旅人が足を止める。旅のために大きな荷を背負い、俯うつむきがちの顔は覗のぞき込まなければ見えないほど。

　話し込む者たちを確かめるように一度笠の縁ふちを上げた頰ほおには、目立つ刀傷が走っていた。

「よう、こんな所で会うとはな」

　旅人に変装していた流ながれは、突とつ如じよ親しげに、それでいてすぐには逃にげ出せない強さで肩かたを摑つかまれ息を詰つめる。

　ただの人ひと違ちがいなら適当に誤ご魔ま化かすこともできたが、背後からの声に、流は聞き覚えがあった。

「……それは、こちらの台詞せりふです。門かど原わらどの」

　肩越ごしに振ふり返ると、門原は抜け目のない様子で口の端はしを上げる。

「夏花君の一の従者が、このような場所にいてよろしいのですか？」

「言ってくれるな。俺があの行列に参加できない身分だってわかって言ってるよな？　藤原の間かん諜ちよう」

　声を潜ひそめてはいるものの、門原の発言は危あやうい。

　余人に聞かれては具合が悪く、流は乗せられているとわかっていながら、門原と共に人気のない道の外れに移動するしかなかった。

「滅めつ多たなことを言わないでいただきたいのですが？」

「いやぁ、俺だって気にしてるんだぜ？　姫さまに仕える身ながら、お側そば近くに侍はべることのできる身分がないんだからな。……いや、本当何あれ？　警備が三重に敷しかれるとか、内だい裏りより厳しいだろ」

　気にしていると言う割に、門原の目に後ろめたさや悔くやしさはない。本音は後半部分くらいのもので、こちらの反応を眺ながめる余よ裕ゆうさえあった。

　わざわざ藤原の、と呼び、夏花の近くに寄れない身の上を口にしてみせる門原の思おも惑わくに、流も察しはつく。

　逃げ口上を口にしようとした流に先んじて、門原は口元だけで笑って言った。

「妖騒動の時にな、姫さま、相手の遺留品手に入れたんだよ」

「突とつ然ぜん、なんですか……？」

　警けい戒かいの滲にじむ流の言葉に、門原は世間話でもするように続けた。

「いや、その遺留品は東宮さまに渡してちゃんと妖に扮した賊ぞくの身元調べるようにしたんだぜ？　けどな、東宮さまがまた無茶するといけねぇって、姫さまに調査の進しん捗ちよく隠かくしてんだよ」

「はぁ、左様ですか」

　流は夏花の姿を思い描いて頷うなずく。

　賊の囲いを越こえて、迷わず東宮を助けに向かった姿を、流は間近に見た。戦おののきながらも足を止めないその眼まな差ざしは強く、夏花と呼ばれる姫君の性情をよく表していたように思う。

「東宮さまのご判断に間ま違ちがいはないさ。うちの姫さまなら、じっとしていられないからな」

　わかっているなら何故なぜ、そんな話を自分にするのか。流は門原の真意を考え、思いついてしまった。

「まさか…………」

「察しが良くて助かるぜ。お前ここにいるってことは、あそこの別荘にも行けるんだろ？　だったら、ついでに姫さまのこと頼たのむぜ。な？」

　勝手なことを言う門原だが、両手で肩を握にぎられ、流はその本気を知る。

　刀を振るって硬かたくなった掌てのひらは服越ごしでも感じられた。その手が逃がさないと言わんばかりに両りよう肩かたを圧しているのだ。

「ひと月前の騒動じゃ、うちの姫さま髪かみ切ることになっちまってさ。藤原の姫は無傷だったのに、なぁ？」

　流は妖あやかし騒そう動どうの起きた晩、出で遅おくれてしまった。主あるじを守ろうと姿を捜さがしたが、すでに夏花と門原に救われた後で。

　門原が主を守る代わりに夏花を援えん護ごしろと言ったので、東宮の下もとへ行く手伝いをした。

　その後に賊が火を放ち、髪が焦こげてしまったのは夏花の不運。

　そう言い返せるほど、流は割り切れていなかった。

「…………申し訳、ありません」

　絞しぼり出す謝罪の言葉に、門原は顔を近づける。

「俺はそこの小屋借りて寝ね泊とまりしてるから。何、ちょっと姫さまの様子を聞かせに来てくれればいいさ」

　もはや拒きよ否ひは受け入れない構えで門原は言う。

　本来なら、知ったことではないと拒きよ絶ぜつすべきだ。そうとは思いながら、流も焦じれた夏花がまた危険に足を踏ふみ込まないか心配になる。

　姫君らしからぬ姫君。それは、命の恩人でもある主に通じる、心こころ根ねの清さを感じさせるものがあるから。

　守れるなら、守りたい。

「思ってしまった時点で、私の……」

　思わず漏もれた呟つぶやきに、流は嘆たん息そくする。

「わかりました。私の仕事の合間にではありますが、目配りをいたしましょう」

「おう、それでいいぜ。何かしそうな時には、ちょっと声かけて差し上げてくれ」

　門原は軽く目配りの範はん囲いを超える要求を流に押しつけて、上じよう機き嫌げんに頷いた。
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　詩歌や楽がく舞ぶを味わい、宴うたげは桃恋鬼の呪のろいなど忘れて終わる。

「ほぅ……。ここで東とう宮ぐうさまの舞まいを拝見できるとは。望外の喜びとはこのことでございましょうね」

「はぁ……。東宮さまから返歌をいただけるなんて。この笏しやくは大事に仕し舞まっておくべきか、見える場所に飾かざるべきか悩なやんでしまうわ」

「あぁ……。それにやはり、東宮さまのご生母であらせられる紫女御さまは、完かん璧ぺきな女によ人にんなのだな」

　すでに東宮と紫女御は退席した宴の席。

　別べつ荘そうで使う室へやへの案内を待つため、東宮妃ひ候補とその侍じ女じよだけとなった気安さから、好きに宴の余よ韻いんに浸ひたっていた。

　そこへ案内がやって来て、全員一いつ緒しよに移動すると言う。

「ご覧のとおり、平地の屋や敷しきよりも複雑な造りですので、往復しておりますと長くお待ちいただくことになってしまいます」

　そう断りを入れる案内に従って、夏花たち東宮妃候補は、列をなして山中の別荘を進んだ。

「まずは、藤とうの大だい納な言ごんさま。こちらが小こ寝しん殿でんと呼ばれる棟むねになります」

　そう言って案内が示したのは、寝殿造りを模した東西に対たいの屋やを持つ建物。寝殿は五間と広くないが、対屋と庭が設しつらえられた造りは山の中にしては立派なものだった。

「次に、摂せつ津つの姫君。階段がございますので、お気をつけくださいませ」

　藤大納言と別れて向かったのは、小寝殿を西から見下ろす小高い場所。回かい廊ろうで結ばれてはいるが、途と中ちゆうに山の形のためか階段が現れるので、独立した棟にも見える。

　泣君とも別れて進むと、今度は東から小寝殿を見下ろす場所へと案内された。

「ここは一番見晴らしの良い棟となっておりますので、明日の朝は朝日に照らされた桃もも園ぞのをお楽しみください」

　最後に残った夏花は、背後で目を眇すがめる沢辺を振り返った。

「順番なんだから、落ち着いて」

「ですが、この最後に案内されるという状じよう況きよう。あの北舎を用意された時の屈くつ辱じよくが思い出されまして……っ」

「もし、一番小さな場所を用意されていたとしても、抑おさえて。ここは藤原氏の別荘なんだから」

　夏花の実家である橘たちばな氏しは、かつて藤原氏と政権を争った過去がある。そんな遺い恨こんを東宮妃候補という立場のある人間に押しつけるのは間違っているが、招いた紫女御自身が藤原氏の姫ひめという出身。

　立場を盾たてに文句を言っても、聞き入れられるわけがなかった。

「橘の姫君。時間がかかってしまい申し訳ございません。ですが、この棟には元から山に自生していた橘が壺つぼ庭にわに移植されているのです」

　橘のある庭に通すなら、橘の姫を。

　そう語る案内に悪意はないようだった。

「今通って来た回廊は、遠回りですが一番緩ゆるやかな道となっております。そちらの建物脇わきの石段をお使いになられれば、小寝殿の東へと出られます」

「そう。案内ご苦労でした」

　夏花が直接声をかけると、案内は頰ほおを緩めて元来た回廊を戻もどって行った。

　室内に入った夏花は、さっそく橘の壺庭を見る。

　常緑樹である橘の葉は濃のう緑りよく。全体的に丸くなるように整えられた枝えだ振ぶりが面おも白しろい。

「橘を植えた壺庭があるなら、ここは橘たちばな壺つぼになるのかな？」

「語ご呂ろが悪うございますね」

「そうだね。……ちょっと遠くて不便だけど、ここは嫌きらいじゃないな」

　夏花は耳を澄すませた。

　梢こずえの音と鳥の鳴き交かわす声が聞こえる。棟の周囲は手入れがされており、石も敷しかれているが、目を移せば山林が広がっていた。

　自然を肌はだに感じられる近さに、夏花は育った山さん荘そうを思い出す。

「姫さま。くれぐれも、懐なつかしがって山にわけ入らないように」

「さ、さすがにそこまではしないよ」

「気が緩んで、先ほどからお言葉が乱れておりますが？」

「そう言えばなんか、じゃなくて……。なんだか、こちらの別荘は物々しい気がしませんこと？　別荘へ来る道には三つも新設の関がありましたでしょう」

　言こと葉ば遣づかいを繕つくろって問えば、沢辺も笑えみを浮うかべるが、その眉み間けんには薄うすく皺しわが寄っていた。

「東宮さまがいらっしゃるための、用心でしょう。妖に扮ふんした賊が東宮さまを狙ねらったのは、まだひと月前のことにございます」

「そうなんだけど。だったら、どうして東宮は花見の誘さそいを受けたんだろう？」

「それは、お声かけいただいたのが紫女御さまだからに他ならないのでは？　何より、東宮妃候補さま方もご一緒にと言われては、なんと断ることができましょう」

「うん、そう、そうなんだけどね。なんか、東宮に別の思おも惑わくありそうだって、思ってしまって。そこに来て、この警備だし」

　宴の間も、桃園を取り巻く幕の向こうに、不動で警備する男たちの影かげが窺うかがえるほど。

　考え込む夏花に、沢辺は咳せき払ばらいをする。

　また口調の乱れていた夏花も、咳をするふりで一度口を閉じた。途と端たんに、沢辺は目を据すわらせてお説教するように言い聞かせる。

「姫さま、勘かん繰ぐりすぎです。こちらの別荘にはすでに紫女御さまもお渡わたりになっておられるんですから、警備が厳重であって困ることはないでしょう。何より、そう勘繰られる理由は、このひと月、東宮さまに避さけられているからではありませんか？」

「避けられてなんか、ないと、思う……。確かに、住まいを移してから、ちょっと、来る頻ひん度どが減ってるとは思うし、肝かん心じんな妖の正体について、教えてくれないし…………」

　東宮妃候補となってすぐ、東宮は夏花を北山に帰そうと、忍しのんで来ては他の東宮妃候補には見せない高こう慢まんな態度を取った。もちろん、そんな東宮の言動が夏花を危険から遠ざけるための不器用な気き遣づかいだと、今は知っている。

　身を案じるからこそ東宮が黙もくするとはわかっていながら、不満を漏らす夏花に、沢辺は眉間を険しくした。

「まさか、場所が変わったこの機会に、東宮さまから何か引き出せないか、などとお考えではありませんね？　いいですか、いつも陰かげから助けてくれる門原どのはいないのです。くれぐれも、姫ひめ君ぎみとしての嗜たしなみを忘れぬよう、お願いいたします」

「はい……」

　考えていたことを言い当てられ、夏花は首を竦すくめた。

　妖あやかし騒そう動どうは、東宮を暗殺するために仕組まれた事件だった。今も犯人たちは捕つかまっていない。

　東宮の身の安全に関かかわる事こと柄がらであると同時に、若君暗殺の犯人かもしれない可能性のある相手。そう思えば、結果が出ていなくても、調べの進しん捗ちよくが気にかかるのは仕方のないことだろう。

「……姫さま。反省していませんね？」

「う……っ。あ、な、何か聞こえぬか、沢辺？」

「そんな逃にげ口上──」

　言いかけて、沢辺は視線を彷徨さまよわせる。

「本当ですね。何やら騒さわがしい気配が」

　明確な言葉として聞こえるほど近くはないが、大勢が惑まどうようなざわめきが確かに聞こえた。

「外だ。しかも下のほう。何かあったのかもしれない」

「あ、姫さま！」

　回廊へと出て行く夏花に、沢辺も慌あわててつき従う。

　途中、通りかかった東の棟の前には、騒ぎの気配に鳴弦君が回廊へと出ていた。

「夏花君。あなたも気づかれたか。何か問題が生じたのだろうか？」

「それを、確かめに参ろうとしております」

「そうか。では私も同行させてもらおう」

　迷わず夏花と共に歩き出す鳴弦君に、侍じ女じよも慌てず二人がついてくる。

　断る理由もない夏花は、進むごとに不ふ穏おんな気配が強くなるのを肌で感じた。

「これは、夏花君に鳴弦君。どちらへ？」

　西の棟の前を通りかかると、今度は泣君の侍女に声をかけられる。

「騒ぎの様子を見に参ります」

「そ、そう、でございますか」

　侍女は気き後おくれした様子で言い淀よどむが、すぐに階段向こうの棟へと取って返し、泣君に報告へ向かう様子。

　それを見送って鳴弦君が呟つぶやく。

「泣君も来るのだろうか？」

「待っていても仕方ありません。私たちは先に向かいましょう」

　夏花が促うながすと、鳴弦君は思考を切り替かえるように歩き出した。

　当たり前のように鳴弦君は言ったが、侍女に見に行かせるのではなく、姫君本人が騒ぎの下もとへ行くことに躊躇ためらいがなくなっている気がする。

「……私の、せい…………？」

　妖騒動で一番に危険へ飛び込んだ自覚のある夏花は、他の姫君たちの悪あしき前例になっている気がしてならない。

　一人首を振ふる夏花は、考えすぎだと自じ嘲ちようした。

　鳴弦君は元から武芸を修めた勇ましい姫君。泣君は怖こわがりながら、負けず嫌ぎらいらしい気の強さがある。夏花は自分の影えい響きようなどというものは些さ末まつなこと、と胸中で頷うなずく。

　小こ寝しん殿でんまで戻ると、どうやら騒ぎは正殿で起きているらしい。

　視線を向けると、小寝殿の御み簾すの向こうで、藤とうの大だい納な言ごんらしき人ひと影かげが、こちらを捉とらえて腰こしを上げるのが見えた。

「……い、行きましょう、鳴弦君」

　さすがに生きつ粋すいの姫君である藤大納言まで大だい胆たんな行動に出られると、自分にさえ誤ご魔ま化かしが利きかない。

　夏花はすぐに進もうとしたが、鳴弦君が足あし踏ぶみをした。

「行って、いいのだろうか？　正殿は、さすがに……」

「少し、様子を見るだけのことでしてよ」

　大したことではないとばかりに言う夏花は、沢辺からの視線が刺ささるのを感じる。

　何が起きているか知りたいという思いのまま、夏花と鳴弦君は扇おうぎで顔を隠かくし正殿へと近づいた。

　正殿周辺には警備の者たちが集まり、侍女は端はしで怯おびえたように身を寄せている。東とう宮ぐうの側近たちは難しい顔で額を寄せ合い、それぞれが意識を集中していて、近づく東宮妃ひ候補には気づいていなかった。

「あ、姫ひめさま。ご覧ください。襖ふすまが開かれて奥が見えます」

　沢辺が気づいて指し示す先では、正殿の控ひかえとして使われるだろう局つぼねの襖が全すべて開いていた。

　見えるのは正殿に設しつらえられた御ぎよ座ざや御み帳ちよう台だい。

「まぁ、これはいったいどういうことなの？」

　追いついた泣君が声を上げる。

　正殿は襖以外も、御簾から御帳台の帳とばりまで全てが上げられ、見通しを良くされていた。

「あ……っ、あれは！　御帳台の前の！」

　最後に来た藤大納言は、正殿の異様さに目を奪うばわれるより早く、異変の原因を見つけ出す。

　言われて夏花は御帳台の前に突つき立つ赤に、ようやく気づく。

　意識して見なければ気づかないほど、当たり前のようにあった上に、正殿の周囲で騒ぐ誰だれもが、忌き避ひするように目を背そむけていた。

「……桃恋鬼の、桃ももの枝？」

「ひぃ……っ」

　夏花が呟くと、泣君が喉のどを攣つらせて怯える。

「何故なぜ、あれがここに？　いや、枝を折り取ると、確か……」

　鳴弦君は最後まで言わず唾つばを飲み込んだ。

　紫女御が語った桃恋鬼の謂いわれ。

　そして最後に言った、鬼おにに憑つかれたと言われる所以ゆえん。

「桃の木に近づく者は鬼を見、枝を取れば死んだ鬼の怨おん念ねんに取り殺される……？」

　夏花は、自分の言葉に不安を搔かき立てられた。

　不自然に全ての物もの陰かげを照らす正殿の明るさは、捜そう索さくの後だからか。

　辺りが騒がしくも声を潜ひそめて不安を醸かもすのは、姿なき鬼を、恐おそれるからか。

「これは……」

　不意に足音もなく近づく気配に、夏花は確信をもって首を巡めぐらせる。

　目を瞠みはったのも束つかの間、東宮はすぐに温和な笑えみを浮うかべて東宮妃候補を見つめた。

　他ほかの東宮妃候補が不安の視線を注ぐ中、夏花は真っ直すぐに東宮を見る。

　この別べつ荘そうで、何かが起きようとしている。

　確信をもって見み据すえる夏花の目の前を、風がひと片ひら、赤い桃の花弁を吹ふき攫さらって行った。
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「姫君方、いったいどうして……？」

　東宮妃候補が揃そろっている姿に、東宮が苦く笑しようを浮かべる。

　不安げに見つめ返す東宮妃候補の中で、夏花はほんの一いつ瞬しゆん、東宮が責めるような視線を向けてきたことに気づいていた。

　まるで東宮妃候補を率いてきたような立ち位置で、夏花は扇に顔を隠し、東宮の無言の叱しつ責せきに見ないふりをする。

「失礼いたします。東宮さま」

　突とつ然ぜんかけられた声に首を巡らせると、紫女御の侍女がいつの間にか立っていた。

「紫女御さまが、この騒ぎの説明をお聞きしたいとお呼びでございます」

　東宮自らを呼び出す紫女御。

　己おのれの足でやって来た東宮妃候補よりも順当なやり方だが、説明を侍女に聞かせるのではなく東宮を直接呼ぶのは何故か。

　夏花が見ている前で、東宮は側近に視線を走らせ頷いた。

「……失礼を申し上げます」

　東宮が応おう諾だくしようとした途と端たん、藤大納言が声をあげた。

「そのご説明の席に、わたくしも加えていただけないか、紫女御さまにお尋たずねくださいまし」

　この場にいる最高位の東宮ではなく、招く側の紫女御へと許可を求める。

　藤大納言が何を思って突然言い出したのか、夏花には想像もつかないが、事態を把は握あくする好機を逃のがす手はない。

「あら、でしたら私も同席のご許可をいただけないでしょうか？」

　夏花が紫女御の侍女へ微笑ほほえむと、泣君がすぐさま追従した。

「良い考えね、夏花君。是ぜ非ひ、お願いいたします」

「わ、私も……っ、お願いできるだろうか？」

　慌あわてて鳴弦君も説明を聞くことを望んだ。

「お聞きして参ります。少々お待ちください」

　紫女御の侍女は顔色一つ変えず、紫女御が使う正殿の東の対たいの屋やへと戻もどって行った。

「姫ひめ君ぎみ方。ご説明なら、後ほどいたしますが？」

　東宮は微笑んで言っているが、夏花には一いつ旦たん室へやへ戻れと言われている気がしてならない。

「偶ぐう然ぜんにも居合わせたのですから、ご説明の手間をおかけするのも忍しのびなく」

　藤とうの大だい納な言ごんが取ってつけたような言い訳をする。その間に、紫女御の侍女が戻って来た。

「紫女御さまがお許しになりました」

「……そう、ですか。それでは姫君方、共に参りましょう」

　東宮と共に訪おとずれた東の対屋は、数日早く滞たい在ざいしている紫女御のためか、東宮の使う正殿よりも調度が多く華はなやかな印象を受けた。

「お呼び立てして、手数をかけますね。けれど、何やら不ふ穏おんな声が聞こえて不安に思いましたもので」

「いいえ。こちらから説明の者を送らなければならなかったところを、思い至らず」

　やはり他た人にん行ぎよう儀ぎに聞こえる言葉を交かわし、東宮と紫女御は御み簾す越ごしに向き合う。

　夏花たち東宮妃候補は、廂ひさしに用意された畳たたみの上に座った。

「東宮妃候補方は正殿にお揃いだったと聞きましたが、何か御ご用ようがおありだったかしら？」

　紫女御の当たり前の問いに、まさか騒さわぎが気になったから自ら出て来たとは言えない。

　すると、藤大納言が一人素知らぬふりで言い訳を口にした。

「わたくしは小寝殿におりましたので、東宮さまに不ふ吉きつがあったと聞こえ、不安を搔き立てられ参上いたしました」

　状じよう況きようを知った上で、近いから東宮の下もとへ直接向かったと。弁わきまえのない行いは、東宮を案じるが故ゆえ。

　調子のいい泣君も、さすがに藤大納言と同じ言い訳は使えない。

　笑って誤魔化すにも、紫女御からの直接の問いに答えないのは無礼だ。夏花はいっそ、東とう宮ぐう妃ひ候補全員を巻き込もうと決めた。

「宴うたげで詠よんだ歌の批評を共に致いたしましょうと、藤大納言さまにお声かけに向かう途と中ちゆうでございました。鳴弦君にも、泣君にもお声かけいたしましたので」

　同意を求めて微笑みかけると、泣君はすぐさま笑みを浮かべて頷うなずく。鳴弦君は視線を彷徨さまよわせた上で、浅く頷いた。

「まぁ……。東宮妃候補方は仲がよろしいのね。──東宮さま、それではご説明願えましょうか？」

「えぇ。お聞き及およびでしょうが、正せい殿でんの御み帳ちよう台だいの前に、桃恋鬼の花枝が突き立てられておりました」

「それは、東宮さまがお持ちになったのではなく？」

「そのような命令を出した事実はございません。何より、侍じ者しやを一人正殿に先行させ、室の準備が整っているかを確かく認にんさせました。その折には、確かに花枝はなかったと申しております」

　準備の様子を確かめに。東宮はそう言ったが、夏花は暗殺を警けい戒かいして侍者を先行させたのだろうと推測する。

　だが、その時には桃恋鬼の花枝はなく、東宮が正殿に入った時、忽こつ然ぜんと花枝は現れていたらしい。

「ただいま、桃恋鬼の桃ももに欠けた枝がないかを確かめさせております」

「何者かが手た折おって、正殿へ持ち込んだとお考えに？」

　紫女御の問いに東宮は肯こう定ていも否定もしない。

「少なくとも、正殿の周囲を警備していた者は、私たち以外が正殿に立ち入った様子は見ていない、と」

　実際、桃恋鬼の花枝を見つけてすぐ、警備を呼んで辺りを捜索したが、余人の姿はなく。正殿の中も探たん索さくしたが、侵しん入にゆう者は見つけられなかった。

「まぁ……。それではまるで、桃恋鬼が東宮さまに取り憑ついたようではありませんか」

「ほぉ……？　それは、どういった意味でしょう？」

「あぁ、弁えのないことを。思ったままをつい、口にしてしまい……」

　東宮の問いに、紫女御は御み簾すの中で怯おびえたように顔を伏ふせた。

「姿も見えない鬼が、わざわざ花枝を届けたとするならば、それはまるで東宮さまを己の側そばに誘さそっているような、と……」

　目もく撃げきされた人間がいないなら、花枝を突つき立てたのは、この世の存在ではない鬼。

　桃恋鬼が恋こいしい桃を手折ってまで東宮に届けたのは、この世ならざる場所に東宮を招き寄せようとしているからではないか。

「……紫女御さまは、想像力が豊かであられる。たちの悪い悪戯いたずらと思われます」

　東宮が受け流そうとすると、紫女御はさらに言い募つのった。

「想像で済めばよろしいのですが……。東宮さまの周囲では、すでに妖あやかしが現れておいでではありませんか。このようなことが立て続くのは、もしや鬼おにに魅み入いられているということも…………あぁ、恐おそろしい」

　紫女御の言葉に、泣君は大きく肩かたを震ふるわせる。

　妖騒そう動どうに裏がありそうだとは気づいていても、人ならざる者の仕し業わざである可能性が残る限り、どうしても恐れ戦おののいてしまうようだ。

　人の手で起こされた騒ぎだと知る夏花は、怪け訝げんな目で紫女御を見つめた。

　妖騒動の時にも、似た意味の言葉を聞いたのだ。

　妖が内だい裏りに現れたのは、東宮の徳が低いからだと。

　穢けがれた者を遠ざけられないのは、東宮の威い光こうがないため。つまり、鬼や妖に寄られる東宮は、次期天皇として相応ふさわしくない不徳の存在だという資質を疑う言葉にも取れる。

　夏花は胸の内がざわめく。

　心配するからこそ、ことを真しん剣けんに受け止め、不安を大きくして、言葉がすぎてしまった。紫女御の様子からはそうとも受け止められる。

　ただ、夏花には懸け念ねんがあった。

　母親である紫女御が、実の子である東宮にそんなことを言うだろうか。

　本来なら東宮の位にいるべきではない者だと、知っているからこそ出た言葉なのではないだろうか。




　──偽にせ者ものだと、ばれている。




　夏花は脳のう裏りをよぎった不安に、息を詰つめた。

　東宮はふと思いついたように柔やわらかな声で紫女御の不安に言葉を返す。

「不安ご尤もつとも。内裏に戻りましたら季節は違ちがいますが、鬼おに遣やらいでもいたしましょうか」

　本来年とし越こしに行う厄やく払ばらいの儀ぎ式しきをしようかと、東宮は提案する。

　気にした様子のない声こわ音ねに誤ご魔ま化かされそうになった夏花だったが、東宮の目には確かに冷めた感情が浮うかんでいた。

「そうですわね。それも良いでしょう」

　言葉少なに応じる紫女御に、藤大納言が言葉を向けた。

「紫女御さま。京に桃恋鬼の桃に結界を張った高徳の神職がいらっしゃるはず。明日にでも、お呼びになっては如何いかがでしょう？」

　藤原氏の別べつ荘そうであるからか、藤大納言はすぐにお祓はらいの手配をしてはどうかと進言した。

「えぇ、考えましょう。……少し、気き疲づかれをしてしまいました」

「それはいけない。私どもは退室いたしますので、どうぞごゆるりとお休みを」

　東宮の言葉で、夏花たちは東の対たいの屋やを後にする。

「お騒がせいたしました。姫ひめ君ぎみ方も、お休みになるといい」

　正殿に戻もどった東宮は、そう言うと供に侍者を一人つける。東宮妃ひ候補が全員室へやに大人しく戻るのを見届ける目付け役なのだろう。

　藤大納言は何ごともなかったかのように戻って行った。

　対して泣君は侍じ女じよ共々怯えた様子で、そそくさと戻る。

　鳴弦君は何ごとかを考え込んだまま、静かだった。

「どうか、不用意なことはなさらないように、お願い申し上げます」

　最後に送り届けられた夏花は、東宮の侍者に念を押され、橘たちばなの壺つぼ庭にわがある棟むねに戻った。

「……姫ひめさま。何をお考えですか？」

　沢辺の問いに、夏花は思わず問いで返す。

「何か、考えてるように見える？」

「気にかかることがおありで、心ここにあらずと言ったご様子ですよ」

　何を言わなくても、姉し妹まいのように育った沢辺には見み透すかされてしまうようだ。

「ねぇ、沢辺。紫女御さまが、東宮の正体に気づいてるってことは、ないかな？」

「そ、そのようなことは……。ご存じでしたら、公表されない理由がありません」

　夏花の危あやうい発言に、沢辺は眉み間けんを険しくしながら否定した。東宮が偽者であるとばれているなら、紫女御が黙だまっているはずがない。

　実の子が何処どこにいるのか、何故なぜ東宮が別人なのか。東宮を騙かたる真太を直接問い質ただすはずだ。

「そうだよねぇ。けど、なんだか紫女御さまの東宮への態度が、自分の子に接するには距きよ離りがありすぎるっていうか。違い和わ感かんがあるんだ……。元からそういう人だって言うなら、もっと私たちへの対応にも違和感があるはずだろうし」

　生まれながらに情が薄うすいというのなら、まだわかる。

　壺庭の橘の見える場所に座り込んだ夏花は、揺ゆれる常緑の葉を見つめて首を捻ひねった。

「以前、母に聞いたことがあるのですが……」

　回かい廊ろうから夏花の姿が見えないよう、几帳を移動させる沢辺が迷うように言う。

「乳母めのとが何？」

　貴族は一いつ般ぱん的に乳母を雇やとって、嬰えい児じの頃ころから成人するまでの教育を任せる習慣がある。夏花も、京に暮らしていた幼少には乳母がいた。

　夏花の乳母は沢辺の母だ。夏花の母が死んだ後も、後見がなく困こん窮きゆうする夏花を守り、世話してくれた。

「確か、母が父の任地へ向かう直前でした。──まるで、娘むすめを二人とも手放すような気持ちだと。乳母をしていた者から聞いた話は本当だったと言って……」

　沢辺も乳母からのまた聞きなので、記き憶おくを手た繰ぐるように話し出す。

「乳母をする者の中には、手を離はなれた実子より、乳を含ふくませた他人の子に情を傾かたむける者がいるそうなのです。母も、父の任地で暮らす私の兄姉より、姫さまを心配している自分がいると言っておりました」

　まだ夏花が幼いせいもあるだろうが、乳母は夫が許していれば夏花について北山に暮らしていたかもしれないと思えるほど、情をかけてくれた。

　ただ僧そう都ずの下もとに引き取られて山門に入るのは、出家をするも同じ。乳母の夫が乳母を辞やめるなら戻って来いと命じての別れだった。

　夏花も東とう宮ぐう妃ひ候補になっていなければ、成人と共に髪かみを剃そっていたかもしれない。

　母譲ゆずりの髪を撫なでつつ、夏花は沢辺の話を考えた。

「つまり、紫女御さまは早くに若君を手放してしまったせいで、母親としての愛情が薄いって、言いたいの？」

　夏花は自分で言っていて、表情を曇くもらせる。

「若君の弟にあたる御み子こを大層可愛かわいがっていらっしゃると聞いていたんだけどな」

　同じように、若君にも愛情をかけられる女性だと思っていたのだが、沢辺の言葉を考えれば思い込みの可能性がある。

「紫女御さまの愛情は、自らの手で養育する御子に傾いてしまっているかもしれないのか……。だから、東宮とは他人のような距離がある…………」

　そう考えれば、東宮と紫女御の距離は納なつ得とくできる。

　けれど実母である紫女御が、非業の死を遂とげてしまった若君に関心がないかもしれないと考えると心が痛んだ。

「姫さま……、あくまでそういった考えもあるというだけで。何も紫女御さまが若君を愛していない証明にはなりませんから」

　沢辺は見るからに消しよう沈ちんする夏花に慰なぐさめの言葉を向けた。

「そうか、そうだよね。もしかしたら、離れて暮らしたせいで、距離の取り方がわからないだけかもしれないし。若君の様子をお話しすれば、もしかしたら親子の情を感じてくださるかも」

　親子として情を通わせる機会がなかっただけ。

　すでに若君はいないが、今からでも紫女御に若君という素す晴ばらしい御子もいたことを知ってほしい。

「花枝のことはあるけど、まだすぐに京に戻ることはない、よね？　だったら、この別荘にいる間に紫女御さまとお話しする機会を──」

　夏花が手を打ち合わせ、先の予定を立てようとすると、壺庭を囲む回廊が軋きしんだ。

　見れば、いつの間にか回廊に登った東宮が、軋む床ゆかに眉まゆを顰ひそめている。

「東宮！　え、何処から来たの？」

「向こうの石段からだ。……が、お前はまた余計なことを。大人しく桃ももの観賞だけしていようとは思わないのか？」

　無断で来て早々責めるような言葉を向けられ、夏花も不ふ機き嫌げんに返す。

「紫女御さまと親しくなろうとする東宮妃候補は、私だけじゃない。余計なことだなんて言いすぎじゃないか」

「はぁ……。釘くぎを刺さしに来て正解だったな」

　東宮妃候補や紫女御の前とは違う、繕つくろうことのない表情と声音で、東宮はこれ見よがしに溜ため息を吐つく。

「桃の花枝のことで、犯人捜さがさなきゃいけないんじゃないの？　何をしに来たんだ」

　わざわざ東宮自身が石段を登ってやってくる理由に、夏花は警けい戒かいの色を強くした。

「そのままだ。また軽挙に及およぶような真似まねをするのではないかと思ってな。案の定だったようだが」

「またってなんのこと？　私は軽挙だなんて言われること、ここではしてない」

　夏花が小言を拒きよ否ひするように顔を背そむけると、東宮は盛大に呆あきれてみせた。

「正せい殿でんまで東宮妃候補を引き連れておいて、何を言っているんだ」

「あ、あれは……っ、みんなが自分で…………」

「やはり歌の批評は噓うそか」

　図星を指されて夏花は言い訳を絞しぼり出す。

「そうだけど。実際、桃恋鬼の花枝があったわけで……。あれは、悪ふざけの範はん疇ちゆうを越こえた事態じゃないか。心配するくらい、いいだろう」

「全く。東宮妃候補に選ばれた姫君の行いではないな。いったい誰だれの影えい響きようなのやら」

　夏花も危き惧ぐしていた影響を指し摘てきされ、言葉に詰つまる。

　反論もできない夏花に、東宮は外から見えない場所を選んで、夏花の近くに座り込んだ。

「……若君を知るお前が紫女御に近づいて、俺と齟そ齬ごがあると困る」

「それは、そう……だね」

　真しん剣けんな声こわ音ねで告げられた夏花は、東宮を危険に晒さらすかもしれない可能性に俯うつむく。

　東宮を名乗る真太は、若君の山さん荘そうで働く童子だった。若君の生活に寄り添そってはいたものの、常に側そば近く侍はべっていたわけではない。実際夏花も顔や名前を思い出すために時間が必要だった。それだけ、表にはあまり出ない雑用を請うけ負って働いていたのだ。

　若君の従者たちが東宮の側にいるとは言え、常に補助できるわけではない。夏花の思い出話を全すべて東宮が知っているわけでもない。

　理解したからこそ黙る夏花に、東宮は言葉少なに忠告する。

「紫女御も貴族だ。あまり情に期待するな」

「やっぱり、そうなんだ？」

　夏花の曖あい昧まいな問いに東宮は答えない。

　東宮の言葉つきから、夏花が何故紫女御に近づこうと考えたかは聞いていたはず。

　その上で情に期待するなというなら、やはり紫女御は手放した若君に親しみを覚えていないということなのだろうか。

　考え込む夏花に、東宮は怪け訝げんな様子で眉を顰めて声を低くした。

「別に、東宮妃ひになりたいわけじゃないだろう。だったら、紫女御に近づく利はないはずだ」

「確かに得することはないよ。でも、それだけ？　それだけで本当に私を紫女御さまに近づけさせたくないの？」

「何を疑っているかは知らないが、必要以上に紫女御に関かかわるな」

　やはり答えない東宮に、夏花も意固地になる。

「なんで、近づいたらいけないの？」

「先に言ったとおりだ」

　東宮としての体てい裁さいを守るため。

　理由としては理解できる。けれど本当に理由は一つなのか、疑念が胸の内に蟠わだかまった。

　桃もも園ぞのでの宴うたげの時、先ほどの会話の時、偽にせ者ものだからこそ完かん璧ぺきな東宮を演じようとする胸中を知る夏花だけに、感じ取ることのできた綻ほころび。何より、紫女御が口にした東宮の資質に疑問を投げかけるような言葉が、刺さった棘とげのように気にかかった。

　胸中が視線に表れる夏花に、東宮は顔を顰める。

「妖あやかし騒そう動どうでやらかした自覚がないのか。大人しくしろ」

「やらかしただなんて、言い方ないだろ。あれは、東宮を助けたくて──っ」

「俺は戦う覚かく悟ごができている。これ以上、危険に踏ふみ込むな」

　明確な拒否の言葉を投げかけられ、夏花はまた知らないところで東宮が危険に身を置くつもりなのだと察した。

　夏花の目の色が変わったことに気づいた東宮は身を引いた。

「もしかして、紫女御と何かあった？」

「……何故なぜそう思う？」

　誤ご魔ま化かしを許さない夏花の問いに、東宮は否定せず問いを返す。

　馬ば鹿かな考えと一いつ蹴しゆうされなかったことで、夏花は何かあったのだと確信して、東宮を見つめる視線に力を込めた。

「自覚ないの？　宴の時、東宮の様子は不自然だった。紫女御さまを前に緊きん張ちようしてた。若君のご生母に対する気き後おくれかと思ったけど、そうじゃないみたいだ」

　夏花に指摘され、東宮は思わずといった様子で口に手を当てて視線を逸そらした。

　内心の動どう揺ようを物語る仕草は、それほどわかりやすく態度に出ていたのかと焦あせるから。

　夏花がそれだけ宴そっちのけで、東とう宮ぐうと紫女御の様子を注視していたことなど考え至らない様子。

　東宮は、なおも見つめ続ける夏花に気づき、ばつが悪そうに顔を背ける。

　そこまで動揺を見せる東宮に、夏花は不安を抱いだいた。

「……ねぇ、まさか紫女御さまに正体ばれてるの？」

「は……？」

　まるで埒らち外がいな問いのように、東宮は目を瞠みはる。

「だって親子の対応として、東宮もだけど、紫女御さまも不自然だったもの」

　微笑ほほえみ合っているのに、まるで親しみを感じなかった宴でのやり取り。

　さらには桃恋鬼の花枝が何者かによって仕込まれたと知った、紫女御とのやり取り。

　どちらも距きよ離りを感じさせる言葉であると同時に、邪じや推すいできてしまう、鬼おにに魅み入いられているという紫女御の発言。それに返す東宮の目も冷えていた。

　東宮は一考する様子で一度口を閉じた。

「やっぱり正体ばれてる可能性ってある？」

「正直、わからん……。が、可能性は低い」

　やはり紫女御なら正面から問い質ただし、公おおやけにするという考えらしい。

「東宮が近づいて正体を怪あやしまれるなら、いっそ私が紫女御さまに──」

「余計な詮せん索さくをするな」

　夏花が提案しようとした言葉を最後まで聞かず、東宮は切り捨てる。

「余計って、何？」

　身を乗り出して説明を求めても、東宮は答える気はないとばかりに腕うでを組んだ。

「紫女御や桃恋鬼については、こちらに任せろ」

「そう言って、妖騒動のことも教えないくせに」

　睨にらみ上げる夏花に、東宮は怯ひるまず答える。

「不確かな情報では混乱するだろう」

「不確かでも情報がないから余計かどうかもわからないんだ」

「判断がつかないのなら動くな。まずは自分の身の安全を確保しろ」

「自分を一番危険に晒してる東宮に言われても説得力がない。安全にしてたら真相がわかるの？　安全を確保するなんて言って、遠ざけられるだけじゃないか」

　言い合う間に、夏花は東宮と睨み合う形になる。

　引かない夏花は、やはり東宮が自分を紫女御や桃恋鬼から遠ざけたがっているのだと確信した。

　遠ざけなければ危ないと考えるだけの、何かを知っているのだろう。

　東宮が心配して言ってくれているのはわかる。妖騒動でも、夏花は結局東宮を助けに行ったつもりで助けられた。

　無む闇やみに探さぐったところで、東宮に迷めい惑わくがかかるのはわかっている。だからこそ、東宮が何を考え、何をしようとしているのかを教えてほしかった。何をすれば役立てるか、自分でもできることがないかを夏花は知りたかった。

　東宮を案じるからこそ不退転のまま見み据すえる夏花に、東宮のほうが先に視線を逸らす。

　何かを考え込んで一度目を閉じると、探るように夏花に視線を戻もどした。

「大人しくしているなら、妖騒動の進しん捗ちよくを教える、というのはどうだ？」

「つまり、桃恋鬼のことや紫女御には首突つっ込むなってことだね」

「そうだ」

「それ、後から理由教えてくれる？」

　東宮はまた視線を逸らした。

「……結果が出るとは限らない」

「それでも、東宮が何を目的に動いているのか知りたい」

　東宮を、真太を知るために。

　若君の仇かたきを取るためだけに、東宮を詐さ称しようするという大罪を犯おかしている。若君のふりをして、完璧な東宮を装よそおう裏には、確かに真太としての考えや行動があることを夏花は身に感じていた。

　こうしてやって来ては憎にくまれ口をきいて危険から遠ざけようと、不器用な気配りをするのは、真太だ。

「知らないほうが、いいこともある……」

　暗い声こわ音ねで語るのは、やはり真太としての思いなのだろう。

　夏花はだからこそ、東宮を真っ直すぐに見て告げた。

「私は、若君の死を知らなければ良かったなんて、思えない」

　言葉で聞いただけの若君の死に、未いまだ実感など湧わかない。それでも、その死を目まの当たりにした東宮の深い慙ざん愧きの念に偽いつわりはなく、若君の死を悔くいるからこそ、暗殺を目もく論ろんだ相手を自らの命を懸かけて捜さがしている。

　そんな東宮が選んだ、真実を告げるという選せん択たくを、夏花は否定しない。

　黙だまり込んだ東宮は、ふと息を吐はき出した。

「この別べつ荘そうでは大人しくすると誓ちかえるか？」

「門原どのもいないし、危険なことはしない」

「紫女御に近づくのもだぞ」

「わかってる。けど、誘さそわれたら行くから」

　自ら近づくことはしないが、好機があれば摑つかむ努力はする。

　迷いない夏花の答えに、東宮は目を眇すがめた。不ふ機き嫌げんそうな表情だが、発される言葉には何処どこか諦てい念ねんが漂ただよう。

「この、頑がん固こ者……」

「お互たがいさまだ」

　夏花と東宮のやり取りに、一人沢辺が気を揉もみながら見守っていた。

「…………本当に近づくなよ」

　東宮はそう念を押して、ひと月前の妖騒そう動どうに対する進捗を話し出す。

「例の短刀を製造した刀とう匠しようは判明した。購こう入にゆう者もわかり、すでにそこから短刀の入手目的や保管状じよう況きようを聞き取っている」

　例の短刀とは、夏花が手に入れた妖に扮ふんした賊ぞくの遺留品。

　東宮は賊が揃そろいの短刀を持っていたことから、数を揃えて作らせた物であると睨み、製作者を探していた。

「短刀を製造させたのは、ある藤原氏だった。変な行動を起こさないために、何処の藤原氏かは伏ふせる」

「信用ないなぁ」

　不満を漏もらす夏花に、東宮は片かた眉まゆを上げて一いち瞥べつを向けるだけ。

「短刀を作らせ、所持していることは認めたが、全すべて保管してあることを確かく認にんしたと口で言うだけで、決して実物を見せようとはしない」

「それって──」

　夏花が発しようとした言葉を、東宮は片手を上げて制した。

「怪しい。……だが、怪しいというだけで屋や敷しきに押し入って短刀の収蔵場所を検あらためることはできない。現状、その藤原氏に白黒つけられるだけの判断材料は、揃っていないんだ」

「でも、藤原氏ってことは、東宮を狙ねらう理由のある貴族や皇──あ」

　言いかけて夏花は息を吞のむ。

　藤原氏が怪しいとなれば、疑う者の範はん囲いに藤原氏を外がい戚せきに持つ皇族が入る。

　それは、東宮自身も範囲に含ふくまれており、何より東宮妃ひ候補の藤とうの大だい納な言ごんや紫女御も藤原氏の出身だった。

「いや、でも……、東宮を狙う理由が、ないし…………」

「確証もなく除外して考えるのは危険だ。血けつ縁えんは確かにある。同時に、血縁以外で疑う理由も証しよう拠こもない。だったら、必要以上に近づかず、相手の動きを待つのが得策だ」

「だから、紫女御さまに近づくなって？　……あ、現場監かん督とくは？　工人に潜ひそんでいた賊を引き入れたっていう」

　もう一つの手がかりの進捗を問う夏花に、東宮は渋しぶい顔のままだった。

「話を聞く前に、病を理由に職を辞して京を去った。残っているのは紙の記録だけで、記録上は不ふ審しんなところはない。工人を募ぼ集しゆうして、応おう募ぼがあったから採用した。それだけだ」

「それだけって。でも、内だい裏りに出入りできるなら、誰だれか紹しよう介かいした人がいたんじゃないの？」

「現場監督の周囲からも話を聞いたが、今回のことで一度だけ漏らしたことがあったらしい。──上から、工人を捻ねじ込まれた、と」

「じゃあ、その現場監督の上役を調べれば」

　夏花の追つい及きゆうに、東とう宮ぐうは首を横に振ふった。

「また聞きの証言だけで、記録などは一いつ切さい残っていない。上というのも、誰のことなのかはっきりしない。該がい当とうする者たちを全て調べるには、時間がかかる」

　今すぐに犯人が見つかるとは言えない状況。

「貴族のよくやる手だ。伝つ手てを幾いくつも経て、誰が命じたのかわからなくするやり方で、問題を有う耶や無む耶やにすることもあれば、時間を稼かせいで攻こう撃げきの機会を窺うかがうこともある」

　証拠を探る、今が最も危険で大事な時だと東宮は言う。

「藤原氏や紫女御、藤原の姫ひめ君ぎみやその家が妖あやかし騒動の黒幕とも断定できない」

「だから近づくなって？」

「そうだ。場合によっては、他ほかの東宮妃候補も加担している可能性がある。藤原氏は数も多ければ、長年権力の中ちゆう枢すうに座り続けた貴族内での存在感も健在だ。短刀の持ち主である藤原氏は、個人のつき合いで摂津の姫や、城介の姫の血縁にある貴族とも繫つながっている。そこから動きを見せる可能性も考こう慮りよすべきだ」

　肝きもに銘めいじろと、東宮は夏花を見据えた。

　視線を受けて、当初思い浮うかんだ疑問が夏花の中で再さい浮ふ上じようする。

「そんな……、紫女御さまにも繫がる藤原氏が危ないとわかっていて、藤原氏の別荘に招かれたわけ？　自分は[image: 囮]おとりで危ないとわかっていて飛び込む癖くせに……っ」

　東宮がその位に坐すわるのは、敵をおびき寄せるためだ。別荘へ招かれたのは、まさに[image: 囮]の役目を全まつとうするためか。

　納なつ得とくいかない、と夏花は歯は嚙がみする。

「俺はいいんだ」

「良くない」

　即そく座ざに否定する夏花に、東宮は苦く笑しようを浮かべた。

　真太を心配していると、夏花は伝えた。だというのに、当の本人が他人の心配をして、自身を顧かえりみずに正体の摑めない敵に身を晒さらし続けるのだ。

　わかっていないと、責めるように見つめる夏花に、東宮は思案した。

「容疑者が多い中で、不用意なことをされては証しよう拠こ隠いん滅めつの可能性があるのはわかるな？」

　頷うなずきつつも、夏花は話を逸そらす気かと警けい戒かいを露あらわにする。

「妖騒動のほうは手て詰づまりだ。ことは慎しん重ちように取り組む必要がある。どうやっても、時間がかかる」

「工人を送り込んだ伝手を調べるにも、人手が足りないんだね」

「そうだ。だから、この紫女御の誘いで藤原氏が尻尾しつぽを出すなら、それを摑む」

　東宮が危険に身を置くことに変わりはないが、別荘に来た目的は理解した。そう示すために、夏花は頷く。

「そのためには餌えさは一つでいい。釣りと一いつ緒しよだ。静かに針を垂れている横で、水面を騒さわがせられては獲え物ものに逃にげられる」

「釣りしたことないからわからない……って、言いたいところだけど、私が動いて相手を警戒させるのがいけないのはわかった」

　言いつつ、夏花は警戒させないよう普ふ段だんどおりに振る舞まいつつ、何かできることはないかと考える。

　何もしないという選せん択たく肢しが夏花にはないことを察して、東宮は長ちよう嘆たん息そくした。

「本当に頑固な……。よし、だったらお前にも一つ協力してもらおう」

「え……っ？」

　思わぬ東宮の申し出に、夏花の声は自然、声高くなる。

　頼たよられて嬉うれしいと、如によ実じつに語る夏花の反応に、東宮は困った様子で笑った。

「怪あやしい中に東宮妃候補もいる。東宮妃候補本人が関かかわっていなくとも、家に怪しい動きがあるかもしれない。同じ立場であれば、本音や実家の動向を引き出せるだろう。もちろん、深入りは禁物だ」

「わかった。東宮妃候補の、家の動きだね。となると、泣君は京の縁えん者じやに大臣や皇族がいるし。鳴弦君は院のお側そばに侍はべる勢力が血縁だ」

　東宮妃候補は、選ばれるだけの才知ある姫君たちだ。

　夏花が家を探さぐっているとわかれば、警戒して貝のようになるだろう。

　何より、一対一で探るのは禁物。

　夏花には、沢辺しかいない。侍じ女じよを含めれば他の東宮妃候補のほうが優勢。危険を冒おかさないのであれば、探る時には他の東宮妃候補も同席の上、話を聞きだすのがいいだろう。

　真しん剣けんに東宮妃候補を探る手を考える夏花に、東宮はこっそりと安あん堵どの息を吐つく。

　その様子を見ていた沢辺は、呟つぶやいた。

「東宮さまも、このひと月で姫さまの扱あつかいを心得たようでございますね」

「え？　沢辺、それどういうこと？」

　思わぬ言葉に夏花が思考を止めると、東宮は肩かたを竦すくめて応じた。

「難物であることには変わりないがな」

「……東宮？」

　不服はあるが、文句を言えないのは夏花も自覚していた。

　妖騒動の時には、確かに考えて行動していなかったのだ。そんな前科があっては、危険に踏ふみ込むなと釘くぎを刺さされるのもしようがないとは思う。

　だからこそ、東宮が夏花を助けるために危険を冒すくらいなら、夏花は自ら安全を確保しなければならない。

　今回は特に、門原という護衛がいない。危険に遭あっても助けてもらえると思ってはいけないのだ。

　ふと、そのために東宮妃候補という人目の多い場所に、夏花を誘ゆう導どうしたかったのだろうかと思い至る。

　他人の心配ばかり、と言いたい不服の思いを飲み込む。代わりに、気をつけようと一人頷いた。

　それでも、命にかかわる危険が東宮に及およぶなら、助けに動く。そこは夏花にとって譲ゆずれない線引きだった。




「おや、これは嬉しいこと。急なことで一人寂さびしく帰路に就つくと思うておりましたのに。皆みなさまでこうして見送っていただけるとは」

　翌日になって、突とつ然ぜん紫女御が別べつ荘そうを発たつと報しらせが入った。

　居並ぶ東宮や東宮妃候補に微笑ほほえみを浮かべ、紫女御は見送りの礼を口にする。

「ご気分が優すぐれないとのことでございますが、牛ぎつ車しやに揺ゆられるのは辛つらくございませんか？」

　血縁の親しさからか、藤とうの大だい納な言ごんが婉えん曲きよくな引き留めの言葉を発す。途と端たんに紫女御は疲つかれたように息を吐いた。

「昨日の騒ぎの後から、どうも気が晴れませぬ。このままでは気き鬱うつになってしまうと思い、別荘を発とうと決めましたから」

　昨日の騒ぎとは、桃恋鬼の花枝が東宮の寝しん所じよに突つき立てられたことだろう。

　泣君が震ふるえる息を吐き出すと、紫女御は困ったように笑った。

「わたくしのことは気にする必要などありません。皆は今を盛りに咲さき誇ほこる桃ももを楽しむと良い」

　桃の花を楽しむために招かれたのだから、紫女御の言葉はおかしくはないだろう。ただ、桃恋鬼と呼ばれる鬼おにの存在が桃と関連づいている以上、楽しむ心地ここちになるのは難しいと、容易に想像できる。

　夏花は、東宮との会話で何故なぜ余所よそよそしく感じたのか、その一いつ端たんに気づいた。紫女御の言葉は何処どこか、表面だけを取り繕つくろった心の籠こもらない言葉に聞こえるのだ。

　東宮は昨日と同じ作り笑いを浮かべて、気き遣づかう様子をみせる。

「京で良い薬湯を作る僧そう侶りよを知っております。気鬱にも効く薬ですので、紫女御さまへお届けするよう手配いたしましょう」

　東宮の気配りに、紫女御は笑えみを深めながら、はっきりと拒きよ否ひを示した。

「薬湯を求めるほどのことではないのです。京に戻もどれば、わずらいは消えます故ゆえ。不安も京へ戻れば解消されましょう」

「それは、京に何か気がかりがおありで？」

　紫女御の言葉に、東とう宮ぐうは何げない様子を装よそおいながら探りを入れる。

　紫女御はふと笑みを消したが、答える声こわ音ねには今までにない色が表れていた。

「吾あ子こが夢に現れたのです」

　呟くように言った紫女御は、微笑ましいと言わんばかりの慈じ愛あいに満ちた笑みを浮うかべる。

「側を離はなれたためか、吾子が夢に出ました。もしや寂しく思う吾子が、夢の通い路をやって来たのではないかと心配なのです」

　紫女御が吾子と呼ぶのは、自ら養育する幼い御み子こ。

　表向きは東宮の、実際は若君の腹はら違ちがいの弟にあたる。

　元は紫女御に仕える藤原氏の娘むすめが今きん上じようの寵を得て産み落としたのだが、紫女御は母親を内だい裏りから追い出して、その御子を手ずから養育した。

　紫女御の御子への溺でき愛あいぶりは、良くも悪くも周知されている。

　実の母親から取り上げるようにして御子を育てるのは、実子を幼い内に取り上げられた揺り返しとも、東宮の生母でありながら出産後には一いつ切さい今上が寄りつかなくなったことへの意い趣しゆ返がえしとも言われているのだ。

「わたくしも吾子とこれほど長く離れたのは初めてのことで、考えるほどに気が滅め入いってしまい……」

　そう語る紫女御だが、離れた日数は桃が咲き始めてから五日程度。

　それでも俯うつむき視線を下げる姿は、本当に手元にいない御子の身を案じる様子。

　その表情にも声にも温かみがあり、決して東宮には見せない親愛の情が、確かに感じられた。

　夢にまで見た御子の話をする紫女御に、気の晴れない様子など窺うかがえない。

　頷うなずきつつ微笑みを絶やさない東宮の目が、冷めているのを夏花は見ていた。

「これだけ顕けん著ちよなら……」

　鳴弦君が微かすかな声で呟く。

　これだけ顕著なら、溺愛と噂うわさされるのも当然だ、と。

　夏花は内心で頷きつつ、寂しさを覚えて、紫女御から視線を逸そらした。

　東宮が偽にせ者ものだとばれていないのなら、紫女御の対応の違ちがいは、そのまま若君への関心の薄うすさということになる。

　紫女御も意に染まず離れて暮らしたのだから、責めることはできない。夏花の乳母めのとも、情が移ると言っていたのだから、世の中にはそういうこともあるのだろう。

　生まれてすぐに若君の出家を決めた今上も、院との争いを避さけるという子の安あん寧ねいを願っての措そ置ちだと言い訳ができる。

　そうとは思いつつも、夏花は落らく胆たんする。

　望まず父によって母の手から遠ざけられて、愛情すら抱いだいてもらえない。それではあまりにも若君が不ふ憫びんだ。

「紫女御さまのお心の内はよくわかりました。それほどご心配なら、片時もお側を離れぬようなさらねばなりませんね」

　紫女御の終わらない心配話をそう終わらせた東宮は、いつもの作り笑いに別の感情が乗っている。

　嘲ちよう笑しようのようでいて、苛いら立だちにも近く、皮肉げな感情がひと刷は毛け塗と布ふされたような。

　夏花でも摑つかみ切れなかった東宮の感情の所在を、受け止めたのはただ紫女御一人。

　それまで浮かべていた本物の笑みは鳴りを潜ひそめ、紫女御は面の如ごとく揺るがない微笑みを浮かべた。

　作り物のように美しい笑みに、夏花は薄ら寒いものを初めて感じる。

　親しみが窺えるのは表面だけで、紫女御の内面は底の見えない深しん淵えん。その心の内を隠かくすような表情が、暗く邪よこしまな考えを知られず育はぐくんでいるのではないかと邪じや推すいしてしまう。

　嫌いやな予感に胸を押さえると、東宮はにこやかに別れの挨あい拶さつを告げた。

「紫女御さま、道中お気をつけて。京にも、付け火をするような不ふ埒らち者がいるそうですから」

　気遣いを口にする東宮だが、夏花はつい昨日聞いた妖あやかし騒そう動どうが思い出される。内裏に放火した大罪人は確かにいるだろうが、妖を妖として捉とらえている紫女御に言って用心のための忠告が通じるのか。

　まして、妖が人間の扮ふん装そうだと気づいている東宮妃ひ候補がいる場で、東宮の言葉は不用意すぎる。そう思って目を配るが、夏花ほど東宮の言葉を重く受け止めた者はいない。

　紫女御も微笑みを絶やすことはなかったのだが、すぐには答えない沈ちん黙もくが、東宮の発言を吟ぎん味みするよう。

「えぇ、東宮さまも。山中は京ほど灯あかりも届かず、月の明るい夜ばかりではありませんもの。月の隠れた夜にはご用心を」

　微笑みで返す紫女御の言葉は、階段が設けてある別荘内の足元を気にしてのこと。そう思えるのに、夏花には別のことを示し唆さするかに聞こえた。

　ひと月前、妖騒動があったのは月のない夜。

　そして、若君が殺されたのも、月のない夜だったと東宮は言った。

　まさか、と夏花は自分の考えを否定する。

　若君の母であり、東宮の生母という地位を持つ女性が、どちらか、もしくは両方の事件に関かかわっているなど、ありえない。

　紫女御が牛車に乗り込み、御み簾すが下ろされた。見送りの者たちの目が、動き出す牛車に集中する中、夏花は東宮を窺う。
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　考えすぎだと思いたくての行動だったが、夏花は息を詰つめた。

　牛ぎつ車しやを見る東宮の目には厳しい光が宿り、頰ほお越ごしにも奥歯を嚙かみ締しめる動きがわかる。

　側近に耳打ちされ、東宮は表情を改めた。その切り替かえが、夏花には余計に怪あやしく映る。

　東宮は、若君の母親さえ、若君暗殺の黒幕ではないかと疑っているのか。疑わなければならないのか。

「……知っていて──」

　紫女御が月の隠れた夜が何を意味するか知っていて口にしたとは思えない。いや、思いたくない。

　けれどもし、知って口にしていたとすれば、それはどんな心持ちだろう。

　想像しようとした夏花は、身の内から這はい上がる震えを抑おさえる。

「姫ひめさま？　寒いのですか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ですよ。沢辺」

　周りを気にして取り繕うが、沢辺は困ったように眉まゆを下げる。横目に窺えば、東宮も訝いぶかる様子で一いち瞥べつを向けた。

「東宮さま、今後の予定についてお尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

　藤大納言が夏花と東宮の視界を隔へだてるように立った。

「そうですね……。今日は夜にまた紫女御さまが宴うたげを催もよおすはずでしたが」

　宴に備えて日中は自由にすごすはずだったが、夜の予定もなくなった。

「私も今夜時間が取れるかわかりませぬ故。なさりたいことがあるようでしたら、ご相談いただければ」

　参加はできないが許可は出すと東宮は言う。

　東宮が何をするかなど改めて聞く者はいない。

　桃恋鬼の花枝が、どうやって正せい殿でんに持ち込まれたのか。東宮は昨日もずっと調査をしていた。

「何か、おわかりになりましたでしょうか？」

　泣君が恐こわ々ごわと聞く。

「残念ながら、これといったことは。あの赤い桃ももの木の枝が折られていたのは確かでも、いつ誰だれがとなると……」

　人間の仕し業わざとも鬼おにの仕業とも判別がつかないのだ。

　鳴弦君は思い決めたように東宮へと身を乗り出した。

「私に、お手伝いできることはございませんか？」

　生き真ま面じ目めな声音で告げられた言葉に、東宮は一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐに微び笑しようを浮かべた。

「そのお心だけで、十分心強い思いがします。後は私に任せて、姫君方は紫女御さまの言うとおり、どうか春の風景でお楽しみを」

　東宮はそうはぐらかすが、そんな言葉で頷けるほど、桃恋鬼の花枝の威い力りよくは低くない。

　すでに別べつ荘そう中で、東とう宮ぐうが桃恋鬼に呪のろい殺されると噂になっているのだ。

　東宮を放ほうって遊んではいられない。

　そう言おうとした夏花は、口を開く前に藤とうの大だい納な言ごんの言葉に遮さえぎられた。

「承知いたしました。それではわたくし共は、先日できなかった歌の批評をすることにいたします」

「えぇ、皆みなで揃そろって大人しく。東宮さまを煩わずらわせることはいたしませんわ」

　夏花の左に立つ泣君も藤大納言に続き、右に立った鳴弦君も、先ほどの言葉を翻ひるがえす。

「東宮さまは決して鬼の呪いなどに負けぬお方と、信じております」

「…………えぇ……？」

　気づけば東宮妃候補とその侍じ女じよに囲まれた夏花は、前後左右を確かめて困こん惑わくする。

　どうも夏花がいない間に、他ほかの東宮妃候補が何やら結けつ託たくしてこの状じよう況きようを作ったようだ。

　東宮もすぐには答えず、考えるような沈黙が落ちる。

　立ち直った東宮は、車止めから去るため動き出した。

「万一、不ふ審しん者を見かけた場合には、近くの警備をお呼びになるように」

　そう釘くぎを刺さす東宮に、夏花は藤大納言の後ろから声を上げようとした。

「わ、私は……」

　紫女御のこと、発言の真意、否定したい可能性。

　東宮と話したいことがあるというのに、一いつ斉せいに東宮妃候補たちの視線にさらされ、夏花は口を閉じた。

「さぁ、夏花君。お寒いのでしたら、小こ寝しん殿でんへおいでなさいまし」

「夏花君、私たちともお喋しやべりを楽しみますわよね？」

「その……、聞きたいことがある。一いつ緒しよに来てほしい」

　威い圧あつ的に微笑む藤大納言と泣君に戦おののくと、鳴弦君が声を潜めて目的を告げた。

「本当に、東宮妃候補方は仲がよろしいことだ」

　東宮は作り笑いで、微笑ましいとばかりに言って正殿へ戻もどり始める。

　諾だく否ひを告げてもいない夏花は、引き離はなされるように小寝殿へと連れて行かれた。

「なんか……おかしい…………」

　夏花は顔を隠すように上げた袖そでの中で呟つぶやいた。

　袖を下げて正面を窺うかがえば、何故なぜか東宮妃候補たちと相対する形で坐すわらされている。三対一で向かい合う不自然な形勢に、夏花は強しいて頰ほおに力を籠こめ、笑えみを作った。

「いったい、これは何ごとでございましょう？」

　本心で成り行きを知りたい夏花の問いに、藤大納言は眉を顰ひそめた。

「あら、わたくし共が知らないとお思いにならないでくださいまし」

「気づかれないと思っておいでなら、舐なめられたものですわね」

　続く泣君の攻こう撃げき的な言葉に、頰が攣つりそうになりながら、説明を求めて鳴弦君を見た。

「夏花君、さすがに事件の起きた昨日の内に抜ぬけ駆がけというのは良くないと、私は思う」

「はい……？　皆さまが何を仰おつしやっているのか、心当たりもございません」

　平静を装よそおって返した途と端たん、泣君が眦まなじりを決した。

「強ごう情じようやね。昨日、東宮さまと二人きりで、何をしていたのか、吐はいてもらいます！」

　核かく心しんを突つく泣君に、夏花は否定すべきか往いなすべきかを迷って、迷いをそのまま態度に表してしまった。

　図星と受け取った藤大納言と鳴弦君も、追つい及きゆうを始めた。

「東宮さまが忍しのんで石段を上へ行かれたのを、見た者がおります。言い逃のがれはできないものとお考えあそばせ」

「お二人が同じ場所で育ったということは聞き知っているが、いったい何処どこまで親しい仲なのか？」

　三人に詰め寄られ、夏花は心中で東宮を非難する。内だい裏りでは忍び歩きに気づかれることはなかったが、どうやらこの別荘では勝手が違ちがったようだ。東宮妃ひ候補たちに簡単にばれてしまった迂う闊かつさを、八つ当たり紛まがいに罵ののしる。

「何を話されたのか、教えなさいまし」

「いい加減に、妖あやかし騒そう動どうについても知っていることを言いなさい」

「できれば次にそのような機会があれば呼んでいただきたい」

　要求が高くなっていく東宮妃候補を前に、夏花は桃恋鬼に託かこつけてしまおうと決める。

「じ、実は……」

　言葉を切って様子を窺うと、東宮妃候補たちは息を詰つめて続きを待つ。

「桃恋鬼にお経が効くだろうかと、ご相談に上がられたのです」

　東宮妃候補は、埒らち外がいの方向に話が及およんだことで詰め寄るのをやめた。

「桃恋鬼が本当にいて、東宮さまに自ら近づいたとなれば、東宮さまも困ったお立場になってしまわれます」

　あえて声を落とし、憂うれう様子で目を伏ふせると、東宮妃候補たちは考え込む様子をみせる。

「もちろん、東宮さまはそのような不徳のお方ではございません。ですが、泣君の怖こわがりようをご覧になって、何かお心を安らかにせしめる方法はないかと、私にご相談をなさりに参られたのです」

　名を上げた途端、泣君は視線を泳がせ両頰に手を当てる。

「え……？　うち、東宮さまに心配されとる？」

　高く弾はずむ泣君の呟きに、藤大納言は目を細めた。

「また泣き騒さわがれては困るとお思いになったのではありませんこと？」

　妖騒動の折、侍じ女じよ共々泣いて怖がるだけに終始した泣君は、羞しゆう恥ちで顔を赤くする。

「そ、そないなこと……っ。元はと言えば、桃恋鬼などという不気味な謂いわれのある桃が藤原の別荘にあることが問題なのではないかしら？」

　負けずに言い返す泣君に、今度は藤大納言が渋しぶい顔になった。

「それで、夏花君。東宮さまが桃恋鬼についてどのようになさるつもりか、お聞きになったのだろうか？」

　夏花一人を責める流れが変わったことで胸むねを撫なで下ろしていると、鳴弦君が出任せの落ちを求めた。

「いえ……、その…………。私も東宮さまも山門にはおりましたが、悪あつ鬼き退散の行などは知りませんので、やはり、専門の者に任せることが、一番だと、結論づけました」

「専門の、者に……」

　鳴弦君は、夏花の言葉を吟ぎん味みするように呟いて黙だまった。

　結局は、ただ東宮と隠かくれて話しただけになってしまい、夏花は自分が責められる以外の話に持っていかなければと考え込む。

　東宮は藤原氏を疑って、この別荘へとやって来た。と同時に、東宮妃候補の家全すべてを疑っている。

　そんな相手に妖騒動の進しん捗ちよくを伝えることなどできず、別荘で起きた事件に何者かの思おも惑わくが絡からんでいるかもしれないとは漏もらせない。

　こちらの情報は与あたえずに、東宮妃候補たちから実家の思惑を探さぐるのは、予想以上に難しく、突とつ然ぜん訪おとずれた機会に夏花は慌あわてていた。

　不意に、泣君が手を打ち合わせ、夏花は肩かたを跳はね上げる。

「夏花君、皆で読ど経きようをすれば、鬼おには寄ってこないということはなくて？」

「……御み仏ほとけのお言葉ですから、邪じや悪あくな者を避さけることは、できるかと」

　確信はないが、できないことではないと夏花は考える。

　釈しや迦かは修しゆ行ぎよう中に悪鬼の妨ぼう害がいを受け、それを撥はね除のけている。読経の功く徳どくで鬼を退けることはできるかもしれない。

　何より、怖がりの泣君にとっては、精神安定の作用が期待できる。

　そう考えて、夏花も手を打ち合わせた。

「そうですね。泣君、素す晴ばらしいお考えかと。日に二回、朝夕に皆で集まり読経をいたしましょう」

　今どうしても、東宮妃候補から疑ぎ惑わくについて聞き出さなければいけないわけではないのだ。

　読経を理由に呼び集め、話の中で少しずつ探っていけばいい。

「鳴弦君も、ご参加くださいますか？」

「私は鬼を恐おそれてはいないが、それで泣君が安心なさるなら、つき合おう」

「な、そんな言いかたしたら……っ、私だけが怖がっているようではないの！」

　怒おこる泣君と困る鳴弦君から視線を逸そらし、夏花は藤とうの大だい納な言ごんにも声をかけた。

「藤大納言さまも、よろしいですね？」

「よろしくありません」

　返った言葉に、夏花は動きを止める。

　藤大納言は笑顔のまま固まる夏花から顔ごと視線を逸らした。

「わ、わたくしは鬼などを寄りつかせるような育ちではございませんの。鬼が恐ろしいというのなら、あなた方だけで読経をなさればよろしいわ」

　思いの外ほか強い否定の言葉に、夏花は違い和わ感かんを覚えて藤大納言を見つめる。

　その間に、藤大納言の発言が気に障さわった泣君が嚙かみついていった。

「まぁ、嫌いやだ。場の空気を壊こわすばかりか、鬼のいる別べつ荘そうを所有しておいて、鬼を寄りつかせないお育ち？」

「あら、泣君は怯おびえたり怒ったりとお忙いそがしいこと。仰りたいことがあるのなら、まずは歌の一つも投げかけてからになさらないと、風ふ情ぜいのない無む味み乾かん燥そうなお方と思われましてよ」

　挑ちよう発はつ的に笑う藤大納言に、泣君は侍女に筆と紙を用意させる。応じて藤大納言は山の景色や小こ寝しん殿でんに附随する庭が見えるよう、侍女たちに半蔀はじとみを開けるよう指示する。

　すっかり歌うた詠よみに移行した周囲をよそに、夏花はまだ藤大納言を見ていた。

　まるで、東とう宮ぐうとの逢おう瀬せから話を逸らした自分のようだと、考えながら。
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　東宮妃候補での読経は保留され、夏花は小寝殿から壺つぼ庭にわのある棟むねに戻もどろうとしていた。

「あれは……」

　回かい廊ろうから束つかの間見えた影かげに、夏花は足を止める。

「……流…………っ？」

　笠かさを目ま深ぶかに被かぶり、目から下を隠す覆ふく面めん。影としてしか見えなかったが、見知った姿に思わず声を漏らした。

　すでに人影は山林に紛まぎれ、見み間ま違ちがいかと思える静けさが返るだけ。

　京にいるはずの文ふみ使つかいがいるはずはない。そう思い始めた夏花の前に、木の葉が舞まい落ちた。

「ご前を、失礼申しあげる」

　いつの間にか、回廊の下で膝ひざを突く流がいた。

　流は東宮妃候補の誰だれかを主あるじとして、内裏に忍び込む間かん諜ちようでもある。夏花が使う淑し景げい北ほく舎しやが警備の穴になっているため、時折侵しん入にゆうしては門原に追い払はらわれていた。

　それだけなら不ふ審しん者である流だが、夏花が落ち込んでいるのを見かねて声をかけてくる優やさしさを持つ。

　夏花は初見から助けられたこともあり、あまり警けい戒かい心しんを抱いだかずにいた。

「え、本当に流？　どうしてここに……」

　いるのか。そう聞こうとして、答えを考えつく。

　この別荘は藤原家の持ち物であり、門原が侵入を断念するほどの警備が敷しかれている。

　そんな中、門原に追い払われる流が入り込んでいた。それは、この別荘に入れる伝つ手てがあるからではないか。つまり、流は藤原を主家とする間諜であり、流の主は藤大納言。

「ん……？　あ、そうか。流が前に謝った、私を悩なやませた事こと柄がらって、楽器の弦を切った藤大納言の侍女のことだったんだ」

「その節は、詫わびの言葉では済ませられぬこととは存じ上げておりますが」

　改めて謝ろうとする流に、夏花は回廊から身を乗り出す。

「謝らなくていいよ。あれは東宮が対処してくれたもの。それより、また文を届けに来たの？」

　以前も流は内だい裏りに文を届けに忍しのび込んで来ていた。その文の一つが、藤大納言以外の東宮妃ひ候補たちを妨害する内容で、たまたま夏花が犯人扱あつかいされてしまったのだ。

　前例を考えれば、流はまた何か企たくらみを連ねた文を届けに来たのかもしれない。

　見つめる先の流は、膝を突ついていることもあって笠しか見えない。表情も読めず、夏花は一度沢辺を顧かえりみた。

「沢辺、誰か来るようだったら教えて。──流は、立って顔を上げて」

　沢辺が窘たしなめる声を向けても、夏花は撤てつ回かいしない。流はふと笑う気配を漂ただよわせると、立ち上がって夏花を見上げた。

「お変わりがないようで。使用人たちの間では、ずいぶん鬼に怯える者たちがいたので心配しておりました」

「怖こわがっている人もいるけど、私は、知っているから」

　何と言わなくても、流は察したらしく、夏花のひと房ふさ短い髪かみに目を細めた。

　妖あやかし騒そう動どうの折、夏花は妖と言われる者たちが暗殺者であるのを確かに見ている。今回の桃恋鬼についても、人じん為い的な事件を疑っていた。

「やはり、桃恋鬼について自ら動かれるおつもりですか？」

「それは……、しない。東宮と約束したから私はしないけど、私以外が調べて、聞かせてくれたらいいなとは、思うんだ」

「姫ひめさま……っ、門原どのもいないのに、何処どこの誰とも知れぬ者を信用なさるのは危険です」

　沢辺の苦言に、流も頷うなずく。

「妖騒動の際にもお伝えしましたが、私は主人を優先して動きます。そんな私になんの対価も示さず要求を告げるのは、利用される危険がありましょう」

「……そうやって言ってくれるなら、危険じゃないと思うんだけど？」

　夏花の言葉に、流の目が苦く笑しように細められた。

「今回は、私も夏花君にお願いしたきことがございますので、お引き受けするのが吝やぶさかではないというだけです」

「もしかして、桃恋鬼については流も調べる気だったから？」

　あまりにすんなり頷く流に問えば、肯こう定ていも否定もせずに願いを口にした。

「私の存在を他言なさらないでいただきたい。もちろん、東宮妃候補さま方にも」

　東宮妃候補と口にしたものの、そう言げん及きゆうするからには、流が漏もらしてほしくないのは藤大納言になのだろう。

「無用な問いには、お答えしかねます。故ゆえに、是ぜ非ひをお聞かせいただけませんか？」

　詮せん索さくはするなとやんわり止める流に、夏花は頷いた。

「言わないよ。だからお願い。私の代わりに桃恋鬼を名乗る不ふ埒らち者の正体を探って」

「承うけたまわりました。……桃恋鬼の逸いつ話わは以前からあったのです。けれど、別荘にいらっしゃる方に悪さをしたという伝えはございません。何者かの思おも惑わくがあるやもしれませんので、どうか身辺ご警けい戒かいを」

「わかった。東宮妃候補たちにもそれとなく、戸と締じまりをしっかりするよう言っておくよ」

　夏花が請うけ合うと、流は困ったように首を傾かしげた。

「最も人が少なく、山に近いのはあなただというのに」

「あ、ごめん。もちろん、私も用心するから」

「責めたつもりはないのです。一番に他人を慮おもんぱかるそのお心の清さに感服いたしました」

　言うと、流はもう一度膝を突く。

「それでは」

　ひと言残すと、流は低い体勢で走り、山林の陰かげの中へと消えて行った。
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「東宮さま、追わせますか？」

　東宮は、側近の言葉に首を横に振ふった。建物の陰から眺ながめる夏花は、流の行く先を見つめると、何ごともなかったかのように沢辺を連れてその場を離はなれる。

「あの藤原の間諜は、内裏と同じく泳がせましょう。妖騒動の時には長おさ姫ひめを助ける動きをしたと、門原どのも言っておりました。暗殺者ではないが、何か情報を握にぎっている可能性はある。藤大納言周辺と合わせて動きを注視すべきです」

　東とう宮ぐうは言いつつ、自らの腕うでを押さえるように握る。今は冷静さを取り戻せているが、夏花の足元に流が現れた時、思わず飛び出そうとしてしまった。

　藤原の間諜が現れたと聞き、動向を探さぐるため見張っていたが、まさか夏花が見つけるとは思わなかった。

「紫女御は帰ってしまわれましたが、やはり藤とうの大だい納な言ごんが密命を受けている可能性をお疑いで？」

　側近の問いに、東宮はもう一度、夏花がいた場所に視線を向けた。

　夏花には東宮妃候補全すべてを疑っているように言ったが、今回一番怪あやしいと睨にらんでいるのは藤大納言だ。

　数ある藤原家の中でも、紫女御と同じ家の出身で、藤大納言の侍じ女じよが悪事を働いた前科もある。

　元々、若君暗殺の黒幕として最有力視しているのが紫女御であり、花見の誘さそいにはあえて乗った。夏花に言ったとおり、調べが行き詰づまっている現状、相手からの動きを捉とらえて新たな手て掛がかりを得たかったのだ。

　東宮妃候補も随ずい伴はんしてとの誘いに、まず疑ったのが紫女御と藤大納言の結けつ託たく。

「藤原家としては、御み子このどちらが立っても外がい戚せきとして問題はないでしょう。そこに、紫女御が溺でき愛あいする御子を強く押せば、藤原の影えい響きようをあまり受けていない私を廃はいそうと思うこともありえます」

　藤大納言が最初から東宮妃として入っていれば、藤原家も東宮を廃する危険を冒おかす意味はなかっただろう。

「今きん上じよう陛下が、あえて藤原家以外から東宮妃を選び出す可能性があるのなら、東宮妃候補ごと私を退けようとするでしょう」

　前さきの東とう宮ぐう妃ひは、紫女御を始めとする高位の女性たちによる虐いじめで身を細らせ命を落とした。東宮の生母である紫女御が立りつ后こうしないのも、東宮時代の蟠わだかまりが影響していると囁ささやかれている。

　東宮妃候補を選ぶ基準が、前東宮妃の生まれ変わりと宣言した時点で、藤原家は今上の怨うらみ深さを思い知ったのだ。

「藤原以外の東宮妃候補のみを、退ける算段も考こう慮りよなさいませ」

「わかっています。実際、藤原家の命令に従った侍女は、藤原の姫ひめ君ぎみ以外の東宮妃候補を陥おとしいれようとした。長姫個人が狙ねらわれているとは言いがたい。だからこそ、ここでは大人しくしているという言げん質ちを取ったのですが……」

　言葉を濁にごす東宮に、側近も視線を泳がせる。

「……自ら間かん諜ちように声をかけるとは。長姫の大人しいの範はん囲いは思いの外広かったと思うしかございませんね」

「紫女御に近づかない、桃恋鬼を探らないと約束したのですが。どちらとも違ちがう方向から危険に近寄るとは思いませんでした。私の読みの甘さです」

　桃恋鬼の花枝が突き立てられたこと自体、まだ東宮にとっては想定内だった。

　何かしらの形で事件は起こると確信していたため、鬼おにの呪のろいなど恐おそれることはない。

「ただ、使用人たちの怯おびえようは、どうしたことでしょう？」

　別べつ荘そうで働く者は、老ろう若にやく男なん女によ関係なく、鬼の呪いで東宮が死ぬと恐れているのだ。そんな雰ふん囲い気きに当てられたのか、警備の中でも不安がる声が上がっている。

「一日でこれは、怪しくもありますが。そうなると、やはり内に敵がいる」

　東宮の呟つぶやきに、側近は心得た様子で頷いた。

「使用人の中に、ことを大きくする者がいると。東宮さまの風評を貶おとしめる狙いでしょうか？」

「今、相手の狙いを決めつけるのは早計です。ですから、東宮妃ひ候補に一人ずつ、見張りを立てます」

「それでは、東宮さまの身辺が」

「夜の内だけです。長姫にはなるべく東宮妃候補と共にいるよう言ってありますから、日中は今日のように東宮妃候補同士で集まるようにするでしょう」

　とは言え、流と接せつ触しよくしたような想定外の行動もするのが夏花だ。

「……明日、長姫にはもう一度釘くぎを刺さしに行きます」

「その際には、気づかれないよう山林を行くしかありませんね」

「そうですね。別荘として整備されている道は、何処どこも東宮妃候補たちの目につくようだ」

　夏花が藤原家に嫌いやがらせをされたのは、藤大納言と競せり合えると見なされたからだ。

　忍しのんで会いに行くなど、ばれれば東宮妃候補たちとその実家を刺し激げきする。本当なら、東宮自らが釘を刺しに行かずとも、側近の誰だれかを差し向ければいい。

　東宮は自らの口を押さえて自じ嘲ちようする。

　最初から、夏花に会わないという選せん択たく肢しがないことが、そもそもの問題なのだ、と。




　深しん更こう。

　東宮は正せい殿でんの御み帳ちよう台だいで休んでいた。

　鼓こ膜まくを揺ゆらす足音と声に、すぐさま枕まくら元もとの刀を握って身を起こす。

「なんだ……？」

　耳を澄すますと、警備たちが騒さわぐ声と動き回る足音がする。帳とばりを捲めくれば、控ひかえていた侍じ従じゆうが、手て燭しよくを持って近づいて来ていた。

「何があったのですか？」

「わかりません。向こうだと叫さけぶ声がしました」

　考えられるのは賊ぞくか。

　だが、元から警備の多い別荘だ。さらに夜間は警けい邏らが必ずふた組正殿周辺にいるようにしていた。賊が侵しん入にゆうする隙すきはないはず。

　まして、内から閉め切っている正殿に入るには、半蔀はじとみや襖ふすまを破るしかない。手燭以外の灯あかりのない現状は、正殿にまで賊の手は及およんでいないと考えるべきか。

「東宮さま、お目覚めでしょうか？」

　外から声をかけられ、従者が応じる。声は聞き慣れた側近のもの。

「警邏が怪しき影かげを見たと騒ぎ、ただいま捜そう索さくしております。正殿周辺には何者も潜ひそんではおらぬことを確かく認にんしましたので、入室のご許可を」

　中に入って詳くわしく説明すると言う側近に、東宮は従者に頷うなずくことで応じた。

　蔀しとみを固定していた鉤かぎを外すと、何やら側近と聞き慣れない声がする。

「万一のため、ここはあっしらが先に」

「いや、内から従者が開けるので、そのままにて待つように」

　聞こえる金属音は鞘さやに納められた刀の音。どうやら、側近は警備の者を帯同しているらしい。

　帳を下ろし、御帳台の中で待てば、従者が蔀を開いた。

　暗かった室内に、紙し燭そくの赤い光が差し込む。

「室内を検あらためさせていただいても？」

　警備の者が側近に問う。東宮は帳の内を窺うかがう従者に頷いてみせた。手には刀を握ったまま、警けい戒かいは解かない。

　入って来た警備三人は、紙燭を掲かかげて正殿の中を照らし始めた。

「あ……！」

　途と端たんに、一人が声を上げる。そちらに注意を向けると、今度は別の警備が声をあげた。

「これはいったいなんですか！」

「何があったのだ？　報告せよ」

　側近に命じられ、警備の者たちは見つけた小さな何かを手に持ち寄る。

　帳越ごしの東宮には見えなかったが、側近が身を強こわ張ばらせるのは確かにわかった。

「……花弁…………？」

　側近の呟きに、警備たちは慌あわてた声を上げた。

「やっぱりこりゃ、あの桃ももの木の……っ？」

「あっちにぽつぽつっと落ちてたんですよ！」

「閉め切られてたってのに……。人間の仕し業わざじゃない！」

「待て！　この暗さでは、まだ赤い花弁かどうかはわからん！」

　側近に叱しつ責せきされてなお騒ぐ警備を見ながら、東宮はいつ花弁が仕込まれたのかを考える。

　就しゆう寝しん前にはそんな物なかった。仮住まいなので調度も少なく、警備が向かった先に花弁を仕込んでおける場所もない。

　怪しい影は、一度正殿に忍び込んで逃にげる途と中ちゆうだったのか。花弁だけを仕込んで東宮の命を狙わない訳とは。

　東とう宮ぐうは疑念を一度横に置いて、従者を呼び寄せた。

「すぐに正殿の中を検める。警備の者は一度外に出し、側近のみで施せ錠じようがなされていたかを確認する」

　従者の指示で、外にいた側近たちが入り、代わりに警備が外へと出る。

　施錠を確認しながら外し、月明かりを入れて床ゆかを確かめれば、確かに色の濃こい桃の花弁が散らばっていた。

「全すべて施錠されていたことを確認いたしました」

「開いていた襖の前では、私が不ふ寝しん番ばんを」

「侵入できる場所はない、か。だが事実、花弁はこうして落ちている」

　東宮が思案げに呟くと、幾いくつもの衣きぬ擦ずれの音が控えの間に入る音がした。

「申し上げます、東宮さまはご無事でございますか？」

　聞こえたのは、藤とうの大だい納な言ごんの問いかけ。思わず、東宮はまたかと口にしかけた。

　すぐに控えの間に行くと、頭から袿うちきを被かぶり顔と姿を隠かくした女性たちが並んでいる。控えの間に三人、奥の回かい廊ろうに続く次の間にいるのは侍じ女じよだろうが、暗くて見通せない。

　庭で松明たいまつを掲げて賊を探す警備たちの灯りのせいで、正殿の中の影は濃かった。

「東宮さま、ご無事で何よりでございます」

「また桃恋鬼が現れたと聞こえました」

　声で、藤大納言と鳴弦君だとわかる。そう考えると、背の高い鳴弦君の後ろに怯え隠れるように立っているのは泣君だろうか。

　考え、東宮は目を瞠みはる。

　もう一度視線を走らせるが、それらしい反応をする者はいない。

「…………東宮妃候補方は、三人だけでしょうか？」

「まぁ、夏花君は先に来ているものとばかり」

　藤大納言が背後を振ふり返ると、侍女たちも回廊のほうを窺う。

「夏花君？　いらっしゃいませんか？」

「一番遠いから気づかない、などということはないでしょう」

　泣君の呼びかけに答える声はなく、昨日のことを思えば、鳴弦君の推測も正しいだろう。

　瞬しゆん間かん、東宮は全身の血の気が引いた。

「まさか……っ」

　侵入したにも拘かかわらず、騒がせただけで手を出さなかったらしい賊。

　これだけ警備が騒いで松明を焚たいているのに、姿を現さない夏花。

「すぐに、壺つぼ庭にわの棟むねへ行く！　動ける者だけ供を！」

　叩たたきつけるように命じる東宮に、側近はすぐに応じる。

　回廊へ出ると、東宮妃候補もついて来ようとしていた。

「姫ひめ君ぎみ方は寝しん所じよへお戻もどりください」

　同行を拒きよ否ひする思いを乗せて告げると、東宮妃候補は足を鈍にぶらせた。

「……っ、夏花君の寝所へ、殿との方がただけで向かわれるおつもりですか…………っ」

　抗あらがうように声を上げた藤大納言に、適当な返しも思いつかない。

「でしたら、ついてこられる方のみいらしてください」

　忠告はした。

　東宮は焦あせる思いのまま、小こ寝しん殿でん脇わきの石段へと向かう。

　元からあまり通りやすい道ではないが、夜である上に両脇に木々が迫せまる石段は暗く、足元が覚おぼ束つかない。

　足元を照らそうとする従者を置いて行くように、東宮は石段を駆かけ上がった。

　木々が途と切ぎれ、棟の屋根が月光を照り返すのが見えてくる。

　梢こずえを揺らす夜風が吹ふき下ろすと同時に、尋じん常じようではない悲鳴が聞こえた。

「お待ちなさい……！」

　制止の声こわ音ねには、切せつ迫ぱくした響ひびきが宿る。

　嫌いやな予感が当たってしまったことに歯は嚙がみしながら進むと、泣き叫ぶような声が東宮の鼓膜を揺らした。

「姫さま……っ、姫さま…………！」

　続くのは、戸を蹴け倒たおすような不ふ穏おんな騒そう音おん。

　石段を抜ぬけて、壺庭の棟に辿たどり着く。同時に激しい音を立てて、石段側から見える妻戸が開かれた。

「あっ、うぅ……きゃ！」

　体当たりするように妻戸を開けた沢辺は、勢い回廊に倒たおれ込む。その上、立ち上がろうとして体勢を崩くずし、そのまま回廊の手て摺すりの下から地面へ、肩かたから落ちた。

「沢辺……！」

　駆け寄る間も、沢辺は痛むだろう体を酷こく使しして起き上がろうともがく。

「沢辺、長姫は……っ？」

「は……っ、東宮さま！」

　倒れた沢辺へと身を屈かがめた途端、東宮は強い力で裾すそを引かれた。

「お、お助けくださいませ！　姫さまが、姫さまが賊ぞくに攫さらわれました！」

「な……っ、さら、われた？」

　開いた妻戸に駆け寄り中を確かめる側近たちは、東宮の視線を受けて首を横に振る。

　すでに夏花の姿は見えない。

「な、何が、いったい、何がございましたの？」

　息も絶え絶えに藤大納言が問う横から、泣君が悲鳴染じみた声を上げた。

「ち、血の臭においがいぃ、いたします……っ」

　すぐに血臭の元を察した鳴弦君が沢辺へと膝ひざを突つく。

「足を怪け我がしているじゃないか。失礼、検めさせてもらう」

　鳴弦君が傷口を確かめると、そこには血に濡ぬれた、真っ直すぐな斬きり傷があった。

「相手は刀を持った賊のようです、東宮さま」

　すぐに沢辺の足を隠し、傷口を恐おそれず上から押さえて止血をする。

　東宮が立ち上がろうとすると、沢辺は傷口の圧あつ迫ぱくによる痛みに顔を歪ゆがめながら言い募つのった。

「わ、私が狙ねらわれたのです。それを、姫さまが庇かばわれ、私も抵てい抗こうし、斬りつけられました。人の気配に慌てた賊が私に止とどめを刺さそうとするのを、姫さまが身を挺ていして庇われ、賊は姫さまを害することを躊躇ためらっていました」

　痛みに息を震ふるわせながらも、沢辺は己おのれの役目を果たそうと必死に続ける。

「とにかくどちらか連れて行けという声に、怪我を負っていない私なら山の中も歩けると仰おつしやって、姫さまは、自ら連れて、いかれ……っ」

　堪たまらず、沢辺は大おお粒つぶの涙なみだを零こぼして声を詰つまらせた。

「た、助けを……っ、求めよと、命じられて…………！　きっと、東宮さまの助けが来るまでの、時間稼かせぎに自ら！」

　沢辺に助けを呼べと言った夏花は、殺されないだろうという推測の下もと、自ら連れて行かれた。そうして賊に帯同することで、東宮が追いつくのを待っている。

　聞かされた東宮はすぐさま立ち上がった。

「沢辺、賊がどの方向に逃げたかわかるか？」

「あちらに、山の中へと！」

「そうか」

　短く応じて棟を回ろうとした先で、側近が行く手を阻はばんだ。

「お待ちください、東宮さま……っ」

　阻んだ上で、側近は東宮が持つ刀を上から押さえつけた。

　何故なぜ邪じや魔まをするのか。不服の思いのままに睨にらんだ東宮は、側近に水を浴びせかけられるように囁ささやかれた。

「お役目を、忘れてはおられませんか？」

　低く耳打ちされた声音には、真しん剣けんさがあった。

　間近に見つめる側近の目には、何があっても止める意思が宿っている。

「東宮さま」

　もう一度言い聞かせるように呼ぶ側近に、東宮は軋きしむほど歯を嚙かみ締しめた。

「…………わかって、います……」

　絞しぼり出した言葉が、舌に苦く感じる。

　握にぎり締めた拳こぶしは冷たいのに、心臓はいやに大きく脈打っていた。

　振り返れば、不安そうに身を寄せ合う東とう宮ぐう妃ひ候補たちや、状じよう況きようがわからないのか辺りを見回して山林の陰かげを松明たいまつで照らそうとする警備たちがいる。

　東宮が自ら危険に踏ふみ込むなど、愚ぐの骨こつ頂ちよう。高い身分に見合った落ち着きと、人を動かす指揮能力を発揮しなければならない。

　まず図はかるべきは自らと、次に位の高い者たちの身の安全。

　東宮として、今言うべきことは何か。

　考える頭の隅すみで、今すぐ走り出したいと叫さけぶ衝しよう動どうを抑おさえつけた。

　まずは、余計な人間をこの場から遠ざけなければ、動けないのだと。

「この場にいる警備で五人ひと組を作り、一班は賊の逃にげた山林内で、痕こん跡せきを探しなさい。二班は姫君方の護衛をし、小こ寝しん殿でんまで送り届けること。その後は、そのまま小寝殿の警けい戒かいに当たりなさい」

　笑え、と東宮は己に命じる。

　東宮になるはずだった若君なら、相手を思いやって、どんな辛つらい状況でも微笑ほほえみ安心させるよう心を砕くだくはずだ、と。

「姫君方は窮きゆう屈くつでしょうが、どうか、別べつ荘そう内の安全が確保されるまで皆みなさまで身を守り合っていただきたい」

　東宮はそのまま、行く手を阻んだ側近にも微笑みを向けた。

「正せい殿でんを中心に、別荘内の賊を探たん索さくするよう指示を。それとは別に、五人ひと組を三班、ここから山林への捜そう索さくに出します。松明を必要分手配してください」

　警備を再配分するには時間がかかりすぎる。

　それでも、このやり方しか夏花の捜索に人手は割さけない。

　今すぐ追いかけたなら追いつけるかもしれない。自らの手で取り戻もどせるかもしれない。そう騒さわぐ心を東宮は押し殺した。

「東宮さま、この夏花君の侍じ女じよは、私たちの手で介かい抱ほうしても？」

「えぇ、お願いいたします」

　鳴弦君の問いに頷うなずいた途と端たん、沢辺が身を起こそうとして、痛みに蹲うずくまる。回かい廊ろうから受け身も取れず落ちたのだ。体を痛めているのだろう。

「わ、私も姫さまを……」

「無理をして、捜索する者たちの足あし手で纏まといになることも考えなさいまし」

　藤とうの大だい納な言ごんの叱しつ責せきに、沢辺は嗚お咽えつを漏もらす。

「夏花君のことは東宮さまにお任せして、今は従うべきよ」

　泣君も沢辺に声をかけ、小寝殿へ向かうよう東宮妃候補たちにも視線を送った。

　身を縮めた姿は怯おびえているようだが、東宮妃候補たちが揃そろっている現状、妖あやかし騒そう動どうの折に聞いたような狂きよう態たいを見せる気配はない。

　東宮妃候補はこれでいい。

　石段を降りて行く姿から目を逸そらし、東宮は妻戸から室内を窺うかがった。

　側近の紙し燭そくで照らされた室内は、夏花と沢辺の抵抗を物語るように荒あれている。

　沢辺が示した賊の逃とう走そうした方向には、松明を掲かかげた警備たちが集まっていた。

「さ、東宮さまもお戻りになりましょう」

　侍じ従じゆうの促うながしに、頷きがたい。

　そんな思いを抑え込むため目を閉じると、耳に微かすかな葉は擦ずれの音を聞く。

　東宮妃候補が去った石段に向かう音で何者であるかを推測し、東宮は縋すがる思いで声をかけた。

「待て……っ」

　見つめる夜の樹じゆ陰いんに、動く者はない。

　それでも、命の危険に晒さらされ続けて鋭えい敏びんになった感覚が、何者かがいると告げている。

「姿を現せ。今なら、罪には問わない」

　逆に従わないなら罪とする。言外にそう告げると、樹陰の中から立ち上がる者がいた。

　夜であるためかいつもの笠かさはなく、顔を覆おおう覆ふく面めんも黒い物に変わっている。

　藤原の間かん諜ちようである流が、感情の窺えない目をして佇たたずんでいた。

「東宮さま……っ」

　窘たしなめるような側近に片手を上げて制すと、東宮は流に歩み寄る。

　足を止めたのは、刀の間合いの一歩手前。踏み込めば、東宮も流も互たがいを攻こう撃げきできる距きよ離り。

　まるで受けて立つように、流は膝を突きもしなかった。

「変事が起こったことは聞こえていたはずだ。その上でこの場にいるお前を怪あやしまない道理はない」

　答えない流は、ただ東宮の真意を見定めるように瞬まばたきさえしない。

「姫ひめ君ぎみの誘ゆう拐かいに関かかわっているなら、今すぐ攫さらった者たちの下もとへと案内をしろ」

　流は静かに首を横に振ふる。

　拒きよ否ひとも取れるが、東宮も流が関わっていないことはわかっていた。

　もし関わっているなら、東宮妃候補が去ると同時に動くはずだ。流は何か迷うように留とどまり、そして心乱したままに動いたため気取られた。

「今さらお呼び立てなさるご用件をお聞かせ願いたい」

　流は覆面の下から感情の籠こもらない声を出す。

　今さらというのは、内だい裏りの中では見み逃のがしていたくせにという意味だろう。泳がされていた自覚がある。だからこそ、今の状況で姿を見せたのは、自らの主人に疑いが向けられないようにするため。

　藤原家の所有する別荘で、藤原家の用意した警備に守られた中、藤原家にとって目め障ざわりな姫が攫われた。

　これほど疑わしい状況はない。

　流は言わずとも、従わなければならない現状を理解している。

　これだけ聡さとい相手なら、と東宮は握り締め続けている拳を震ふるわせた。

　東宮として言うべきことを、東宮と偽いつわるための言葉を、焦あせる感情を律して吐はき出す。

「手を貸せ。働き如何いかんによっては、内裏での罪を免めんじる」

「東宮さま！　そのような怪しき者に何を……っ」

　制止の声を上げる側近を振り返らず、東宮は流を見つめた。

「私にも、お役目がございます」

「お前の主人ならこちらで守る。警備に乱れはなかった。であるにも拘かかわらず、そなたがこうして侵しん入にゆうしているなら、山をわけ入ったのだろう？」

「ご明察」

「世辞はいい。──命令はただ一つ。攫われた姫君を捜さがし出せ」

「捜索に加われと捉とらえてよろしいか？」

　流の目が鋭するどい光を隠かくすように細められる。

「違ちがう。今すぐに後を追い、救い出して、身の安全を確保せよ」
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　言っていて、難しい注文だと東宮自身思う。

　思いはしても、やってもらわなければ、夏花が危ない。

　相手は沢辺を狙ねらったにも拘らず、夏花を連れ去った。目的が不明であり、連れ去った状況も突とつ発ぱつ的。場合によっては、夏花を始末して逃げに徹てつする可能性がある。

　夏花が、殺される。

　想像した途端、東宮は息が詰つまった。

「…………頼たのむ……」

　苦しい喉のどから絞しぼり出した言葉は、側近には聞こえなかっただろう。

　ただ目の前で片時も目を逸らさなかった流のみ、唇くちびるの動きで東宮の言葉を理解した。

　瞬しゆん間かん、流は目を瞠みはって、一度瞼まぶたを閉じる。

　そのまま手を上げると、顔の半分を隠していた覆面を首へと下ろした。

「……承うけたまわりました。主人については、どうかご温情を」

　一度膝ひざを突つき、臣従の姿勢を初めて示した流は、すぐさま立ち上がって覆面を戻す。

　瞬間、差し込んだ月光に、流の刀傷の目立つ顔が白く照らされた。

　物ぶつ騒そうな刀傷に目を奪うばわれるが、穏おだやかそうな面おも立だちと、視線を下げるだけで漂ただよう品の良さが不ふ均きん衡こうな白い顔。

「……何処どこかで、以前？」

　会ったような、と呟つぶやき、東とう宮ぐうは口を押さえる。言ってみたものの、流のような青年は記き憶おくにない。

　流も戸と惑まどうような様子を見せたが、すぐに一度頭を下げるとまた樹陰に消えて行った。

「東宮さま……っ」

　責めるような側近の声に、東宮は短く息を吐いて振り返る。

「苦言は後で、必ず聞きます。ですが今は、ことの終息を図りましょう」

　逃にげとわかっていて、東宮は山林との境を調べる警備の者の下もとへと向かう。

　背中に感じる視線の中には、心配をしてくれている気配も確かにあった。

　これでは駄だ目めだとわかっている。東宮として正しい行いではない。

　そうは思っても、今すぐ走り出したいと焦る気持ちを宥なだめる術すべが他ほかになかった。

　自ら望んで得た東宮という地位が、今ほど煩わずらわしく思ったことはない。

　若君の仇かたきを討うつためには、必要であり守らなければならない偶ぐう像ぞうだったはずなのに。

　若君のための復ふく讐しゆうか、若君が恋こいした夏花か。選べるわけがない。

　固く握にぎり締しめ続けて感覚もなくなった手を、無理に開く。

　爪つめは皮ひ膚ふに食い込み、一いつ拍ぱく置いて血が滲にじみ始めた。

「……俺は、どうすれば…………」

　この行動が正しいとは思えない。

　聡そう明めいで優やさしかった若君なら、どんな選せん択たくをしたのか。

「非才の俺では、わからない……」

　東宮は己おのれを責めるように呟くと、もう一度、抑おさえきれない焦しよう燥そうと共に拳こぶしを握り込んだ。
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「むぐぅ……っ」

　荒あら縄なわを嚙かまされ、手を縛しばり上げられた夏花は、月明かりが差し込む山中に放ほうり出される。

　素す足あしに刺ささる枝葉の痛みを気にする余よ裕ゆうなどなく、夏花はくぐもった呻うめきを上げながらも、手近な木を背に身を起こした。

　そんな夏花の様子を観察するのは、鬼き面めんを被かぶった男が三人。

　刀を差した三人の内一人の刃やいばには、沢辺を斬きりつけた血が残っているはずだ。

　恐きよう怖ふで荒あらくなる息を殺して、夏花は逃げる機会を窺うかがっていた。希望的観測とはわかっていたが、沢辺を狙った刃は夏花を前に躊躇ためらいをみせたのだ。相手に東宮妃ひ候補を殺す意図はない。

　不確かな予測とは言え、縋らなければ命の危険に身が強こわ張ばり動けなくなる。

　不意に、何かに気づいた様子で鬼面の賊ぞくの視線が夏花から逸それた。好機かと腰こしを浮うかせかけた夏花は、状じよう況きようが悪くなったことを知る。

　鬼面を被った新手が、さらに三人現れたのだ。

「おい……っ、なんだその女は！」

　低く殺気の籠った声に、夏花は肩かたを跳はね上げた。

「侍じ女じよを殺してくるはずだろうが」

「待てよ、この顔見覚えがある。橘の姫のほうか！」

　鬼面で表情は読めないが、夏花は新手三人が襲おそって来た三人を責めている雰ふん囲い気きは察せられる。同時に、何故なぜ自分の顔を知っているのかと息を詰めた。

「予定と違いすぎるだろう……っ。一体何があったんだ？」

　夏花を攫った三人の内、二人は俯うつむきがちに一人を見た。それは、夏花が身代わりになると沢辺を庇かばった時に、迷わず夏花を攫って逃げた鬼面の賊。

「東宮妃候補を連れて来たんじゃ、守りを固めさせるどころか、大々的な捜そう索さくが始まるぞ！」

「殺したところで東宮妃候補じゃ、東宮も京に逃げ帰る。説明をしろ……っ」

　責められる鬼面の賊三人は、最初は予定どおり、壺つぼ庭にわに屋根を越こえて侵入したと言った。

「それが、寝ねてる間に忍しのび込むはずが、廊ろう下かの軋きしみ一つで、すぐに起き出したんだよ」

　夏花と沢辺の動きが迅じん速そくすぎて、忍び込むはずが侵入を気取られてしまったと言う。

「それに、どっちも同じような恰かつ好こうで見分けがつかねぇし。片方を庇ったから、庇った奴やつが侍女だと思ったら、庇われたほうが姫さまって呼ぶしよ」

　予想外の動きに、どちらが標的の侍女であるのか迷ったらしい。

　夏花は、息を殺して耳をそばだてる。同時に、手と口を縛る荒縄を解こうと奮ふん闘とうしていた。

「……俺たちだけのせいにするんじゃねぇよ」

　夏花を連れ去った鬼面の言葉に、辺りを包む緊きん張ちようが増す。

「そっちこそ、人目を集めて時間稼かせぐ手はずだろうが。なんであんなにすぐ人が来たんだよ。こっちだって、女二人のどっちが標的か探さぐる暇ひまもなかったんだ」

　責めていた側の鬼面の賊は、足止めできなかったことを追つい及きゆうされ言葉を鈍にぶらせた。

「東宮の奴が、いきなり走って行ったんだよ。東宮妃候補が一人足りないってだけで、いきなりだぜ？　しかもぞろぞろ女どもまでついて行って。止める暇もありゃしねぇ」

　夏花は恐怖と痺しびれで震える顎あごに力を込めた。

　東宮は、騒ぎにやってこない自分に気づいて異変を察したのだ。怪け我がをした沢辺を見つければ、すぐにでも助けに来てくれる。

　そう思える心強さに、夏花は多少の冷静さを取り戻もどした。

　同時に、賊の語る言葉に目を瞠る。

　まるで、すぐ近くで東宮を見ていたかのように話しているのだ。

　夏花は、月明かりしかない暗い山林で、鬼面の賊を凝ぎよう視しした。何か、得られる手がかりはないかと。

「くそっ、女二人だけで狙いやすいって話だったろうが……っ」

　予定が違いすぎると、賊の一人が吐き捨てた。

　身じろぐ度たびに聞こえるのは、鞘さやと鍔つば元もとが触ふれる刀の音。

　東宮の様子を窺えるほど側そばにいて、武装を許され、夏花の顔を知りながら、沢辺とすぐには区別がつかない程度の相手。

「女の片方が、自分からついてくるって言うから、こうして連れて来たんだよ。どうせ殺すならどちらでも構わないだろう？」

　夏花を連れて来た鬼面の賊が、刀の柄つかを握る。

　そんな賊に、仲間内から叱しつ責せきが飛んだ。

「構うから侍女だって決めたんだろうが。ここを逃のがすと東宮に近づけねぇ。さっきも言ったが、東宮妃候補を殺すと京に逃げられるんだよ！　だいたい、東宮殺すだけでも厄やつ介かいだってのに。別の貴族にまで手ぇ出して、罪科増やしてぇのか！」

　賊の怒ど声せいに、夏花は自由になる思考を忙いそがしく働かせた。

　鬼面の賊の狙ねらいは東宮だ。

　そして、この別べつ荘そうを離はなれれば東宮に近づけない者、それは別荘の警備につく者たちではないだろうか。

　守りを固めさせるために沢辺を殺そうとしたのなら、死人を出して警けい戒かいを強めさせることで、警備に潜ひそむ鬼面の賊がより東宮に近づく機会を狙ってのことか。

　そう考えると、何故賊が鬼面で顔を隠かくしているのか、想像がつく。

　この鬼面の賊こそ、桃恋鬼を騙かたる暗殺者なのだ。

　警備に紛まぎれているのなら、桃もも園ぞのを警備する者が花枝を折り、正せい殿でんを警備する者に渡わたして御み帳ちよう台だいの前に仕込むこともできるだろう。

　となると、沢辺を殺して桃恋鬼の仕し業わざに見せかけるつもりだったのか。灯あかりのない室内で見れば、確かに鬼おににも見えるかもしれない。ただ必死の抵てい抗こうを試みた時に、すでに相手が迷いを見せるくらいには思考のある相手、人間だとわかっていた。

　鬼面の賊の企たくらみは、すでに破は綻たんしている。

　仲間内で揉もめる今が好機と、夏花は縛られた手を持ち上げて、猿さる轡ぐつわ代わりの荒縄を顎の下へとずらした。

「あなた方、もはや愚おろかな企みはお捨てなさい」

　夏花を殺せない理由が東宮妃候補という地位であるなら、貴族らしく振ふる舞まうべきだ。夏花は声が震ふるえないよう精いっぱい腹に力を込めた。

　荒縄を外した夏花に警戒した鬼面の賊は、予想外に冷静な声を発した夏花に瞠どう目もくする。

「今なら私への無体は許しましょう。東宮さまへの不ふ埒らちな企みも、未み遂すいで済みます。このような大それた企みの全ぜん貌ぼうを東とう宮ぐうさまにお話しして、慈じ悲ひを請こいなさい。あの方はお優しいので、あなた方が包み隠さず真実を話すのなら、情状酌しやく量りようをなさってくださるでしょう」

　静まり返った鬼面の賊に、夏花の心臓は破は裂れつしそうな勢いで脈打つ。

　鬼面に隠れて表情がわからず、説得に耳を貸しているのか、最初から聞き入れるつもりがないのかさえわからない。

「東宮さまに、直接申し上げるのが恐おそれ多いというのなら、私が──」

「は……っ、とんだ見けん当とう違ちがいな説得だな」

　夏花を攫さらった鬼面の賊がそう失しつ笑しようした。

「よぉ、お姫ひめさま。これに見覚えはねぇか？」

　左の袖そでを肩まで捲まくり上げた賊の二の腕うでには、月光でもわかる真っ直すぐな傷があった。まだ塞ふさがり切っていないのか、薄うす皮かわの張った傷口は他ほかの肌はだと目に見えて色味が違う。

「それとも、あんたにやられたこっちを見せたほうが思い出すか？」

　言って、鬼面の賊は括くくり袴はかまに覆おおわれた太ふと腿ももを指す。

　左腕にあったのは刀傷。太腿にも傷があるのだろうが、夏花にやられたと賊は苛いら立だちを内包した声で言った。

　東宮妃候補として過ごす中で、他人に傷を負わせた記き憶おくなど一つしかない。

「まさか……、妖あやかし騒そう動どうで東宮を襲っていた、あの賊…………？」

「覚えててくれてどうも。あんたのお蔭かげで、この傷が膿うんで大変だったんだ」

　東宮に斬きりつけられた太腿を、夏花は抵抗できなくさせるために燭しよく台だいで力いっぱい叩たたいた。明らかに出血は増し、傷口は斬られただけよりも酷ひどい状態になったことだろう。

　やらなければ、東宮が殺されていた。夏花は必死の抵抗を後こう悔かいはしない。

　けれど、今目の前にいる暗殺者に激しい殺意を向けられれば、身は竦すくんで説得の言葉などそれ以上出ては来なかった。

「つまり、俺たちゃ未遂なんかじゃ済まないんだよ。わかったか？　あんたが邪じや魔まさえしなけりゃ、こんな茶番をもう一度やる必要もなかったってのに」

「おい、まさかお前。あの時の怨うらみでわざとその女連れて来たのか……っ」

　そう難なん詰きつする仲間に、夏花を怨む鬼き面めんの賊ぞくは答えない。私し怨えんで夏花を攫ったと肯こう定ていしているような沈ちん黙もくだった。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　東宮妃ひ候補を殺してまた東宮を逃にがせば、今度は俺たちが殺されるんだぞ！　二度目の失敗は許されない……っ」

　仲間から非難の言葉を向けられながら、私怨を抱いだく賊は肩かたを竦めてみせた。

「東宮が京に戻らなけりゃいいんだろ？　だったら、このまま攫ったことにしておけばいい」

「……どういうことだ？」

「ここで東宮妃候補の姫が一人攫われて、何もせずに東宮が京に帰れると思うか？」

　東宮妃候補が桃恋鬼に攫われたのに、東宮が捜索もせずに京に帰ることはできない。帰れば、臆おく病びよう者もの、無責任と見なされ、東宮に相応ふさわしくないという誹そしりを免まぬがれないだろう。

「そうか。こいつの捜索に人手を割さかせれば、俺たちだけで東宮の周辺を囲める」

　鬼面の賊が頷うなずく様子に、夏花はまた一つ情報が手に入ったことに気づく。

　別荘を囲む三重の警備が、全すべて敵ではない。

　鬼面の賊が妖騒動を起こした者と同じであるなら、その数は今いる六人では足りない。とは言え、妖騒動で確かく認にんされた賊は多くても百人弱。賊ではない警備のほうが多いと考えられる。

「だったら、この姫は何処どこに隠す？　見張りも立てなきゃならねぇな」

「ふん、必要ねぇよ」

　相談を始めようとする仲間に、左腕の傷を晒さらした鬼面の賊が暗く笑った。

「これだけ話を聞かれて、生かしておく理由もないだろ。見張り立ててこっちの人数減らすより、殺して埋うめて二度と喋しやべらないようにするほうが早いってもんだ」

　賊はそう言うと、刀の鍔に指をかけた。

「だが、東宮妃候補にまで手をかけちゃ、後々余計な恨うらみを買うだけだぞ」

「いや、橘家程度なら、どうにでもなるんじゃないか？　血けつ縁えんに大臣がいる源げん氏じ筋すじの姫よりずっとましだろう」

　左腕に傷のある賊の提案に、乗る様子を見せる者も現れ出す。

　まだ東宮妃候補を殺すことに尻しり込ごみする仲間に向けられたのは、脅おどしにも似た言葉だった。

「これ以上の失敗は、俺たちの死だろう？　だったら、この状じよう況きようを活いかして東宮殺す手を考えろよ」

　そうでなければ死ぬしかない。

　厳しい現状を突つきつけられた鬼面の賊は、一人、また一人と頷き始めた。

「そうだな。殺して埋めたほうが手間はない」

「捜そう索さくを出されても、死んでるなら余計な心配もないしな」

「東宮さえ殺せば、後は上がどうにでもしてくれる」

「あぁ。だいたい、東宮妃が立つこと自体、上からすれば厄介だ」

「だな。これで呪のろわれた東宮を恐れて、他の東宮妃候補が実家に帰るなら重ちよう畳じようだ」

　雇やとい主への言い訳も立つだろう。

　そう話し合う暗殺者たちは、自分たちの考えではなく、誰だれかの命令で動いている。

　夏花は、もはや震える声を繕つくろえなかった。

「い、いったい……っ、誰がこんな大それた企みを…………？」

　せめて話を長引かせて、東宮の助けが来るのを待たなければ。そう考えての問いだったが、もはや鬼面の賊は腹を決めてしまっていた。

　左腕に傷のある賊が、夏花に一歩近づき刀を抜ぬく。

　咄とつ嗟さに立ち上がった夏花だが、他の鬼面の賊が、逃とう走そうを阻はばむように左右に広がった。

　沈黙が恐ろしい。

　刃やいばが、月光を反射して白く光る。

　せめてもの抵抗で、縛しばられた手を胸の前に上げた。

　そんな些さ細さいな抵抗を、鬼面の賊は嘲あざ笑わらう。

「……死ね…………」

「嫌いやだ……！」

　言葉だけでも夏花が抵抗を示した瞬しゆん間かん、鬼面の賊たちの背後で激しく木々が鳴った。

「まさか、もう捜索が……っ？」

　全員の視線が木々の向こうに向いた途と端たん、夏花の左側を塞いでいた賊が突とつ然ぜん倒たおれ込んだ。

「走ってください！」

　腕を引かれ、かけられた声に、夏花は目を瞠みはる。

「……な、流っ？」

「くそ、逃げたぞ！　相手は一人だ！」

　背後から迫せまる怒ど声せいに、夏花は流に縛られた手を引かれながら必死に暗い山林を駆かける。

　斜しや面めんを突っ切るように走り、獣けもの道みちを辿たどり、山やま肌はだの露ろ出しゆつした坂を滑すべるように降りた。月光以外に明かりのない山林を、流は迷わず走って行く。

　けれど鬼面の賊も諦あきらめず夏花を追って、距きよ離りを詰つめてきていた。

「夏花君、跳とんでください！」

　流の指示と動きに合わせて大きく跨またぐように跳び、そのまま走る。すると、突とつ然ぜん振ふり返った流に乱暴な勢いで横に引かれた。

　瞬間、背後で呻うめき声と綱つなが切れる音が上がる。

「ぎゃ……っ、ぐあ……！」

　見れば、黒っぽい縄なわが千切れて宙を舞い、鬼面の賊は足を取られた先頭二人が転び、さらに後続がその上に倒れ込んで、斜面を転がり落ちていく。なんとか残った賊も動きを止めていた。

「今の内です！」

　流に手を引かれ、また山林を走り出す。

「くそ、どけ！　お前ら！」

「邪魔だ！　おい、待て！」

　背後に聞こえる怒声が遠ざかる。

　そう思った瞬間、怨えん恨こんを込めた獣の咆ほう哮こうにも似た声が放たれた。

「覚えてろ！　この周辺から逃げられると思うな。もし、東宮の周りに戻もどってきたら、その時は必ず殺してやる！」

　その声は、夏花に私怨を抱く賊のもの。

　夏花は叩きつけられる殺意から逃のがれるように、夜の中をひた走った。
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「……絶対、沢辺が荒あれてますよ、姫さま」

　珍めずらしく頭を抱かかえた門原は、低く呟つぶやく。

　流に鬼面の賊から助けられた夏花は、門原が借りた小屋に身を隠かくした。

　外はまだ暗く、漏もれないよう小さな灯りを点ともしただけのひと間。目め隠かくしもない室内で、夏花は門原と流に背を向けてもらい、汚よごれた足を洗っていた。

　攫さらわれた経緯いきさつや鬼面の賊から聞き出した情報を伝えると、門原は最初に沢辺への心配を口にする。

　夏花が黙だまると、門原は隣となりに座る流の首へ乱暴に腕うでを回した。

「おい、逃げるために縄張る余よ裕ゆうがあるなら、姫ひめさま殺すって言った馬ば鹿かの一人くらい仕留めとけ」

　ふざけたような口調だが、門原の声には殺気が宿っていた。

「六対一で、それは……。優先すべきは夏花君の安全かと」

「それでもだよ……っ」

　流の正論に、門原は忌いま忌ましげに吐はき捨てる。

「門原どの、流を責めないで」

「……わかってますよ、姫さま」

　夏花が窘たしなめると、門原は流を拘こう束そくしていた腕を外した。

　夏花は洗った足の傷を、自ら手当てし始める。裸足はだしで山中を走った時には必死で気づかなかったが、石や枝を踏ふんだ足の裏は見たこともないほど傷だらけになっていた。

「痛……っ」

「姫さま、灯りそっちにやりましょうか？　手当て済んだら、これも消しますんで。疲つかれてるでしょうから、寝ねてください」

　門原が目を向けないようにしながら、灯りを押しやってくれる。流は門原に拘束された時以外は微び動どうだにしない。

「寝てなんて、いられないよ」

　足の裏に布を当てて、しっかり縛りつけた夏花は、意を決して門原の背に告げた。

「妖あやかし騒そう動どうを起こした賊ぞくは、今も警備に紛まぎれて東とう宮ぐうの側そばで暗殺の機会を図っているんだ。すぐにでも別べつ荘そうに戻って東宮に報しらせないと」

　鬼き面めんの賊が言っていたように、東宮は捜索の人手を出しているかもしれない。そうなると、警備に紛れた賊が手を回して東宮を囲んでしまう。

　焦あせる夏花の声を聞き、流は振ふり返らないまま諫いさめの言葉を向けた。

「夏花君、ご自身も危険にさらされている自覚がおありですか？　狙ねらわれているのは東宮さまのみではありません」

　流に指し摘てきされた夏花は、賊の放った怒声を思い出す。

　別荘に戻れば必ず殺す。

　それは夏花を標的とする確かな宣言だった。

　今なお、危機を脱だつしていないと告げる流の言葉を受け、夏花は自分の身を抱だいた。

　夏花が身を竦すくめたのを肩かた越ごしに見た門原は、太い肘ひじで流を小こ突づく。流は黒い覆ふく面めんで顔を隠したまま、一度夏花を窺うかがい、門原に向け眉まゆを顰ひそめた。

「側近や従者に囲まれた東宮さまよりも、この場に私とあなたしかいない夏花君のほうが、危険度は高いと推察しますが？」

「なんだ、お前も頭数に入れていいのかよ？」

　門原が問えば、流は逡しゆん巡じゆんするように目を伏ふせた。

「……東宮さまに、夏花君の安全を確保せよと命じられましたから」

「東宮が、流に？　え、流はそれに従ったの？」

　思わぬ言葉を聞き、夏花は目を瞠る。

　夏花が知る限り、流は東宮にあまり良い印象を持ってはいない。その上、流の主あるじは賊の紛れた警備の中にいる。東宮に命じられたからと言って、夏花を優先させていいのだろうか。

　肩越しに見ていた流は、そんな夏花の心中を表情で読み取った。夏花に向き直ると、膝ひざの前に拳こぶしを突ついて頭を下げる。

「今、賊が狙うのは東宮さまと夏花君です。二に兎とを追う者は一兎をも得ずとの謂いわれもあります。私し怨えんで衝しよう動どう的に東宮妃ひ候補にまで手を出す身元不明の賊ですが、あなた方が狙われる以上、私の主人にまで手を伸のばす余力はないでしょう」

「姫さまが何も知らないままなら、逃にげられたことに見切りつけて、他ほかの東宮妃候補の侍じ女じよを襲おそう可能性もある、か。つまりは、うちの姫さま[image: 囮]おとりに、お前んとこの姫さまの安全が担保されるって言いたいわけだ？」

　門原の詰なじりに、流は黙って頭を下げ続けた。

　夏花は、荒あら縄なわが擦すれたために痛む手首を摩さすりながら、流を見つめた。

「うん、理由もわからず助けてくれるって言うよりは、藤とうの大だい納な言ごんさまのためって言ってくれたほうが、安心できるかな。[image: 囮]っていっても、私を賊に突き出すつもりじゃないみたいだし」

「そのようなことは……っ」

「したら、俺がお前を潰つぶすからな」

　否定しようとする流の肩かたを摑つかんで、門原が凄すごむ。流は肩を摑まれたままながら、門原から身を遠ざけようと身じろいだ。

「門原どの、流を脅おどす必要はないだろう？」

「いや、姫さま。考えてもみてくださいよ？　藤原家の別荘でことは起こってるんですから。藤原の間かん諜ちようが、また、嚙かんでる可能性は捨てきれないでしょう」

　また、と強調され、流は反論を飲み込むように目を閉じた。

「流も、桃恋鬼のこと調べようとしてたんだし、違ちがうよね？」

　夏花の問いに、流は目を開けたが下を向いたまま答える。

「私は、別荘での様子を観察し報告せよと、命じられました」

「そこに来て、桃恋鬼の騒動か？　つまり、藤原家が画策して、ことの成否を確かく認にんしてこいって命じられたかもしれないってわけだ」

　責めるような言こと葉ば遣づかいに、門原を止めようとした夏花は、目顔で任せるよう求められ、口を閉じるしかなかった。

「で？　東宮に命じられて、お前は何処どこまで手を貸すつもりがあるんだ？」

　東宮という殿てん上じよう人びとの命令が、果たして主家の思おも惑わくを凌りよう駕がするのか。門原が突きつけた言外の問いに、流は真っ直すぐ視線を上げた。

「私の主人は、東宮さまや夏花君の危機を望んではいらっしゃらない」

　東宮の命令でも、主家の思惑でもなく、ただ主人と仰あおぐ姫の意志に添そう。迷わず告げた流に、門原は眉を上げた。

「じゃ、姫さまを守るためにも、お前が調べた別荘の様子を教えてもらおうか。実際、数いる警備の中から、鬼き面めん被かぶってた奴やつらの仲間を捜さがせるか？」

「難しいと言うほかありません。それこそ、夏花君を[image: 囮]に誰だれが襲ってくるかを見定めるくらいしか、手がないでしょう」

　流の言葉に、門原は肩を竦めて却きやつ下かの意志を示す。夏花としても、自分の身を守れない以上、門原の考えに異を唱えるつもりはない。

「今回の別荘の警備は、藤原家だけではなく、他家からも人を借りているのです。紫女御さま、東宮さま、そして東宮妃候補さま方が京の外に一堂に会すのなら、どんな間ま違ちがいが起こってもいけないと、警備を厚くしたはずなのですが」

　その警備の中に賊が紛れている現状。

「家名はわかるか？」

「いえ、全すべては。しかし確認したところ、東宮妃候補さま方のご実家は全て人を出しています」

　流の言葉に、夏花は門原と顔を見合わせた。愛人の子としていびられたので、全くと言っていいほど連れん絡らくを取っていなかったが、一応は東宮妃候補の実家という意識はあるようだ。

　他家に侮あなどられまいという見み栄えのためだろうが、警備に人手を割さいていたらしい。

「……橘家から派は遣けんされた警備は、信用できますか？」

　訝いぶかる流の問いに、夏花は門原と揃そろって首を横に振った。

「そう、ですか。でしたら、警備は全て敵かもしれないと疑うべきでしょう」

「怪あやしい動きしてる奴らなんかいなかったのか？」

「警備が持ち場を離はなれるような動きは見受けられませんでした。怪しい……、とまでは言えませんが、東宮妃候補さま方は、何故なぜか正せい殿でんで騒さわぎが起こる前に起き出していらっしゃいましたね」

「へぇ、姫自身が実家から命じられて暗殺者を引き入れた可能性もあるわけか」

　門原の不ふ穏おんな言葉に、流は強い視線を据すえた。

「確かに、状じよう況きようからして最も疑わしいのは藤原家でしょう。ですが、私の主人は決してそのような後ろ暗いことはなさいません」

　きっぱりと否定する流からは、主人と仰ぐ藤大納言への信しん頼らいが窺える。

「となると、俺たちに外からできることはない。中の様子を窺って、相手の動きを探さぐるしか手はないな」

　そう言った門原は意味ありげに流を見た。

「わかりました。私も東宮さまに夏花君の無事を報せに参ります。昨夜の警備の動きをできる限り探って参りましょう」

　少なくとも六人、警備の中に持ち場を離れた者がいる。

　一人別荘へ戻もどると言う流に、夏花は慌あわてた。

「流も姿を見られてるんだから、危ないよ！」

「お心こころ遣づかいありがとうございます。ですが、そう簡単に敵に見つかるようでは、文ふみ使つかいはできません」

「文使いってのは、そういう仕事じゃないだろ」

　門原が茶化すのを聞き流し、流は夏花を見つめて笑えみに目を細めた。

「夏花君の侍女どのの容体についてもお聞きいたしますので、不自由でしょうがお待ちください」

「う、うん……」

　流のほうこそ気遣いを口にして、静かに小屋を後にして行った。

「さ、姫ひめさま、ちょっと横になりましょう。自覚ないかもしれませんが、疲つかれたお顔してますよ」

　薄うすい布ふ団とんを敷しいた門原に勧すすめられたが、夏花は首を横に振ふった。

「眠ねむくないし、ちょっと、考えたいことがあるんだ」

　流は東とう宮ぐうの命令で助けに来たと言っていた。東宮なら助けてくれる、そう信じて、今まさに生きている。

　考えると胸が熱くなった。同時に、そんな東宮が危険の中にいることが、とても歯は痒がゆい。

「……何か、報むくいることはできないかな」

　これで、命を助けられたのは二度目。

　妖あやかし騒そう動どうで火に巻かれた時も、東宮は身を挺ていして助けてくれた。

　助けられるばかりでなく、少しでも、東宮の助けになりたい。こうして問題の外で隠かくれているしかないのかと、夏花は頭を悩なやませた。

　そんな主人の姿に、門原は顎あごを撫なでて嘆たん息そくする。

「いやぁ、若君のことで落ち込むよりもましだとは言ってもですねぇ」

　若君の、と言われた夏花は、自然と門原を見る。死んでいたと聞いて、腑ふ抜ぬけてしまったのは、まだひと月前のこと。

「姫さま、少し落ち着きましょうや。勇んだって、人間一人にできることなんて高が知れてるもんですよ」

　夏花の思考など手に取るようにわかると言わんばかりに、門原は苦く笑しようしてみせた。

「私に、できることはないかな？　助けられてばかりなんだ……」

　心中を素す直なおに伝えると、門原は布団を指し示す。

　従わなければ答えはもらえないと察した夏花は、布団に横になった。

「まずですね、こうして姫さまが生きて逃にげ果おおせたことが、東宮にとっちゃ好都合なんです」

　枕まくら元もとで胡坐あぐらを搔かいた門原は、夏花の疑問に答えた。

「賊ぞくは姫さまを捜そう索さくする人手を割かせて、東宮の周りを自分たちで固めるってなこと言ってたんでしょ？　今、姫さまが逃げたことで、賊には反対のことが起こってるんですよ」

「反対……？　あ、そうか。私が生きて情報を握にぎったまま逃げたから、賊のほうが捜索の人手を割かなきゃいけないんだ」

　こうして隠れていることが、何よりも鬼き面めんの賊を牽けん制せいできる。

　東宮へは流が警告してくれることだろう。東宮なら警備の身元を調べる権限がある。

　夏花ができる最善は、ここで静かに東宮がことを解決に導くのを待つこと。

「…………不満顔ですな」

「わかってるんだ。東宮は流から話を聞けば、ちゃんと対処する。鬼面の賊が妖騒動を起こした相手なんだから、逃がす手はない。わかってる。わかってるんだけど……」

　敵のただ中に東宮がいると思うと、落ち着かない。

「なんて言うのかな？　今のほうが、攫さらわれた時よりも、嫌いやな気分だ。きっと私は、身の危険を感じる場所に投じられるより、こうして何もわからないまま、最悪の事態を想像し続けるほうが、ずっと恐おそろしいんだ」

　横になると体が重く、思考が鈍にぶくなる。自分の胸の内を言葉にするにも、難なん儀ぎした。

「東宮の、無事な姿が、見たいな……」

　狙ねらいは東宮なのだ。自ら危険に身を晒さらし、自分を餌えさにした釣りだとさえ言った。そんな東宮がちゃんと自分の身を守るために動いてくれているかが心配だった。

「風に飛ばされる、羽根みたいでさ……。一度手を放すと、もう戻ってきてくれない、気がするんだ。だから、側そばで、私が…………」

　近いのに遠い。東宮は夏花の安全を慮おもんぱかると同時に、決して隣となりには立たせてくれないような距きよ離りを保とうとするのだ。巻き込んでくれていい、東宮を知りたいと言っても、東宮は隣に立とうとする夏花を、押し留とどめる。

　距離感があるからこそ近づきたいと願う夏花のもどかしさは、眠ねむ気けと共に胸の内で渦うずを巻いて言葉にならない。

　瞼まぶたが下がり始めた夏花を見つめ、門原は膝ひざに頰ほお杖づえを突ついて笑う。

「視界に収めなきゃ不安ってことですか？　そりゃまるで、東宮が愛いとおしくて、ひと時も目を放したくないと言っているようにも聞こえますなぁ」

　喉のどを鳴らして笑う門原に、夏花の脳のう裏りに一人の美しい女性の面おも影かげが浮うかんだ。

「門原どのは、母さまを愛おしいと思って、くれたの？」

　ふと漏もれた言葉に、門原は頰杖を突いていた手で顔を覆おおい隠した。

「え……？　なんでそんな話になるんです？」

「乳母めのとが、門原どのが私を助けてくれるのは、母さまを愛おしく思って、いるからだって」

　ほぼ閉じた瞼に、今度は懐なつかしい乳母の顔が浮かぶ。

　夏花が見ていないにも拘かかわらず、門原は顔を隠したままだった。

「あの人、本当にお喋しやべりな……っ。姫さま、ちょっと他ほかにも余計なこと吹ふき込まれてないですよね？」

「うぅん……。暇ひまを出した後も、お金、入れてくれた、とか。母さま以外に、仕える気はないから、北山に、ついて来た、とか」

「ほぼ言ってるじゃねぇか……っ。もういいです。姫さま、寝ねて忘れてください」

　言われずとも、夏花は極度の緊きん張ちようと疲ひ労ろうですでに夢ゆめ現うつつだった。

　母が亡なくなり、父からの援えん助じよも途と絶だえ、一年の間に生活は困こん窮きゆうし、雇やとっていた者たちに暇を出した。その中には門原もおり、残ったのは乳母と沢辺だけ。

　女三人で細々と食い繫つないだ陰かげで、暇を出したはずの門原が日ひ銭ぜにを稼かせいでは乳母に渡わたしていたと知らされたのは、北山の僧そう都ずに引き取られる直前だった。

「だから……、私、門原どのって、呼んで…………」

　睡すい魔まに途と切ぎれる言葉に、門原は顔を覆っていた手をどけて苦笑した。

　暇を出した後、夏花は門原を名前では呼ばなくなった。北山ですごす間も、門原を臣下として扱あつかうことはなかったのだ。

「……母君が生きてらっしゃった頃ころみたいに、与よ志し為なりでいいんですよ？」

「うん、でも……、私は違ちがう、から…………」

　橘家に引き取られ、臣下として遇ぐうする以外に、共にいることは叶かなわなくなった。夏花は形だけ、臣下として門原を扱う。その忠誠が今もなお、亡き母に捧ささげられていると知っているから。

「……死んだら終わり、何も残りゃしないんですよ。俺の想おもいだって、伝えることさえなかったんですから、残りようがねぇ」

　寝息を立て始めた夏花に目を細め、門原は口を大きく引いて笑った。

「でも、いや、だからこそ、生きてる限り寸すん暇かを惜おしんで何かを成そうとする姫さまの生き方が、俺は好きなんですよ？」
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「そうか……。無事か…………」

　月は沈しずんだが、まだ暁ぎよう光こうは見えない時分。

　御み帳ちよう台だいの中で、東宮は嘆息と共に安あん堵どの言葉を吐はき出した。

　軋きしむ関節を動かして握り込んでいた指を開くと、血ちの巡めぐりが悪くなっているのか震ふるえている。東宮は思わず自じ嘲ちようを漏らし、良い報しらせと共に戻もどった間かん諜ちように視線を向けた。

　山林を抜ぬけて別べつ荘そうへと戻った流は、側近に見張られながら屛びよう風ぶの向こうに傅かしずいているため、直接姿を見ることはできないが。

「夏花君が賊から聞き出した情報もお耳に入れたく」

　まだ話は終わっていないと、流は控ひかえめに報せる。

「そうか。続けてくれ」

　夏花を攫った鬼面の賊は六人。警備に紛まぎれて東宮を囲み殺す算段があると言う。

「妖騒動と、同じ賊、か……。鬼おにに憑つかれているというのは、あながち間ま違ちがいでもないわけだ」

「東とう宮ぐうさま、戯たわ言ごとはお控えください」

　紫女御の言葉を思い出して呟つぶやくと、側近に窘たしなめられた。

　すでに紫女御は京へ戻り、桃恋鬼の花枝の話を広めていることだろう。東宮は、その座に相応ふさわしくないという風評を孕はらませて。

　だからと言って、自ら肯こう定ていするような軽口は確かに東宮として相応しくない。特に今は、紫女御にも繫がる藤原家の間諜がいるのだから。

「その鬼面の賊六人を、警備の中から見つけ出すことはできるか？」

「恐れず申し上げますと、不可能です。顔は隠かくされておりましたし、恰かつ好こうにも特筆するべき部分はありませんでした」

「そうなると、話の内容から正せい殿でんにいた者たちが怪あやしい、というだけか」

　東宮がすぐに動いたと、賊ぞくが漏らしていたのを夏花が聞いている。つまり、夏花不在に気づいて動くまでの挙動を見ることのできる位置にいた警備が怪しい。

「花弁が発見されてからいた、正殿周辺の警備の数は？」

　側近に問えば、すぐさま答えが返った。

「最初から不ふ寝しん番ばんとして正殿の外を守っていた者が、二十三人。ただ、二人ひと組で行動する警けい邏らが、あの時には寄り集まっておりましたから、目算ではございますが三十人ほどはいたかと」

「それとは別に、騒さわぎに気づいて各所の守りが集結する途と中ちゆうだったはずだな？」

　東宮の確かく認にんに、側近は頷うなずく。

　怪しむべきは、正殿の警備と持ち場を離はなれてすぐさま集まった者たち。

　それでも六十人以上はいる。

　妖あやかしに扮ふんして襲おそって来た賊の数を考えると、正殿付近にいた六十人全員が敵である可能性もあった。

　ただ、妖騒そう動どうの際の門原の証言を信じれば、東宮妃ひ候補たちを包囲していた妖は、目立った武器のない鳴弦君たちに防げる程度の数合わせ。

　本当に危険なのは、麗景殿へと乗り込み襲って来た暗殺者、八人。

　その内の一人は、確実に別荘の警備の中にいる。

　夏花に私し怨えんを抱いだく者だ。

「……姫ひめ君ぎみは、いかがいたしましょうか？」

　側近の問いに、東宮は門原と二人で村に潜ひそむという夏花を思い描えがく。

「日の出と共に迎むかえを出したい。それまでに正殿周辺にいた者たちの割り出しと隔かく離りを──」

「申し上げます」

　いつになく硬かたい声こわ音ねで側近が東宮を遮さえぎった。

「警備に敵が入り込んでいる今、夏花君をこちらへ戻すのは危険です。何より、狙われているのは東宮さまなのです。ここは、敵の目を分散させるが良策でしょう」

　早口に、それでいながら言いにくそうに告げられた言葉に、東宮は目を瞠みはった。

「それは、つまり……あの方を、[image: 囮]おとりにせよと？」

　夏花と呼ばれる若君の想い人を、若君の仇かたきかもしれない敵を炙あぶり出すための[image: 囮]に使う。それが良策だと、側近は言ったのだ。

　他の側近や侍じ従じゆうたちも息を吞のむ。が、反対の声は上がらない。

　確かに夏花という不安要素を抱かかえてしまった敵は、夏花の死を確認しない限り捜そう索さくの人手を割さき、東宮という最終目標を狙ねらうことを躊躇ためらうだろう。

　そうして時間を稼ぐ間に、目をつけた警備たちの中から敵を洗い出す。もしくは、痺しびれを切らして尻尾しつぽを出した相手を捕とらえる。

　無む闇やみに夏花を手元に戻して敵を警けい戒かいさせ、逃にげるという手段を取られるよりも、知らないふりをして夏花に敵の目を向けさせたほうが動きやすい。

「敵の動きを摑つかむためには、橘の姫君には別荘の外で身を隠していただくべきです」

　どんなに言葉を変えても、言っていることはやはり夏花を[image: 囮]に使うべきだという冷れい徹てつな進言。

「確かに、あの方を渦か中ちゆうへ招くよりも、身を隠していただくほうが安全かと思います。こちらも、割ける人手には限りがございます」

　従者まで賛同する言を上げた。実際問題、東宮を守るだけで側近たちは手て一いつ杯ぱいだ。周囲全すべてが敵かもしれないとなればなおさらのこと。

　一度逃げられている事実から、次はないと思い決めての献けん策さく。

　そうとはわかっていても、東宮は胸の内に湧わく不快感を口に出さないよう押し殺すだけで精いっぱいだった。

　若君の仇かもしれない敵を確実に捕らえるには、夏花という[image: 囮]がいたほうがいい。敵にも未いまだ夏花の所在はばれていないのだから、敵のただ中である手元に戻すのは危険が大きい。

「…………わかって、いる……」

　絞しぼり出した東宮の言葉は、葛かつ藤とうの呻うめきでもあった。

　決断を待って黙だまる側近たちの中で、ただ一人、東宮に仕えていない流だけが口を開く。

「どうか、私にお任せください」

　東宮からは屛風で見えないが、流は下げていた頭を上げて、しっかりと声を届かせた。

「夏花君は、必ず私がお守りすることを約束いたします。どうか、東宮さまはことの解決に専心なさいませ」

　良策と言った側近の言葉を理解しつつも、夏花を[image: 囮]に使うという非情な決断に拒きよ否ひ感を持った東宮の心情。その葛藤を察したからこそ、流は強い言葉で夏花の身の安全を請うけ負った。

　流の気き遣づかい、善意故の言葉に、東宮は腹の底から湧く苛いら立だちを覚える。

　安全も考こう慮りよした上で[image: 囮]にするという側近の言葉以上に、流の提案は東宮にとって受け入れがたいものに感じられた。

　夏花を、自分ではない誰だれかの手に委ゆだねる。

　そう考えた途と端たん、東宮の中で葛藤は意味をなさなくなった。

「日の出と共に、迎えを出します。そのためにまず、東宮妃候補方の住まう場所を変えましょう。警邏の動きも全て命じ直しますので、すぐに警備の担当者を呼んでください」

「東宮さま、しかし……っ」

　制止しようとする側近に、東宮は片手を上げて止めた。

「東宮として言うなら、確かに良策……。けれど、私にとって選ぶべきではないことです」

　覆くつがえさない意志を示して告げると、側近は眉まゆを顰ひそめ、従者は困ったように下を向いた。

　若君を模す東宮だからこそ、若君の意志に反する決断はできない。それが、偽にせ者ものなりの矜きよう持じだった。

　東宮は、一度は安堵に開いた手をまた握にぎり直す。

　他人の手に委ねられないのなら、この手で。夏花は自らの手で守る。

　胸中に決意を定めた東宮は、忙いそがしく思考を動かし、現状打つべき手を考えた。

　そうして、目を向けるのは屛風の向こうで身み動じろぎさえ聞こえない流。

「守ると言ったからには、その言葉、守ってもらいましょう」

　東宮が声をかけると、流は小さく息を吐くように笑ったようだった。
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　別べつ荘そうから攫さらわれた翌日。

　夏花は粗そ末まつな小屋の前に停とまった牛ぎつ車しやに、言葉を失なくした。

「な、なんで…………っ？　東ぐ──ぅ……っ」

　牛車に乗せられた夏花は、思わず声を上げようとして口を覆おおわれる。

「大声を出すな。何処どこに敵が潜んでいるかもわからないんだぞ」

「そ、そうとわかってるなら、なんで東とう宮ぐうが来たんだ……っ」

　手を引き剝はがして、夏花は詰きつ問もんした。

　まだ日も昇のぼりきらない時分。物見窓も閉め切った薄うす暗ぐらい牛車の中には、目立たない狩かり衣ぎぬを纏まとった東宮が座していたのだ。

「流という間者に報しらせるよう命じたはずだが」

「いや、迎えが来るっていうのは聞いたけど。どうしてそれで東宮が自分で来るの？　危ないじゃないか」

　賊は別荘の中の警備に紛まぎれている。東宮を囲むには別荘の中では他ほかの者の目がありすぎるからこそ、桃恋鬼の呪のろいを持ち出したのだ。

　狙われる当人である東宮が、自ら周囲の人間を少なくして現れるなど、危機感がなさすぎると言ってもいい。

　東宮は夏花の苦言に眉を顰めた。

「俺のことはいい。正せい殿でんにいるように偽ぎ装そうして来た。それよりも、危ない目に遭あったのは自分だろう。……酷ひどいありさまだ」

　自覚のある夏花は、遅おくればせながら乱れた寝ね間ま着きの裾すそを直すが、どうしようもないほど土に汚よごれ、ほつれてしまっているのは誤ご魔ま化かせない。

「明るくなってから、門原どのが、着き替がえを調達してくれるはずだったんだ」

　乱れた髪かみだけでも整えようと手て櫛ぐしをすると、東宮は背後から着物を取り出した。

「俺の物で悪いが顔を隠かくすのに使えばいい。沢辺が明け方寝ねたというので、起こすのも忍しのびなくてな」

　どうやら、着替えの必要は考えたが、夏花の物を持ってくることは躊躇われたらしい。

　牛車が動き始め、揺ゆれに身を硬くした夏花に、東宮は頭から着物を着せかけた。

　足まで隠れるほど大きな着物に体格差を感じ、夏花は気き恥はずかしくなる。落ち着こうと息を吸えば、鼻び孔こうを擽くすぐる東宮の残り香がに頰ほおが熱くなった。

「これじゃ、まるで……っ」

　抱だき締しめられているようだった。

　己おのれの考えの恥ずかしさに夏花が俯うつむくと、異変を察した東宮が覗のぞき込むように身を屈かがめる。

「どうした？　足以外にも大きな怪け我がをしているのか？」

　案じる東宮の言葉に、余計に己の不ふ埒らちな考えが羞しゆう恥ちを煽あおる。夏花は東宮の着物を深く被かぶって顔を隠した。

「なんでもない！　あ、呆あきれてるんだ……っ。本当に自分から来るなんて、いつも私に言っていることを忘れたのか」

　怒おこるように言い放つ夏花に、東宮は息を詰つめた。

　危険を顧かえりみろと言い続けたのは東宮だ。そうして、遠ざけようともした己を省かえりみたのか、東宮は静かに答えた。

「忘れてはいない。自分でも、愚おろかな行いだと、わかっている」

　言こと葉ば尻じりに向け弱くなっていく声に、夏花は顔を上げる。

「だが、もう二度と……、賊ぞくに襲おそわれ、目を離はなした隙すきに死なれたくなど、なかった」

　絞り出す声こわ音ねに宿る、深い後こう悔かいの念。

　夏花は、東宮の苦しげな表情を見つめて、遠い面おも影かげを脳のう裏りに描えがいた。

　賊に襲われ、安全のため逃げて目を離した隙に、火に巻かれて死んでしまった若君。

　東宮が若君について心中を口にする時、いつもその声は苦しみに満ちている。

　夏花自身、若君の死に大きな衝しよう撃げきを受けた。その場に居合わせた東宮の悲しみは、想像を絶することだろう。

　どうして若君は死んでしまったのか。どうして死ななければならなかったのか。

　悲しみを残して死ぬなど、優やさしかった若君からすれば、決して本ほん望もうではなかっただろう。

　そう思うと、夏花の目め頭がしらが熱くなる。ただ視界は潤うるむものの、涙なみだとして流れ落ちることはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　涙ぐむ夏花を見て、呟つぶやくように言った東宮は腕うでを伸のばす。

　一いつ瞬しゆん、牛車の揺れに体が傾かしいだのかと思った夏花は、慰なぐさめるように東宮の腕に抱かれていることに気づくのが遅れた。

「怖こわがる必要はない」

　続く東宮の言葉で、殺されかけた恐きよう怖ふに涙ぐんだと間ま違ちがわれたことに気づいた。

「あの……っ、違…………」

　否定し、身を離はなそうとする夏花に、東宮は決意を込めて囁ささやいた。

「俺が、守る」

　大きく心臓が跳はねた夏花は、答えなければと手に力を籠こめる。知らず、抱かれた東宮の胸に身を寄せるように。

「あ、ありがとう」

　夏花の口からは感謝の言葉が零こぼれた。

　夏花を抱いていた東宮の手が驚おどろきのためか、緊きん張ちようするように揺れる。それでも、回された腕の確かさは、守ると言った言葉を実感させてくれた。

　思いが高まり疼うずく胸に、夏花は戸と惑まどいながらも、ようやく息が吐つけた気がする。

　東宮も頭上で小さく息を吐いていた。

　また心配させてしまった。夏花の胸に痛みが走る。

　その心配を、どうして東宮は自分に向けられないのか、と。

「東宮……」
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　いつも怒るようにしか言えない心配の言葉。

　ただ東宮の身を案じていると伝える。今ならできるような気がして、夏花は東宮を呼んだ。

　同時に、東宮はまた胸中を漏もらした。

「……若君のためにも、長姫の命を危険には晒さらさない…………」

　決意の滲にじむ声に、夏花は強く手を添そえていた胸に力を込めた。

「お、長姫？」

　突とつ然ぜん振ふりほどくように身を起こした夏花に、東宮が目を瞠みはる。

　対する夏花は、眉み間けんに皺しわを寄せて唇くちびるを尖とがらせた。

「あぁ、そう……。結局私は若君に関してだけ、気にかけてもらえる存在なんだ。ついでみたいに、守ってもらいたいなんて、思わないよ…………っ」

　低く呟く夏花の言葉は、頭から被った着物の中に籠こもって東宮には届かない。

「だいたいさっきから、自分のことは棚たな上あげで、何言ってるんだ！　本当にそう思うなら、なんで敵のいる別荘に私を戻もどす？　そろそろ理由を話せ！」

　不ふ機き嫌げんに詰問する夏花に、東宮は視線を横向ける。

「……理由は、言ったつもり、だ」

「何？　聞こえない」

　小さな声で告げる東宮に、夏花は再度言うように迫せまる。

「な、何をそんなに怒っているんだ？」

「怒ってなんていません……っ。で？　私を戻してどうするつもり？　別べつ荘そうで直接[image: 囮]おとりになればいいの？」

「……っ、そんなことはさせない。長姫がすると言っても、させないということを覚えておけ」

　攻こう撃げき的な夏花につられ、東宮も顔を顰しかめて威い圧あつ的に窘たしなめる。

「そんな言い方──」

　夏花がまた嚙かみつこうとすると、牛ぎつ車しや後部が叩たたかれ、門原の声が聞こえた。

「お二人さん、関越こえるから静かにしてくれよ」

　東宮の許しを得て、側近に紛れ別荘についてくる門原の警告に、夏花は昂たかぶった気持ちを落ち着けるように息を深く吐き出した。

「…………聞かせて。私は何をすればいい？　今さら大人しくなんて言わないでしょ？」

　真っ直すぐ睨にらむような強さで見つめる夏花に、東宮も諦あきらめの含ふくまれた長い息を吐いた。

「東宮妃ひ候補たちには、桃もも園ぞのの西、透すい垣がいに囲まれた離れに移ってもらう。そこでは、警備もあえて遠ざける。女によ人にん以外の立ち入りを禁じ、寄る者あらば厳げん罰ばつに処すと、すでに命じてある」

「女だけ……。つまり、近寄る警備がいたら、片かた端はしから捕つかまえるってこと？　でも、東宮妃候補を殺すのも仕方ないと言うような賊を相手に、それで抑よく止しになる？」

　逆に女だけと侮あなどり、誰だれを犠ぎ牲せいにしても構わず襲ってきそうだと、夏花は懸け念ねんを口にする。

「それをするくらいなら、夜の内にもう一度俺の寝ね首くびを搔かきに来ているだろう」

　東宮は、東とう宮ぐう妃ひ候補全すべてが揃そろっているからこそ大丈夫なのだと言った。

「少なくとも賊は雇やとい主の立場を慮おもんぱかる程度には、力関係を理解している。その上で、確か、源氏筋の姫よりましだというようなことを言われたんだったな？」

「そう。……あ、そうか。逆に東宮妃候補の実家全てに喧けん嘩かを売る真似まねはできないんだ。だから東宮妃候補で固まっていれば向こうも襲いにくい」

「何より、奴やつらの目的は本来俺だ。保護した長姫をすぐ離れに入れて、出入りを禁じる。それを見た敵は、俺が直接長姫に会っていないと思って、本来の目的を果たそうと焦あせるだろう」

「それは……っ」

「敵の狙ねらいが二つ、目の前にある。どちらに手を出すかは、推測でしかない。もちろん、長姫にはまだ危険が迫っている」

　夏花の反論を封ふうじるように、東宮は言った。

「だから、長姫には隠かくれて護衛を二人つける」

　夏花は牛車の後ろをついて来ているであろう門原に視線を向け、今は姿の見えないもう一人、流を脳裏に描いた。

「そして、これも忘れてもらっては困る。東宮妃候補の実家が、関かかわっている可能性だ」

「私には、東宮妃候補がいないほうがいいって言う賊の言葉が、何より東宮妃候補たちの潔白を物語っているように聞こえたけれど」

「あくまで、東宮妃がいないほうがいいという話だと聞いたぞ」

　流からのまた聞きの東宮の言葉に、夏花は昨夜の記き憶おくを探さぐり頷うなずいた。

「言われてみれば。東宮妃候補を殺すのは恨うらみを買って面めん倒どうだけど、上は東宮妃が立つのは困るって話をしていた」

「つまり、東宮の後ろ盾だてができるのが困る相手だ。紫女御と藤原家が俺を狙うかもしれないという話と同じ。東宮妃候補を出したはいいものの、他家にその座を奪うばわれるくらいなら俺を手早く廃はいそうと考えての暗殺とも考えられる」

「うぅん、でも、東宮妃候補たちは、そんなこと……」

　望んでいないと言っても、後ろにいる実家の考えは別物だ。夏花自身、橘家の思おも惑わくなど無視しているのだから。

「そう思うなら、長姫が証明すればいい」

　東宮の言葉に顔を上げると、苦く笑しようを向けられた。

「東宮妃候補が敵を手引きしたのではないという証しよう拠こを、探してくれ。俺ではきっと、それはできない」

「……わかった。私が東宮妃候補たちの動きを調べればいいんだね」

　東宮妃候補だけを集めるのは、身の安全と共に、危険な可能性を潰つぶすため。

「あまり時間はない。長姫が見つかったなら、長居する理由がなくなるからな」

　もはや実害が出ている以上、東宮は東宮妃候補の安全のためにも京に帰らなければならない。

　別べつ荘そうを離はなれれば、鬼き面めんの賊ぞくが懸念していたとおり、もはや近寄ることはできないだろう。それは敵を逃にがしたくない東宮にとっても喜ばしくない状じよう況きよう。

　別荘を離れれば、二度と敵の情報は手に入らないと思うべきだ。

「わかった。京に戻るまでに稼かせげる日数は？」

「三日後には、別荘を後にする。このこともすでに、警備に伝えてある。三日だ。三日の間、耐たえてくれ。……それと」

「何？　焦って賊が襲おそってくるかもしれないことは、わかってるよ？」

　三日という期限に焦って、鬼面の賊が夏花の口を先に封じる危険性はある。ただ焦って夏花に向かった時こそ、賊を捕とらえる大義名分のできる好機でもあった。

「足の裏の怪け我がが悪化しないよう、歩くな」

　そう言った東宮の顔は、自らの傷が痛むとでも言うような表情を浮うかべていた。




　別荘内、透垣の離れ。

　南北二つの棟むねが、山の湧ゆう水すいで作られた小川を渡わたる橋で繫つなげられた森しん閑かんとした離れ。山やま際ぎわにあり、桃園を抜ぬけなければ来られず、山林も遠い。

　東宮妃候補四人と、つき従う侍じ女じよたちが暮らすには手て狭ぜまながら、侍女以外の往来がない離れに近づける警備はいなかった。

　そんな離れの北の棟から、低く読ど経きようの声が聞こえる。

　香こうの焚たかれた室内には、読経の終わりと共に重く耳を圧する沈ちん黙もくが落ちた。衣きぬ擦ずれの音と共に、背後に並んだ泣君と鳴弦君を振ふり返った夏花は、儀ぎ式しきの終わりを告げる。

「突とつ然ぜんのお誘さそいにお応こたえいただき、本日は誠まことにありがとうございます」

「いや、夏花君こそ、大変な被ひ害がいを受けたのですから。これでお心が晴れるならいいのだが」

　鳴弦君は、案じる言葉を夏花に向けた。その隣となりで、泣君が不安そうな視線を投げる。

「お、鬼おには、お経を唱えたら逃げたのですね？　本当ですね？」

「えぇ。御み仏ほとけの加護により、こうして私は戻ることができました」

　内心では神仏に詫わびながら、夏花は微笑ほほえんだ。

　東宮と示し合わせて、夏花は東宮妃候補には事実を伏ふせることにした。もし、こちらに内通者がいれば、鬼面の賊に夏花が黙もくしていることが伝わる。

　夏花を黙だまらせる優先順位が低いと見れば、賊は本来の標的である東宮へ仕し掛かける可能性が高い。そうなれば、襲しゆう撃げきを待ち受ける東宮の手の内だ。

　そう考えていた夏花を見つめる、二対ついの双そう眸ぼう。

「隠していることなんか、ないでしょうね？」

「いっそ言ってくれ。そうすればこちらも覚かく悟ごが決まる」

「……なんのことでしょう？　隠すことと言われても、正直、私も状況がわからないのです」

　惚とぼけてみせると、鳴弦君が弓を引くように鋭するどく目を細めた。

「夏花君、あなたの侍女は確かに、賊に攫さらわれたと言ったんだ」

　思わぬ攻せめ口に、夏花は微笑んだまま固まってしまう。どうやら鳴弦君が読経につき合ったのは、邪じや気き払ばらいの名目を信じてのことではなかったらしい。

「さて……、姿は確かに人に見えたのです。けれど、外に連れ出された私は、月明かりの中、確かに鬼の顔を見ました」

「ひぃ……っ」

　声を潜ひそめてそれらしく装よそおうと、泣君は喉のどを攣つらせた。

「ところで……。皆みなさまはあの夜、素す早ばやく正せい殿でんにお集まりだったとお聞きしております。何か、お二人も深しん更こう目を覚ますような事態がおありでしたか？」

　鳴弦君にこれ以上探られないため、夏花は自ら問いを向けた。途と端たんに、泣君が肩かたを震ふるわせる。

　その顕けん著ちよな反応に、夏花と鳴弦君の視線が集まると、泣君は己おのれで否定するように首を振った。

「た、ただの風の音やった……。なんもおらへんかった…………っ」

　どうやら、本当に気になる物音を聞いて、泣君は起き出していたらしい。

「音が、廊ろう下かでした気がして……。見に行ったんやけど、なんもおらんくて」

「誰もいなかったのに、音がしたのですか？　泣君が自ら外に出てお確かめに？」

　夏花が怪あやしんで聞くと、泣君は顔を赤くして答えた。

「うちかて……っ、いつまでも怯おびえて蹲うずくまってるだけやない！」

　妖あやかし騒そう動どうで、足あし手で纏まといにしかならなかったことが、よほど負けず嫌ぎらいの泣君には応こたえたらしい。

　泣君が言うには、外には警けい邏らがおり、不ふ審しん者はおらず、風の音だろうと言われたそうだ。

「そう言えば、警備が厳しいとは思っていたが、夜間警邏の数も随ずい分ぶん多かった」

　鳴弦君の呟つぶやきに、取り乱していた泣君が眉まゆを上げた。

「なんや、みんな起きとったん？」

　気になる発言ではあったが、警けい戒かいされてもいけないので、夏花は泣君の言葉に頷いておく。

「そうですね。花枝のこともありますし、寝ねつけなかったのでしょう。ところで、鳴弦君は警邏の足音でもお耳につきましたか？」

「あ、いや……。私は、その…………」

　途端に言葉を濁にごして俯うつむいてしまう鳴弦君に、泣君は半眼になって促うながした。

「何か、人に言えないことでもなさったのでないのなら、素す直なおにお吐はきなさい」

　まるで尋じん問もんのように答えを迫せまる泣君に、鳴弦君は恥はじらうように袖そでを上げて口を開く。

「じ、実は、本当に東とう宮ぐうさまを害する鬼がいるのなら……、わ、私が、退治して、やろうと思い、まして…………」

　返って来たのは予想外に勇ましい答え。夏花は、自分よりも規格外な姫ひめは、実は鳴弦君ではないだろうかと心中で呟く。

「あんたぁ、生まれる性別間ま違ちがえてへん？」

　思わずと言った様子で漏もれた泣君の呟きに、鳴弦君はさらに恥じ入って、両袖で完全に顔を隠してしまった。

「ところで泣君？　皆起きていたと仰おつしやいましたね。もしや、藤とうの大だい納な言ごんさまも起きておいでのご様子でしたか？」

　泣君への問いだったが、答えたのは羞しゆう恥ちを押し込め、まだ耳が赤いながらに平静を取り繕つくろった鳴弦君だった。

「私と、泣君の棟からは小こ寝しん殿でんが見下ろせますから。私は正殿に続く廊下の辺りでお声をかけました。……言い方は悪いかもしれませんが、逃げるように、小寝殿へとお戻もどりになった」

「あら、私は小寝殿の庭に降りているのを見ましたわ。お声をかけると、風に当たっていただけと言って、すぐに室内に戻られたようでしたけれど」

　鳴弦君に続いて藤大納言の動きを教えた泣君は、夏花に視線を移した。

「それで、藤大納言さまのお姿が見えないけれど？」

　透すい垣がいの離れで、東宮妃ひ候補は二人ずつに分かれている。南の棟には泣君と鳴弦君。北の棟には夏花と藤大納言が割り振られたのだが、北の棟で読経をすると誘うと、藤大納言は詩作をしたいからと言って断ったのだ。

「庭にいらっしゃるはずですから、お呼びして参りましょう」

　藤大納言にも話を聞きたい。夏花がそう言うと、すぐさま止められてしまった。

「夏花君、その足で歩き回るのは、怪我の悪化にしか繫がらない」

「侍女が起きられないからと言って、あなたが捜さがす必要はないでしょう」

　言って、鳴弦君と泣君は自らの侍女に命じて藤大納言に声をかけてくるよう言った。

「そうだ、私は切り傷によく効く塗ぬり薬を持っているのです。夏花君にもお分けしよう」

「では私も。読経のお礼というわけではないけれど、紫女御さまにと思って持ってきていた菓か子しを、振る舞まって差し上げるわ」

　侍女を使いに出した鳴弦君と泣君は連れ立って、一度北の棟を離はなれて行った。

「……ここは返礼に、お茶でも出せばいいのかな？　寝ね不ぶ足そくだろうし、珍めずらしい唐から渡わたりの薬だし、見み劣おとりはしないはず」

　一人頷うなずいた夏花だが、ふと記き憶おくを辿たどる。以前、藤大納言に茶を振る舞った時には、その後何故なぜか睨にらまれてしまった。

「まるで、私を試ためしているのかと言いたげな、苦々しいお顔で……。苦いし、やっぱり飲みつけないかも？」

　悩なやんだ夏花は、奥の部屋の襖ふすまを開く。そこには、横になった沢辺がいた。

「寝てる……。相談しようと思ったけど、起こすのも悪いな」

　沢辺は、明け方に寝つき、夏花が戻る頃ころには目を覚ましたが、主人の無事を確かめた途端、熱を出して倒たおれてしまったのだ。

　怪我と極度の緊きん張ちようによる疲つかれ。そう診しん断だんされたからには、無理に起こすのが憚はばかられた。

「まだ誰だれも戻ってこないな。……藤大納言さまは何処どこにいるんだろう？」

　夏花は怪我をした足ながら、北の棟を囲う回かい廊ろうへと出た。

　足はきちんと治ち療りようされている上に、幾いく重えにも足袋たびを重ねて床ゆかを踏ふむ感かん触しよくがあやふやなほどにされている。足が普ふ段だんの倍以上になっていて見た目は悪いが、痛みの軽減には役立っていた。

　庭のほうへ向かおうとした夏花の前に、音もなく人ひと影かげが現れる。

「夏花君、どちらへ向かわれますか？」

　現れたのは、夏花の護衛を命じられた流。夏花の独り歩きを見み咎とがめて、姿を現したのだ。

「えっと、藤大納言さまが、いないかなと思って……。あれ？　門原どのは一いつ緒しよじゃないの？」

「東宮さまへご報告に出向いております。ですので、お一人での行動は慎つつしんでいただきたく」

　流一人しか護衛がいない現状、離れの中とは言え不用意な行動はしてほしくないようだ。

「東宮さまも、ご心配になられます」

「心配、か……。ねぇ、流。流には、私と東宮、どちらが相手を心配しているように見える？」

　ふと思い立っての問いだったが、流は顔の中で唯ゆい一いつ見える目を大きく見開いた。

「あれ？　私そんなにおかしな質問したかな。……東宮はさ、私に危ないことするなって言うんだ。でも、私よりも危ない状じよう況きように身を置いているのは東宮のほうなんだ。東宮にそういうことを言っても、自分はいいんだとしか言わないから、私も東宮の身を案じているってことが、伝わっているのか、わからなくて」

　質問の意味を伝えた夏花に、流は一度、気持ちを整理するように目を閉じた。

「……夏花君は、身分に限らず、東宮さまへ好意をお寄せになっているのでしょうか？」

「え…………っ？」

　思わぬ言葉に、夏花は予想以上に大きな疑問の声を上げてしまった。

「あ、これは、ご無礼を……。分を弁わきまえぬことを申しました」

「い、いや、えっと……。いいんだ、何言われても気にしないんだけど。…………私、東宮を好きなように見えるの？」

　夏花が首を傾かしげると、流は言いづらそうに横を向く。

　無言の肯こう定ていに、夏花は困こん惑わくして指を捏こねる。

　好きだと思いを寄せる相手はと聞かれれば、夏花は今まで若君だと迷いなく答えてきた。死んだと聞かされた今も、若君に向けるような思いを抱いだく相手は他ほかにいない。

　東宮に向ける思いは、若君に抱いていた思いとは、方向性が違ちがうのだ。そう自分の中で思っていても、流に説明するわけにもいかない。

「えっとね、うぅん……好きというか、その…………。好きだと、愛いとおしいと思う相手と、健すこやかにいてほしいと願う相手が別々にいるのは、おかしなこと、なのかな？」

　若君を思うように、東宮を思っているわけではない。だから、恋こいをしているのとは違うと夏花は思う。けれど流から見れば、夏花は東宮に恋しているように見えるというのだ。

　夏花が悩みながら絞しぼり出した問いに、流は覆ふく面めんの上から口を覆おおって小さく笑った。

「う……。やっぱり、変なこと言ったよね。ごめん、今のは忘れてくれると嬉うれしいな」

「いえ、違うのです」

　夏花が引くと、流は顔を上げて否定した。

「おかしなことなど、夏花君は仰っておりません。そう、そんな思いが変だと言うなら、私こそ、おかしな考えに悩まされていることになりましょう」

　苦く笑しように目を細めた流を、今度は夏花が目を瞠みはって見つめた。

　微笑ほほえみ返す流の目には、何処か温かく優やさしい光がある。

　初めて流と出会った日に感じた、懐なつかしさにも似た感情の揺ゆれを覚え、夏花は知らず自身の胸を押さえた。

「……私も、同じ思いの狭はざ間まで、悩んでいるのです…………」

　そう囁ささやくように告げた流の声は、何故か深く、夏花の耳に残った。
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「そちらにいらっしゃるのは、夏花君？」

　夏花は、背後から聞こえる声に肩かたを跳はね上げた。

　話し込んでしまっていた流も、失態に気づいて苦い表情を浮うかべる。

「私は一いつ旦たん離はなれます。すぐに戻りますので、ここから動かないでください」

　早口に告げた流は、近づく衣きぬ擦ずれの音から逃にげるように透すい垣がいへと駆かけ出した。

　常人ではなしえない身軽さを発揮し、流は横に張り出した松の枝に乗る。そのまま屋根へと跳とび上がると、今度は透垣の向こうへと飛び降りていった。

　背後で息を吞のむ音を聞いて振ふり返ると、北の棟むねを巡めぐる回廊の向こうで目を瞠った藤とうの大だい納な言ごんが立ち尽つくす。

「と、藤大納言さま……、あの」

　見つめる先は透垣の上。藤大納言は、流という不ふ審しん者を視界に捉とらえてしまったようだった。

　言い訳を捻ひねり出そうと声をかける夏花に、藤大納言は返事さえしない。

「…………流……？」

　呟つぶやかれた言葉に、夏花は慌あわてた。

「藤大納言さま……っ、い、如何いかがなさいました？」

　今度は夏花の呼びかけで、藤大納言が肩を跳ね上げる。

「……あ、な、なんでもございません！」

　言うや、藤大納言は夏花に背を向けて回廊の向こうへと行ってしまう。垣かい間ま見みえた横顔は、強い意志を孕はらんでいた。

「藤大納言さま、ちょ、ちょっとお待ちを！」

　直感的に流を追う気だと察した夏花は、覚おぼ束つかない足を動かした。夏花の声など耳に届かないのか、藤大納言は裾すそを抱だきかかえるように持ち上げると、庭に降りて透垣へと走る。

　さすがに透垣は越こえられないと、夏花は焦あせった己おのれを笑った。瞬しゆん間かん、藤大納言の眼がん前ぜんに現れた透垣の切れ目と戸に、息を詰つめることになる。

　透垣と同じ竹で作られた戸は、そうと知らなければわからないようになっていたのだ。内側からしか開かない透垣の戸を、藤大納言は開け放ったまま外へと駆け出した。

「そんな……っ。一人で出るなんて、藤大納言さまでも危ない！」

　東とう宮ぐう妃ひ候補が邪じや魔まだという鬼き面めんの賊ぞくは、藤大納言さえ襲おそうかもしれない。

　夏花は藤大納言を連れ戻もどそうと、嵩かさ張ばる裾を抱き込んで透垣の向こうへと追いかけた。

　後ろから追う夏花を振り返りもせず、藤大納言は必死に前だけを見て走る。普段なら生きつ粋すいの姫ひめである藤大納言に遅おくれないはずの夏花だったが、足を怪け我がしている今、なかなか距きよ離りが縮まらない。

　藤大納言の背中の向こうに桃もも園ぞのの薄うす紅べに色いろが見えた時、息を切らした藤大納言が叫さけんだ。

「お待ちなさい……、流…………！」

　桃園に入った藤大納言の向こうに、人影が現れた。

　応じて立ち止まり、肩を激しく上下させる藤大納言の背後で、夏花は慌てて身を低くする。

　藤大納言を案じて思わず追いかけてきたが、流には離れから動かないように言われたことを思い出したのだ。

　桃園との境に植えられた前せん栽ざいに身を隠かくした夏花は、藤大納言を置いて行くのが忍しのびなく、向かい合う流との様子を窺うかがった。

「はぁ、はぁ……。やはり、流ね」

　笠かさを被かぶり、覆面で顔のほとんどを隠した流に、藤大納言は何処どこか弾はずんだ声こわ音ねで言った。

　振り切れないと悟さとった流は、笠を取って藤大納言の前に跪ひざまずく。

「ご前失礼いたします」

　臣従の姿勢で口を開いた流に、藤大納言は裾を抱かかえる腕うでに力を込めた。

「流、顔を上げて。わたしの前で、顔を隠す必要はないと言ったはずよ」

　前栽に潜ひそむ夏花は、思わず藤大納言の背中を見直す。普ふ段だんの貴族として取り澄すました口調を脱ぬぎ捨てた藤大納言は、困る流を前に顔を上げろと繰くり返す。

「姫、私のことはお気き遣づかいなく。どうかお戻りください。このようなところを余人に見られてはことです」

「それなら流がわたしの言うことを聞けばいいの。いったいどれほどお前の顔を見ていないと思っているの？」

　我わが儘ままにも聞こえる藤大納言の言葉は、東宮妃候補として共に暮らした夏花でも見たことのない奔ほん放ぽうさだった。

「ここにいるということは、お父さまの言いつけなのでしょう？」

「それは、お答えしかねます」

「流、お前はわたしを主人と仰あおぐと誓ちかってくれたじゃない。あれは噓うそだったの？」

「そ、そのようなことは……っ。この命、姫に救われた時より、あなたさまへの報恩のため使うと決めております。しかし…………」

「お父さまの言いつけで言えないということ？　別に命を懸かける必要はないのよ。だったら、主人のわたしが新たな命令をすればいいでしょう。お父さまには黙だまって、何を言いつけられたのか、わたしに教えなさい」

　流を困らせるほど藤大納言は強気の姿勢だったが、なおも言い淀よどむ流に声を潜めた。

「それだけ……、流が危険に身を置いているということなの？」

　力が込められた藤大納言の背中が震ふるえる。

「お父さまは、お前を大事にはしてくれていないのね……っ」

「いえ、姫。私は、望んで──」

「わたしも、流を手放さなければ良かった……っ」

　震える藤大納言の声に、夏花は居た堪たまれなくなる。

　盗ぬすみ聞き以外の何ものでもない状じよう況きようが、さらに身の置き所のなさを強めた。

「藤大納言さまは、流が一いつ緒しよなら、大だい丈じよう夫ぶよね？」

　夏花は、藤大納言と流の再会を邪魔しないよう、こっそりとその場を離はなれた。

　流に忠告されたこともあり、急いで離れに戻ろうと動く。

　桃園と離れを遮さえぎるように植えられた前栽から立ち上がろうとした途と端たん、夏花は別べつ荘そうのほうからやってくる警備を捉えてまた身を隠した。

　桃園の端はしを見回るように歩いていた二人組の警備は、離れの手前で止まると、別荘には戻らず立ち話を始める。ちょうど別荘から木々越ごしにしか見えず、休むには恰かつ好こうの場所なのだろう。

　すぐには立ち去る様子のない警備に、夏花は仕方なく桃園を横切り、離れの外を回って戻ろうと決めた。

　立ち上がった流と話し込む藤大納言を横目に、夏花は桃恋鬼の桃ももが咲さく山やま際ぎわへと向かう。

　人気のない桃園の端から離れへ向かおうとした途端、背後に足音を聞いた。

「……っ」

「ほぉ……、こいつはついてるぜ」

　振り返った夏花の視界には、警備らしき男が一人。

　顔に見覚えはない。ただ発された声に宿る不ふ穏おんな害意には覚えがあった。

「その声……、賊の！」

　昨夜夏花を攫さらい、殺そうとした鬼面の賊であり、東宮を狙ねらって妖あやかし騒そう動どうを起こした大罪人。何より、夏花に私し怨えんを抱いだく賊だった。

「あぁ、この顔なら覚えがあるか？」

　言って、懐ふところから取り出したのは鬼面。

　顔を隠した賊に、風に舞まい散る赤い桃の花が降る。

「本当に運がいい。ここなら、他ほかの奴やつらもいいように騒さわいでくれるだろうさ」

「……騒ぐ？　いったい何をする気なのですか？」

　足を後ろに引きながら逃とう走そうの体勢を整えようと構える夏花は、時間稼かせぎのためにも問いを投げかけた。

　鬼面の向こうで失しつ笑しようするような吐と息いきが聞こえる。そのまま慣れた動作で、鬼面の賊は刀を抜ぬいた。

「鬼おにに憑つかれた東宮に関かかわって、何処かの姫は無残にも死んでしまった……。なんて筋書でどうだ？」

　そう吹ふい聴ちようして、東宮の評判を落とす。その上で、呪のろわれた東宮の警護を嫌いやがる警備の中から、鬼面の賊たちが周囲を固めて東宮を亡なき者にする。

「ずいぶん、できの悪い筋書ですわね」

　言いながら、夏花は着実に鬼面の賊が間合いを詰めている状況に歯は嚙がみした。

　動きの優ゆう劣れつなど、今さら比べるべくもない。

　無傷で逃げるのは無理だ。

　苦く渋じゆうの表情を浮うかべた夏花は、脳のう裏りに閃ひらめく記き憶おくがあった。

　瞬しゆん間かん、肺はい腑ふいっぱいに息を吸い込み、言葉と共に吐はき出す。

「誰だれか……！　誰かお助けを…………っ。賊がおります！」

　離れの見える範はん囲いに、二人組の警備がいた。これ以上の失敗は許されないという賊なら、危険を冒おかさず逃にげるかもしれない。

　そう考えての大声だったが、鬼面の賊はこの好機を逃のがすつもりがなかった。

「面めん倒どうなことを……っ」

　そう吐き捨てながら、鬼面の賊は迷いなく夏花に刀を振ふり下ろす。

　咄とつ嗟さに抱えていた裾すそごと腕を上げて防ぼう御ぎよ姿勢を取った夏花は、首を狙う横よこ薙なぎの攻こう撃げきに、背後へと押し切られる。

「ち……っ。分厚い着物着やがって！」

　身を襲った衝しよう撃げきに、状況の摑つかめない夏花は、重ねた着物が刃やいばを肌はだに届かせなかったことに気づかない。

　それでも逃げようと倒たおれた地面から半身を起こすと、すでに賊ぞくは目の前に立っていた。

「しぶとい、だが、これで終わりだ」

　外すことのない距離を詰め、鬼面の賊は夏花の顔に向けて突つきを放つ。

　目を瞑つぶった夏花の耳に、金属音が響ひびいた。

「夏花君から離れろ、この下げ郎ろう！」

　言って、夏花から引き剝はがすように小こ太刀だちを振るい、賊を押し切るのは流。

　地面に突き刺ささった匕首あいくちは、夏花を救うため流が放ち、賊が叩たたき落とした得物だった。

「てめぇ、昨日の……っ」

　覆ふく面めんをした流の姿に、鬼き面めんの賊も憎にく々にくしげな声を発する。

　そのまま、小太刀と刀で鍔つば迫ぜり合いを行い、桃恋鬼の桃の下へと結界の注連しめ縄なわを越こえて鬩せめぎ合う。

「な、流……っ？　私は、また助けられたのか」

　息を吐く間もなく、夏花は流と共にいたはずの相手を捜さがした。

　流がいたはずの方向を見れば、裾を抱えた藤とうの大だい納な言ごんが、また息を切らして駆かけてくる途と中ちゆう。

「だ、駄だ目めだ、藤大納言さま！　危ないから逃げて……！」

「はぁ、はぁ……。夏花君も同じです！　さぁ、こちらへ！」

　妖騒動の夜とは立場を変えて、藤大納言が夏花へと手を伸のばしながら駆け寄って来た。

「狙われているのは私だ！　藤大納言さまは逃げてくれ！」

　一緒にいては危ないと拒きよ否ひするが、余計に藤大納言は表情を硬かたくして足を止めない。

　そんな夏花と藤大納言の様子に、鬼面の賊を抑おさえる流が気づいた。

「く……っ。夏花君！　どうか、姫ひめを」

　駆け寄る藤大納言に気を取られた瞬間、流と鍔迫り合いをしていた鬼面の賊が身を返した。

「余所よそ見みとは、余よ裕ゆうだな？」

　殺気の籠こもった声でそう吐き捨てた鬼面の賊は、体勢を崩くずした流との鍔迫り合いを押し切る。

　瞬間、押された流の体は桃恋鬼の桃にぶつかり、倒れ込んだ先は山際の崖がけ。

「きゃぁぁああ！」

　絹を裂さくような藤大納言の悲鳴に、まだ遠いが、確かに騒ぐ警備の声が上がった。

　一度崖を見た鬼面の賊は、夏花を見み据すえて舌打ちを吐く。

「……必ず殺す」

　そう吐き捨てると、鬼面の賊はすぐさまその場から逃げ出して行った。
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「流……っ、流！」

　立ち去る鬼面の賊など目に入らない様子で、藤大納言は桃恋鬼の桃を横切り崖に駆け寄った。

　賊の撤てつ退たいを確かめて追った夏花は、藤大納言が崖へとしゃがみ込むのを見た。

「藤大納言さま！　落ちてしまいま──っ」

　忠告しようとした夏花は、藤大納言越しに遠ざかる手を見る。

「流ぇぇええ！　嫌よ、待ちなさい！　流……っ」

　崖から離れる流の手を追って身を乗り出す藤大納言を、夏花は抱だき留めるようにして摑んだ。

「藤大納言さま！　……流…………！」

　見下ろす崖の下には、見通すことのできない山林。

　流らしき人ひと影かげは、緑色の木々の向こうに消えて行った。

「きゃぁぁああ……！」

　叫さけぶ藤大納言は、夏花に止められてなお、崖へと身を乗り出して取り乱した。

「こ、これはいったい……？」

　駆けつけた二人組の警備に、夏花はすぐさま指示を飛ばす。

「賊が出ました！　賊はあちらに逃走し、警備の者が一人、私たちを守って落ちたのです……っ。すぐに助けに向かいなさい！」

「は、は……っ！　おい、急いで報しらせだ！」

　夏花の命令に、警備の一人が走る。残った警備は、夏花と藤大納言を守って離はなれまで送った。

「うぅ……っ。く、ぅ…………っ」

　泣き崩れる藤大納言を支えて、夏花は離れに戻もどる。

「夏花君、それに藤大納言さまも？」

「さっきの悲鳴はどうしたのですか？」

　離れにまで聞こえていた騒ぎに、泣君と鳴弦君が不安顔で出で迎むかえた。

「今は、藤大納言さまを落ち着かせたいのです。どうか、北の棟むねで休ませてくださいませ」

　夏花の申し出に、泣君と鳴弦君は顔を見合わせる。

　二人が困こん惑わくするほど、藤大納言は恥はじも外聞もなく泣きじゃくっているのだ。

「わかりました。泣君、北の棟の侍じ女じよたちはこちらに移しましょう」

「そうですわね。夏花君、任せてよろしいの？」

　頷うなずく夏花に、泣君と鳴弦君は侍女の移動を指示してくれた。

　藤大納言の侍女は、妖騒そう動どうの際に主人である藤大納言を置いて逃げ出した。そのために全員が実家に戻され、新たな侍女がつけられてからひと月。未いまだ、藤大納言と親しんだ様子がないのは、他の東とう宮ぐう妃ひ候補から見ても明白だったのだ。

　声が漏もれないよう、北の棟を閉め切った夏花は、藤大納言と自分以外にただ一人残った侍女に声をかけた。

「沢辺、起きている？」

「はい、姫さま」

　一いち瞥べつを向けると、沢辺は伏ふせるようにして泣く藤大納言を見ていた。

「お前は寝ねていて、何も見ていない。聞いていない。……いい？」

「承知いたしました。ご用の際は、お声かけいただければ、起きましょう」

　沢辺は、痛む体でぎこちないながら頭を下げると、襖ふすまを閉めて気配を殺す。

　夏花は蹲うずくまって嗚お咽えつを漏らす藤大納言の背に手を伸ばし、傍かたわらに座った。

「藤大納言さま、お気を確かに。……まず、これだけは言わせてください。ありがとう、ございます…………」

　夏花が感謝の言葉を告げた途と端たん、藤大納言は弾はじかれたように顔を上げた。涙なみだに濡ぬれた目には、確かな怒いかりとやり場のない悲しみが宿っている。

「ありがとうだなんて、言われたくなど、ありません……っ。流が、流が死んで、貰もらえる感謝など、なんの意味がありましょう！」

「まだ、死んだとは決まっておりませんでしょう……？」

　夏花の声の揺ゆれに、藤大納言は責めるように目を細めるが、新たな涙が溢あふれ顔を背そむけた。

　どれくらいの高さがあったのか、木々に隠かくれて判然としないが、それでも落ちて無事だとは思えない高さから流は落ちてしまっている。

　人間は回かい廊ろうから落ちても、打ち所が悪ければ死んでしまうのだ。死んだとは限らないが、流が必ず生きているとも、夏花は言えなかった。

「……人生とは、どうしてこうも、理り不ふ尽じんばかりが積み重なるのでしょう…………っ」

　嗚咽の合間に絞しぼり出した藤大納言の言葉には、嘆なげきとも怒りとも判別のつかない、深い感情が宿っていた。

「藤大納言さま？」

　夏花の呼びかけに答えず、藤大納言は堪こらえるように息を殺して泣き続ける。

　その丸めた細い背に、悲しみさえ素す直なおに表せない強ごう情じようさと、己おのれを押し込めようとする貴族としての矜きよう持じを夏花は見た。

「藤大納言さま、失礼いたします」

　断りを入れて、夏花は力任せに藤大納言の肩かたを引き上げ、視線を合わせた。

　涙に濡れた瞳ひとみは、漏らしてしまった本音を恥じるように険しくなる。

　夏花は、流が最後に言いかけた言葉を思い返した。




　──夏花君！　どうか、姫を。




　何が言いたかったのかは推測するほかない。ただ今は、悲しむことすら二の足を踏ふむ藤大納言の姿が、流にとって本意でないことだけはわかる。

「藤大納言さま、泣いたって、喚わめいたっていいんです。私は、他人のために涙するあなたを嗤わらったりはしない」

　夏花の言葉に表情を硬くした藤大納言だったが、目に浮うかぶ涙と共に表情も歪ゆがみ、ついには泣き声となって崩れ去った。

「流……っ、どうして！　どうして、流が……っ」

　声を放って泣く藤大納言に、夏花は慰なぐさめに背を撫なでようとした。

　すると、藤大納言は脈みやく絡らくもなく夏花を呼ぶ。

「夏花君…………！　わたくしは、あなたが、羨うらやましかった！」

　突とつ然ぜんのことに動きを止める夏花に、藤大納言は胸の内を吐はき出すように続けた。

「気心の知れた乳母めのと子ごと寄り添そい、身分が違ちがうはずの門原という護衛を、成人してなお側そば近くに侍はべらせていることが！　わたくしには、叶かなわなかったというのに！」

　叩たたきつけられた藤大納言の羨せん望ぼうに、夏花は返す言葉もなかった。

　生きつ粋すいの貴族に生まれたからこそ、藤大納言の周囲には、長く人がいなかったのだ。

「わたくしは、東宮さまがお立ちになられてから、東宮妃となる準備を始めました！　乳母子も嫁とついで離れ、髪かみを上げてからは、流とも……、軽々しく会うことは、叶わなくなったのに…………っ」

　泣きながら語る藤とうの大だい納な言ごんは、東宮妃になるために成人し、成人したからこそ流を側に置けなくなったのだと言う。

「誰だれも…………わたくしの側にいる者は、わたくしよりも自分の身が、家が大事なのです。わたくしを思ってくれる者など、もう、流以外、残ってはいなかったのに……っ」

　生粋の姫ひめだからこそ、身分が高いからこその孤こ独どく。

　東宮妃候補となって別れてなお、流だけは藤大納言個人に尽つくすことを誓ちかった。その誓いの確かさは、夏花自身、流の様子から疑う余地などない。

「……流は、藤大納言さまのためを考えて、動いていましたよ」

　なんの慰めにもならないとわかっていながら、夏花は告げる。

　藤大納言の願いは流という心許せる相手の存在であって、いない今、何を思っていたかなど聞いても空むなしい。

　袖そでの色が変わるほど涙する藤大納言は、苦しそうに息を吐きながら、なおも慟どう哭こくして言った。

「わたくしは、幼い頃ころ、川に流され死にかけていた流を助けました。己が何者かも覚えておらず、寄る辺のなかった流は、わたくしを命の恩人と慕したってくれたのです。それが、どれほどわたくしにとって誇ほこらしく、嬉うれしかったことか……っ。流が主人と呼んでくれるに相応ふさわしい人間になろうと、思えるほど…………」

　嗚咽に喉のどを詰つまらせながら、藤大納言は胸の内を吐き出し続けた。

　言うべき相手はこの場にいない。代わりにもなれない夏花は、ただ聞くしかなかった。

「だからこそ……っ、わたくしはこんな形での恩返しなど、望んだことはなかったのに！」

　命を懸かけて恩を返すと言う流に、藤大納言は命を懸ける必要はないと確かに言っていた。

　その言葉は、偽いつわりのない本心だったのだ。

「死んでまで報むくいろと、誰が言ったのです！　わたくしは、生きて、側にいてくれるだけで、それだけで……っ」

　十分だった。

　その言葉は、慟哭に紛まぎれて聞こえない。

　耳に聞こえなくとも、心に届いた夏花は、藤大納言の悲しみに触ふれ、そっと瞼まぶたを閉じる。

　頰ほおにはひと滴、涙が伝って落ちていった。
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　襖を細く開けて様子を窺うかがっていた東宮は、夏花の頰を濡らす涙に息を止めた。

　同時に、藤大納言が絞り出した言葉に心臓を鷲わし摑づかみにされるような衝しよう撃げきを受ける。

　桃もも園ぞので東宮妃候補が賊ぞくに襲おそわれたとの急報に接し、側近に桃園での調べを任せて離はなれへと忍しのんで来た。

　賊の目を欺あざむくためには、目立つ接せつ触しよくは避さけなければならない。

　そのため、藤大納言を慰める夏花に声をかけられず見守っていたが、聞こえる言葉の内容から、流が身を挺ていして二人を助けたことは窺い知れた。

「そうだね。……生きて、もう一度会えたら、どんなに…………」

　藤大納言に答える夏花の声には、寂せき寥りようが漂ただよう。

「……こんな結果、誰も望んでないのにね」

　瞑めい目もくするように瞼を閉じたままの夏花が、その眼裏に思い描えがくのは、いったい誰なのか。

　息を切らして言葉が続かなくなっていた藤大納言は、苛いら立だたしげに止まらない涙を拭ぬぐう。

　そんな藤大納言の袖に手を添えた夏花は、哀あい惜せきに満ちた目をしていた。

「藤大納言さま、泣いていいんだ。それだけ、流を惜おしんでいるのは、きっとあなただけだから。その涙が何より、流が生きてあなたに残したものの、証あかしだと、思う」

　唇くちびるを嚙かんで震ふるえた藤大納言は、八つ当たりするように夏花の手を握にぎり返して言った。

「死んで、何が残ると言うのです……っ。夏花君は、命を賭とした者を、惜しみもしないのですか！」

「私は、流に生かされた。その意味は重い。だからこそ、流の行いを否定するようなことは言えない。仮令たとえ流が生きていたとしても、私は生かされた意味を考えて生きていかなければならないと思う。……だって、そうじゃないと、命を懸けてくれた者に、恥はずかしいじゃないか」

　涙の痕あとが残る頰をそのままに、夏花は藤大納言に告げた。

　見合う藤大納言は、新たな涙を溢れさせながら、恨うらみ言のように吐き出す。

「あなたの強さは、卑ひ怯きようだわ……っ。わたくしが、惨みじめじゃない」

「強くなんか、ないよ。それにあなたは、惨めなんかじゃない。その嘆きは、決して恥はじなんかじゃないから」

「あなたの、そういうところが…………っ」

　言葉にならず、藤大納言の言葉は嗚お咽えつに埋うもれた。

　東とう宮ぐうは視線を落とすと、足音を立てずにその場から離れる。

　聞くべきことも聞かずに離れるのは、行動として最善ではない。

　若君の死を隠かくして東宮になったのは、若君を殺した黒幕に復ふく讐しゆうをするため。仇かたきを討うつという目的に迷いはないが、襖ふすまから向こうへ踏み込み、上辺だけの慰めの言葉を口にすることが躊躇ためらわれた。

　東宮は身につまされる言葉によって、居た堪たまれなくなったのだ。

　生きて側にいてくれるだけで、と声を詰まらせた藤大納言の声が、耳に蘇よみがえる。

　かつて、若君の死に同じように嘆なげいた。そして、己の無力を悔くい、復讐を誓った。

　嘆いてばかりでは進めないのだ。同時に、嘆いたところで時は止まらず、若君を害した敵に罰ばつが下るわけでもない。

　絶望に足を止める愚おろかさを悟さとり、東宮を僭せん称しようした。それが、若君を助けられなかった自分にできる、せめてもの弔とむらいだからと。

　ふと気配を感じて顔を上げると、戸になっている透すい垣がいの前に門原がいた。

「長姫には落ち着いてから事情を聞け。流は、できる限り捜さがす」

　指示を出して横を通りすぎると、門原は引き留めるように口を開く。

「承知。けど、生きててもよほどの幸運じゃなきゃ、あいつ二度と間かん諜ちようはできねぇな」

「そうだな」

　足は止めたが目を向けずに応じれば、門原は笑いを含ふくんだ問いを向けた。

「手を講じないんで？」

「そこまでする義理はない」

　命が助かったとしても、流は藤原家から用済みとされるだろう。そうなれば、生きていく糧かてのない流の将来は暗い。

「……情けない顔してるからどうかと思ったら。揺ゆれてるわけじゃないんだな」

　試ためしたとわかる門原の言葉に、東宮は眉まゆを顰ひそめた。

「流を助けたとして、主人を藤大納言以外に認めるような者ではないのだろう？　ならば、敵に回る可能性がある限り、手を差し伸のべる必要性を感じないだけだ」

　藤大納言を主あるじと仰あおぐ限り、流の主家が藤原であることには変わりない。若君を殺した黒幕であったなら、東宮は迷わずその藤原家を潰つぶすだろう。仮令、命を懸けて夏花を助けた功があっても。

　その時、流は必ず障害となって立ちはだかる。

　無用な情けは、目的を共にする仲間や、事実を伝えてしまった夏花の危険に繫つながるのだ。

「左様で。姫さまには言わないでおきますよ」

　肩かたを竦すくめて内側から透垣の戸を閉め、門原の気配が遠ざかる。

「きっと、俺の判断を知れば、長姫は怒おこるのだろうな。……あぁ、感謝一つ素す直なおにできないのが、俺が選んだ道か」

　だから居た堪れなかったのだ。

　流の命を惜しむ藤大納言の嘆きが、命を懸けられたことに報いようと気き丈じように振ふる舞まう夏花の覚かく悟ごが。

「せめて、お前が阻はばんだ敵を捕とらえることで、報いとしよう」

　流が夏花を守ると言った言葉に噓うそはなかったのだ。命を懸けた者に、それくらいの気持ちを持ってことにあたってもいいだろう。

　東宮は、警備や側近が動き回る桃園へと足を踏ふみ入れた。

　ふと見ると、赤い桃ももの花弁が眼前を通りすぎる。

　他ほかの薄うす紅べに色いろの桃の中を過よぎる赤い花弁は、まるで夏花が一昨日おととい着ていた桃の袿うちきに蘇す芳おうを重ねた艶えん容ようのようだった。脳のう裏りに、涙なみだする夏花の姿が思い出される。

　あれは流のための涙だったのか、それとも、生きてもう一度と望んだ若君との離り別べつを嘆いた涙だったのか。

「例えば俺のために……」

　思わず漏もれた呟つぶやきに、東宮は口を覆おおった。

　夏花が、自分の死に対して涙を流してくれるのだろうかと、埒らちもない考えが過る。

　涙することが生きた証だと言うなら、泣いてほしいと思ってしまった東宮は、気持ちを切り替かえるように固く瞼を閉じた。

　若君なら、決して夏花の涙など望まない。

　願うべきは、若君のように笑え顔がおにさせることだろう。

　そう考えて、東宮は難しい、と自じ嘲ちようを吐はいた。

「は……っ、まだまだだ」

　どんなに偽いつわっても、それらしく振る舞っても、本物には敵かなわない。

　特に、夏花に関しては何もかもが上手うまくいかず、もどかしい。

　手放すのは不安で自らの手で守ろうと決めたが、東宮という[image: 囮]おとりの近くに置くことが最も危険だという矛む盾じゆん。護衛を置いていたことが功を奏したが、夏花にはこれからも悲しむ顔をさせることになるだろう。

「いっそ、常に俺の側そばにおける位に……」

　東宮は頭を振り、考えを散らす。

　夏花は若君の初はつ恋こいの相手で、守らなければならない姫ひめ君ぎみだ。

　偽りの東宮の妃きさきになど、させるわけにはいかない。

　夏花も若君との約束のために東宮妃ひ候補になったのだ。これ以上難しい立場に立たせて苦労を負わせるのは忍びないだろう。

　何より、思い合う若君と夏花、二人の間に入り込むような真似まねができるはずがなかった。

　身寄りのない山さん荘そうの童子が、身分を偽って目的のために夏花に並んでいるだけ。本当なら眼前で顔を上げることさえ許されない。

　了りよう見けん違ちがいをしてはいけないと、東宮は胸中で繰くり返した。

「東宮さま、こちらへ」

　姿を見つけて声をかけてくる側近に近づこうとして、東宮は桃恋鬼の桃を横目に見る。

「……触ふれられない桃に見み惚ほれた鬼おにの気持ちとは、こういうものか…………」

　東宮は埒もない思考を笑った。

　夏花を、一季の花のように儚はかなく散らせるつもりは毛頭ない。

　首を傾かしげる側近に、東宮は表情を引き締しめ伝えた。

「別べつ荘そうの中で狙ねらわれた以上、悠ゆう長ちようにはしていられません」

「承知しております。今時分、桃もも園ぞの周辺にいた警備たちの配置と、昨夜の警けい邏らの配置を鑑かんがみ、怪あやしいと思われる者たちの割り出しが可能となりました」

「それは重ちよう畳じよう」

　割り出しが可能になるなら、釣つり出す要点も摑つかめる。

　夏花と藤とうの大だい納な言ごんを襲おそったことは、鬼き面めんの賊ぞくの側からしても突とつ発ぱつ的なことだったのか。失態を犯おかすほど、向こうも焦あせっている証しよう拠こか。

「もう一度、警備の配置をし直し、敵の数をはっきりさせましょう。ちょうど、捜そう索さくに人手を割さかねばならない状じよう況きようもあります」

　流と藤大納言には心中で謝罪しつつ、東宮は冷れい徹てつに状況を利用するために思考を巡めぐらせる。

　夏花を失うわけにはいかない。

　そう思い決めた感情が、若君を模す東宮としてなのか、触れてはいけないと畏い敬けいする幼い頃ころの倣ならいなのか、それとももっと別の思いによるものなのか。

　東宮は答えを求めることはせず、ただ守ると告げた言葉を実行するため、前を向いた。
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「……ぅうっ…………」

　くぐもった呻うめきを上げて、流は遠とお退のきそうになる意識を繫ぎ止める。

　呼吸一つで肺はい腑ふが破れそうなほどに痛む。手足の感覚が痛みと熱でわからない。

　流は気づいていなかったが、落下の際に木の太い横枝で頭を強打していた。その強打した木の枝に引っかかる形で勢いが殺され、降り積もった腐ふ葉よう土どの上へと倒たおれ込んだのだ。

　即そく死しは免まぬがれたが、無傷とは言えない。

　特に頭から流れる血は量が多く、流の意識を混こん濁だくさせた。

「熱……い…………」

　痛みなのか熱さなのか、いっそ血液が失われることで起きた、行きすぎた寒さのせいなのかさえわからず、流は呟いた。

「熱い、……み、ず…………」

　這はいずるように起き上がった流は、木々に凭もたれ、大きくふらつきながらも歩き出す。

　風の音にも似た激しい耳鳴りの合間に、流は水の音を聞いた。

　別荘に引かれた湧ゆう水すいを排はい出しゆつしてできた沢さわが、木々の間を流れている音だ。

「水……、痛っ、…………以前、も？」

　脈打つごとに流れる血と、襲い来る痛みに流の意識が束つかの間、正常に戻もどる。

　脳裏を過る覚えのない思い出。

　いつだったか同じように、体中に怪け我がを負い、水を求めて歩いていた。

「ぅう……っ、痛い、これは…………なんの傷？」

　落ちた際に枝葉で切った顔や手の傷と共に、古傷が痛んだ。

　命を絶つため首を真横に振るわれた刀傷。

　助けられた時には、夜や盗とうにでも襲われたのだろうと言われた。

「…………違ちがう……」

　木々に縋すがり、行く先も定めず歩く流の目には、山林の緑ではなく、赤い炎ほのおと黒い煙けむりが渦うず巻まく光景が見えていた。

「あ……、あぁ…………」

　燃えているのは、簡素な宿しゆく坊ぼう。

　燃え盛る炎と煙から逃にげるように、暗い夜の中へと駆かけ出した。誰だれかが呼んでいる声を聞いた気もしたが、答えられるだけの判断能力を失っていた気がする。

「熱い……、水。そうだ、ぼくは…………川に」

　煙と血、恐きよう怖ふと涙が視界を塞ふさぎ、気づけば川に落ちていた。

「ぼくは………いや、私は……ぅう」

　ひときわ強い頭痛に呻き、流は足を止める。

　耳鳴りの中、誰かが呼ぶ声が聞こえる気がしても、その声は判然としない。

「誰……？　誰に、もう一度…………」

　誰かに会いたかったはずだった。

　頭ではなく、揺ゆり起こされた記き憶おくと共に胸の内で蘇よみがえった切望。

　流は答えを求めるように虚こ空くうへと手を伸のばす。

　薄うすれる意識と共に、瞼まぶたが落ちた。眼裏の闇やみの中、浮うかび上がるのは夏花と藤大納言の切せつ迫ぱくした表情。

「違、う……。笑って、ほし…………」

　求めるように伸ばした手の先で指を握にぎり込むと、まだ幼い、夏花と呼ばれる前の少女の笑顔が浮かび上がった。

「……あぁ、そうだった…………ぼくは──」

　流は己おのれが何者であったのかを理解した。

　瞬しゆん間かん、膝ひざは崩くずれ前のめりに倒れる。

　流は低木の中に隠かくれるよう、意識を失った。
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　透すい垣がいに囲まれた離はなれには、沈ちん痛つうな空気が漂ただよっていた。

　翌日になっても、流は遺体さえ見つからなかったのだ。

「藤大納言さま、白さ湯ゆだけでもお口になさってくださいませ」

　夏花がそう勧すすめても、藤大納言は虚うつろに宙を見つめるだけ。

　ひと晩で窶やつれるほど泣いた藤大納言は、昨日から何も口にしていない。このままでは倒れるのは目に見えていた。

　北の棟むねの中には藤大納言の侍じ女じよも戻ってきているのだが、主人の勘かん気きを恐おそれてか、沢辺の看護を理由に奥に引っ込んで出て来ない。

　夏花は挫くじけそうになる気持ちを奮い立たせて、もう一度藤大納言に声をかけた。

「藤大納言さまは、流を信じてはいないのですね」

「……なんとおっしゃいまして？」

　暗い目で睨にらむように見る藤大納言に、夏花は胸中で戦おののきながらも、挑ちよう発はつなら届くことを確かく認にんした。

　心配も気き遣づかいも受けつけないのなら、怒いかりを原動力にさせるしかない。

「遺体さえ見つかっていないのに、流の生存を信じられないのでしょう？　流のお役目を考えれば、怪我を負って身を隠したとも考えられるというのに」

　見せつけるように息を吐つけば、藤大納言は力なく首を横に振ふった。

「そんな戯たわ言ごとで、わたくしが惑まどわされるとでも？　このまま見つからなければ、手当てもできず死んでしまうなんて、わたくしでもわかりましてよ」

　仮令たとえ落下時に死んでいなくても、大おお怪け我がは免れない。その上でひと晩が経たっても見つからないのなら、最悪の事態は容易に想像できる。

　予想より遥はるかにしっかりと考えられている藤大納言に、夏花は白湯の入った茶ちや碗わんを摑んで差し出した。

「でしたら、なおのこと流の死を確信するのは早計というものではありませんか？」

　すでに藤大納言の声は掠かすれ、唇くちびるも見るからに乾かわいている。それでも藤大納言は差し出された白湯に興味を示さなかった。

　夏花は、危険なことを口にする己に問い直す。言っていいのか、場合によっては流の気持ちを無下にするかもしれない。

　それでも、上手うまく誘ゆう導どうできれば今回の黒幕に肉にく薄はくする手がかりを得られるかもしれないのだ。何より、目の前で身を細らせようとする藤とうの大だい納な言ごんを、そのままにはしておけなかった。

「藤大納言さま、ここであなたがそのまま口を噤つぐんでいれば、何もなかったことになりましょう。……流という存在も、流を崖がけ下したへと突つき落とした、賊ぞくの存在も」

「そのようなことが……っ。東とう宮ぐう妃ひ候補を襲おそった賊ではありませんか！」

「では問いますが、妖あやかし騒そう動どうの賊が捕つかまったと、お聞きになりましたか？」

「……っ。な、なかったことに、されると言うのですか？　鬼き面めんの、あの賊も妖として存在しないものと？」

「相手が、東宮さまの権けん威いを超こえる方であれば、あるいは」

　視線を揺らし、唇を震ふるわせる藤大納言に、夏花はもう一度白湯を差し出した。

「東宮さまは、手を尽つくされるでしょう。ですが、軽々しく手をつけられない問題も、あるのです」

「それが、あの妖騒動なのですか？　流を突き落とした賊も、そんな大きな後ろ盾だてがあると？」

　夏花の言葉に思考を巡めぐらせ始めた藤大納言は、体が求めるままに茶碗を受け取り白湯で口を湿しめらせた。

「解決を望むのなら、まずは藤大納言さまがご健勝でなければ。倒たおれられ、里へと下がった後では、もはやことの中心ではいられません」

　藤大納言が指先に力を籠こめると、茶碗の中の白湯が揺れた。

「このままでは問題を棚たな上あげにされてしまうと言うのですか……っ？　それでは、流がなんのために…………」

　震える藤大納言から一度目を逸そらし、夏花は心を決めて告げた。

「藤大納言さまが、この別べつ荘そうで起きた騒さわぎに関かかわりがないと、証明するためでした」

「え……？　あ…………、わたくしが、藤原家が怪あやしいと、そう思われていたのですか？」

　桃恋鬼の桃ももが生えた別荘も、花見に誘さそったのも藤原家に関わりがある。藤大納言は問うように言うが、自ら答えを見み出いだして険しい表情を浮かべた。

　今回の事件の内幕を藤大納言に漏もらすのは、一つの賭かけだ。

　実家が関わっているかもしれないとわかれば、藤大納言は退ひくかもしれない、絶望するかもしれない。何より、流はそんな苦く悩のうを藤大納言に負わせたくはなかっただろう。

　それでも、と夏花は藤大納言の反応を待って口を閉じていた。

　藤大納言は矜きよう持じが高く意志も強い。折れたまま二度と立ち上がれないほど弱い人ではないと夏花は信じている。何より、流が信じ仕えた藤大納言の素す顔がおを垣かい間ま見み、大貴族の姫ひめという遠い存在ではない、等身大の人間として今は見ることができた。

　藤大納言は、暗殺という後ろ暗い計画に加担するような、心こころ根ねの曲がった生き方はしない人だと思えるのだ。

　不意に、藤大納言は茶碗を両手に持って呷あおるように白湯を飲み干す。

　顎あごを上げた藤大納言の表情には、思い決めた者の揺るぎない胸の内が表われていた。

「誰だれの思おも惑わくであろうと、犠ぎ牲せいを生まなければ成せないことなど間ま違ちがっています。そうでしょう、夏花君？」

　思いの外に強い言葉を投げかける藤大納言に、夏花は気け圧おされる。

「藤大納言さま……、焦あせってはなりません。きちんと、敵の素す性じようを明らかにしない内に騒いでは、逃げられてしまいます」

「そうですわね。流を害した賊を、逃がすわけにはまいりませんもの」

　からの茶碗を握り込む藤大納言に、夏花は困ってしまった。

　発破をかけることには成功したが、このままでは暴走してしまいそうだ。

　東宮にも、藤大納言に妖騒動や桃恋鬼の件が、人じん為い的な事件だとばらしてしまったことを告げなければならない。

　このことで、東宮を困らせないようにしなければと眉まゆを寄せた夏花は、近づいてくる回かい廊ろうの軋きしみを聞いた。

「夏花君に、よろしいだろうか？」

「藤大納言さまのお加減を窺うかがいに参りましたの」

　聞こえるのは、泣君と鳴弦君が侍女に取り次ぎを求める声。

　夏花が藤大納言を窺うと、赤くなった目で外を見み据すえていた。

「夏花君。わたくしも桃恋鬼の桃が正せい殿でんに突き立てられた件で、実家を疑いました」

「え？　藤大納言さま？」

　突とつ然ぜん早口に言い出した藤大納言に、夏花は思考が追いつかない。

「桃恋鬼についての謂いわれは、わたくしも聞き及およんでおりました。祓ふつ邪じやを目的とした宴うたげのはずが、どうして桃恋鬼の桃がある別荘が選ばれたのか不思議だったのです」

　別荘に招かれた初日から、藤大納言は違い和わ感かんを覚えていたのだと言う。

「桃恋鬼の存在を匂におわせる様子で、もしやと思いました。泣君の怖こわがりは侍女を通じて我が家に伝わっていたでしょうから、東宮妃候補を辞退させるための、やりすぎた悪戯いたずらでは、と」

　藤原家の別荘で起こった事件であるために、藤大納言はまず実家を疑い、その目的が東宮ではなく東宮妃候補を退ける姦かん計けいにあると見た。

　東宮は藤原氏が外がい戚せきである以上、少々のことでは縁えんは切れない。とは言え、やりすぎだと見た藤大納言は、自ら犯人を見つけてやめさせようとしていたのだと言う。

「あ、だから二日前の夜にお一人で出歩いていらっしゃったのか」

　夏花の指し摘てきに、藤大納言はばつの悪い表情を浮うかべた。

「あなたは、本当に長い耳をお持ちなのね……っ」

　咳せき払ばらいした藤大納言は、話を戻もどす。

「けれど考えてもみれば、あまりにも露ろ骨こつなやり方ではありませんの。これは我が家を貶おとしめるために、あえてこの場での事件を画策した者が──」

　藤大納言の言葉の途と中ちゆうで、侍じ女じよが取り次ぎにやって来た。

「泣君と鳴弦君が、藤大納言さまのお見み舞まいにいらっしゃっております」

「お通しなさいまし」

　すぐに応じる藤大納言は、近すぎる夏花に離はなれるよう指示する。

「藤大納言さま、一度休まれては？」

「お気遣いは結構。気になることがあるのです。休んでなどいられませんわ」

　夏花が真意を問う前に、案内されて泣君と鳴弦君がやって来た。

　従う侍女たちは、手に見舞いの品だろう菓か子しや果物を捧ささげ持っている。

　袖そでで窶やつれた顔を隠かくす藤大納言は、挨あい拶さつも聞かずに言い放った。

「東宮妃候補以外は控ひかえなさいまし」

「あ、えっと。藤大納言さまもお疲つかれで、あまりお顔を晒さらしたくはないそうで」

　夏花が言い繕つくろうと、泣君は呆あきれたように息を吐ついた。

「お変わりないようで。こちらは私からの見舞いの品、昨日、皆みなでいただきましょうと言っていた菓子ですの」

　言って、泣君は菓子を置いた侍女たちに手を振ふり、退室を促うながす。

「私も、これを。何も召めし上がっていないと聞いたので、水菓子ならと用意させた」

　応じて、鳴弦君も侍女たちを下がらせる。

　侍女の衣きぬ擦ずれも聞こえなくなり、静かになった室内で、ようやく藤大納言は袖を下ろした。

　面おも窶やつれした顔と、赤くなった目に、泣君も鳴弦君も言葉もない様子。

　口火を切ったのは、泣君だった。

「…………聞いた話では、藤原の警備の者が、鬼おにから夏花君を助けて行方ゆくえ不明とのことでしたけれど。どうして夏花君と藤大納言さまは、桃もも園ぞのの、しかも桃恋鬼の桃の近くにいらしたのかしら？」

　直前まで一いつ緒しよにいたのだから、夏花は下手な言い訳もできない。もちろん、流を追った藤大納言を追ったと正直に話すわけにもいかなかった。

　返る沈ちん黙もくに、鳴弦君はもっと直ちよく截せつに問う。

「鬼と聞かされたが、あの時戻って来た夏花君の袖は、刀によって斬きられていた。相手は鬼を騙かたる賊なのだろう？　それはまるで、妖騒動の時と同じではないだろうか？」

　目め敏ざとい鳴弦君に、夏花は視線を横向けた。どうやら意見の摺すり合わせは済ませていたようで、泣君にも動どう揺ようは見られない。

　対して、藤大納言は夏花に強い視線を向けていた。妖騒そう動どうの犯人と同一犯であることを伏ふせていたのを、気づかれてしまったようだ。

「これ以上の沈黙は、肯こう定ていと取るがよろしいか？」

　鳴弦君が答えを迫せまる。

「私も桃恋鬼の呪のろいなど、信じてはおりませんのよ？」

　泣君さえも、強気に言って胸を張る。

　誤ご魔ま化かしは利きかない。

　いっそ、藤とうの大だい納な言ごんのように部分的に真実を告げるのはどうだろうと、夏花は思案する。

　ただ、これ以上勝手をして、東とう宮ぐうの足を引っ張るかもしれない状じよう況きようを作るのは躊躇ためらわれた。

　夏花が答えない様子を見て、藤大納言が泣君と鳴弦君を見据えて口を開く。

「この別荘には今、東宮さまを狙ねらう不ふ埒らち者がおります」

「藤大納言さま……っ？」

　突然の暴ばく露ろに、夏花は真意を問うように声を裏返らせた。硬かたい横顔からは、あえて過激な発言を選んだように見える。

　そんな夏花には答えず、藤大納言は鋭するどい目つきで泣君と鳴弦君を注視し続けた。

「賊ぞくは、警備に紛まぎれているようでございます」

　探さぐるように言葉を補足する藤大納言に、鳴弦君が頷うなずいた。

「そうか……。だからこうして警備から私たちを引き離したのか、東宮さまは」

　鳴弦君は、藤大納言の示した情報だけで、東宮の狙いに気づく。そのまま、浮かんだ疑念を藤大納言へと向けた。

「東宮さまを狙うにしても、どうして夏花君が襲おそわれたのだろう？」

「それを言うにはまず、自家が陰いん謀ぼうに関かかわりないことを明かしなさいまし」

　叩たたき払はらうように、藤大納言は強い声こわ音ねで言った。

「別べつ荘そうの警備には、各家から人が出されております。警備に賊が紛れている以上、東宮妃ひ候補とは言え、疑いを晴らさぬならこれ以上はお伝えできません」

「各家から警備が？　そうなのか？」

　藤大納言の詰きつ問もんに、鳴弦君は狼狽うろたえた。夏花と同じように、警備が出されていることを知らなかったようだ。

　藤大納言の視線を正面から受けて、泣君は半眼になる。

「自家と言いましても、あくまで京の血けつ縁えんでしてよ。警備の者と私は面識もございませんし、京の血縁がどんな陰謀を抱いだいているかなど知りもしませんわ」

　泣君と鳴弦君は、京から離れた場所で生まれ育ち、東宮妃候補となってから京へやって来た。

　源氏の姫ひめ、平へい氏しの姫と呼ばれることもあるが、血縁である京貴族とは疎そ遠えんだと言う。

「左様ですか。では明かせないのでしたら、下がりなさいまし」

　藤大納言が威い圧あつ的に命じた瞬しゆん間かん、室内の空気が張りつめる。

「東宮さまを狙う不埒者かもしれない人に、言えることなどございません」

「藤大納言さま……、言い方というものを考えられても」

　窘たしなめる夏花に、藤大納言は目も向けない。疑ぎ惑わくの目を逸そらさない藤大納言に、泣君がいきり立った。

「そんな言い方ありませんでしょう。知らないものは知らないのですから……っ」

　泣君に頷き、鳴弦君も不快そうに眉を顰ひそめる。

「別荘でことが起こった以上、一番怪あやしいのは藤大納言さまご自身だと自覚すべきではないだろうか」

「では、怪しいわたくしの話など聞く必要はございませんね」

　藤大納言は挑ちよう発はつ的に失しつ笑しようを吐いた。

「……あんなぁ…………！」

　泣君は怒いかり心頭に発した様子で声を上擦らせた。藤大納言は前言を撤てつ回かいする様子もなく、もう話すことはないとばかりに横を向く。

　そんな様子を冷静に見据えた鳴弦君は、考えながら口を開いた。

「答えてくれないなら、こちらの推測を聞いてほしい、というのはどうだろうか？」

　鳴弦君は別の切り口から情報を得ようとするようだ。

「夏花君を狙った賊がいたのに、東宮さまが狙われていると藤大納言さまが言う理由は、妖あやかし騒動にあるのではないだろうか？」

　突とつ然ぜん核かく心しんを突ついてくる鳴弦君に、夏花は息を詰つめた。

「あの時、夏花君だけが麗景殿へ向かった。そこで何か、賊の手がかりを見たのではないか？　だからここで、口くち封ふうじのために夏花君が狙われた」

「そうね。同一犯なら、東宮さまを狙うというのもわかるわ」

　鳴弦君の推測に、泣君も頷いて夏花を見み据すえた。

「どうなん、夏花君」

「えっと……」

　当たらずといえども遠からずと言ったところだが、正直に答えるわけにもいかない。

　言い淀よどむ夏花に、泣君は身を乗り出した。

「そちらは何か疑ってるようやけど、東宮さまに何かあれば、東宮妃にもなれないんよ」

　東宮妃になるという目的のためには、東宮が必要なのだと泣君は言う。

　東宮妃候補となって東宮の側そばに仕えている以上、今さら他ほかに嫁とつぐのも難しい。

　そんな思いから発された泣君の言葉は切実だった。

　夏花は、暴露した藤大納言を窺うかがう。変わらず疑いの目で東宮妃候補を見ており、東宮を廃はいそうと考えるだろう理由を口にした。

「源氏筋なら、東宮に立てる方が他にいらっしゃいます。平氏なら、懇こん意いにする院の御み子こがそうですわ」

　東宮妃候補の血縁には、東宮を廃そうと画策する理由がある。そう突きつけられた泣君は、頰ほおを攣つらせて応おう酬しゆうした。

「それを言うたら、藤原の影えい響きようの薄うすい東宮さまは疎うとましいでしょうね」

　藤大納言にも、東宮を狙う理由があると、泣君は睨にらみ合う。

　東宮妃候補にも、東宮が狙われる理由は想像がついているのだ。東宮が立つ前に、東宮の候補として名の上がった者たちが、自じ滅めつするような争いがあったのだから。

　東宮の地位が安あん泰たいだと、楽観していたわけではなかった。

「……いいだろうか」

　不意に、鳴弦君が注目を集めるように言った。

「私は、共にすごす中で、皆のことを信しん頼らいしている」

　突然の告白に、言い合いをしようとしていた藤大納言と泣君も黙だまる。

「だからこそ、東宮妃候補として競きそうなら持てる術すべを駆く使しして挑いどむ心積もりだ。もちろん、皆が力の限り東宮妃となるために私に挑むのなら受けよう。だが、現状は競い合うような場合でもない」

　東宮妃になるためにはまず、東宮の安全が優先であり、誰だれが東宮妃に相応ふさわしいかと争う必要はないはずだ、と。

　何が言いたいのか真意はわからずとも、鳴弦君が真ま面じ目めに言っているのは真しん摯しな声音から窺えた。

「競うに足る方々だと信頼はしているが、私の信頼は、見ないふりで問題から目を背そむけることではない。信頼しているからこそ、頼たよってほしいと、手助けをしたいと思うんだ」

　口を引き結んだ藤大納言を一いち瞥べつして、泣君が鼻を鳴らす。

「ふん、鳴弦君もたまにはいいことを言いますわね。今さら除のけ者だなんて、いけずはしないでいただきたいわ」

　事情を知らないままで、退ひく気のない泣君と鳴弦君。

　夏花には、二人の言葉に噓うそはないように聞こえる。

　藤大納言も、東宮を狙う一連の事件に関かん与よしていないと、信じてはいるだろう。

　だからこそ、東宮が狙われていると一番危険な可能性を告げた。

「お心を聞き、答えもせずに黙もくするのは、なんとも甲か斐いのない対応でしょうね。気持ちというものは、取り引きするように同程度を必ず返さなければいけないものでもないのですが……」

　一いつ旦たん言葉を切った夏花は、真っ直すぐに見つめてくる三対ついの目を見返す。信頼が口だけではないと物語るように、東宮妃候補たちは急せかさず続く言葉を待っていた。

「……京へ来て以来、私は偽いつわりを口にすることが多くなりました。そんな私を、皆みなさんは信頼すると言ってくださる。いったい、その目に私はどう映っているのかしら？」

　夏花が言こと葉ば遣づかいを繕つくろったまま問えば、藤大納言は呆あきれた様子で眉まゆを顰め、泣君は不服げに唇くちびるを尖とがらせる。鳴弦君は困ったように苦く笑しようした。
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　心中を如によ実じつに語る表情に、夏花は笑ってしまう。

　東とう宮ぐう妃ひ候補たちは、夏花が姫らしく振ふる舞まう裏にある、姫らしからぬ性格と行動を知っている。公おおやけにすれば夏花の醜しゆう聞ぶんとなりえる情報を、決して漏もらそうとはしない。

　普ふ段だん争う立場にあっても、助けた恩に報むくいようとしてくれる真摯な姿勢か、競い負かしてこそ意味があるという直ひた向むきさか。

　どんな理由であれ、夏花はそんな東宮妃候補たちの対応を快く思っていた。心通う何かが育はぐくまれつつあると、信じられるのだ。

　そんな東宮妃候補にこうまで言われて、答えられないような自分では恥はずかしい。何より、信頼を寄せられて答えられない不誠実な人間ではいたくなかった。

　夏花は一度目を閉じると思案し、心を決める。

「わかりました。では、信頼にお応こたえしましょう」

　夏花の言葉に、泣君と鳴弦君が身を乗り出した。

「と言っても、私の口から言えることは少ないのですが」

　そう前置きして、夏花は昨日起こった桃もも園ぞのでの顚てん末まつを教えた。

　全すべてを話すのではなく、言いづらい身の上の流は、藤とうの大だい納な言ごんが幼少から知る警備として語り、賊ぞくに襲おそわれたのを助けられたが、流の生死は不明であることも告げる。

　人死にが出ているかもしれない状じよう況きように、泣君は戦おののいた。

「ですから、東宮妃になりたいと願う限りは、東宮さまのご指示に従うべきです」

　夏花がそう締しめくくると、鳴弦君が苦笑する。

「あまり、説得力がないようだ、夏花君」

「あら、お言いつけを破ってばかりの私だからこそ、説得力が増すかと思いましたの」

「……結局、信頼に応えると言っておいて、脅おどしかけているだけではないの」

　夏花の話を聞いて、藤大納言も呆れた。

　ふと、泣君が気づいた様子で夏花に視線を向ける。

「その言い方だと、夏花君は、東宮妃にならずとも良いと言っているようではないかしら」

　指し摘てきされて、夏花は本音が漏れてしまったことに焦あせる。

　微笑ほほえみで誤ご魔ま化かそうとするが、東宮妃候補たちは視線を据すえて逸らさない。夏花は言い訳を捻ひねり出した。

「……東宮さまが、ご健勝であるなら、私はそれで十分だと思っておりますので…………。この身でお役立てるのなら、言いつけも破りましょう」

　東宮だけを危険には晒さらせない。その思いは本心だ。

　姫ひめ君ぎみだからと足を引っ張りたいのではなく、己おのれを顧かえりみない東宮の助けになりたい。

　ただ流を犠ぎ牲せいにしてしまった今回に関しては、自らの失態だと、夏花は視線を落とした。

「お叱しかりを受ける覚かく悟ごはできております」

　東宮に叱られる以外に、今は身の処し方がわからない。流に助けられた命を、恥じることなく生きるにはどうすべきか。

　思案に暮れる夏花の言葉に、返る声はない。見れば、東宮妃候補たちは夏花を凝ぎよう視ししていた。

「く……っ、身を尽つくしても東宮さまを思うその覚悟、私はまだ甘かったようだ」

　鳴弦君が悔くやしそうに下を向くと、泣君が歯は嚙がみする。

「むぅ……っ、き、気持ちの深さで、東宮妃が選ばれるわけではないんですからね！」

　藤大納言も眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「ふん……っ、少しだけ、東宮さまが夏花君に目をかける理由がわかりました」

「……え…………？」

　東宮妃候補たちの反応の不可解さに、夏花は行き違ちがいがあるような気がする。

　訂てい正せいしようと息を吸うと、鼻び孔こうに知った薫かおりが届いた。

「この香こうは……」

　夏花の声に、他の東宮妃候補も気づく。

　わざわざ風上に立ったのは、室内に来訪を報しらせるためか。

「よろしいかな？　ご説明に上がったものの、必要ないようですが」

　外から開けられた襖ふすまの向こうに、東宮が現れる。

　先さき触ぶれもない来訪に、東宮妃候補たちは頭を下げるのも忘れて東宮を見つめた。

「さて、事情を知ったからには、皆に協力を要よう請せいしたい」

　座りもせず、東宮は用件を畳たたみかける。夏花もすぐには答えられず、優やさしそうに微笑む東宮を見上げるしかなかった。

　ただ、東宮の目は確かに思い決めた強さが感じられる。鬼き面めんの賊を捕とらえる算段が立ったのだろう。

「昨日の一件で、賊は焦り、包囲を縮めるでしょう。その焦りを、逆手に取ります。姫君方には危害が及およばぬよう配はい慮りよいたしますので、どうか、ご協力をお願いいたします」
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　深しん更こう、別べつ荘そうから京へと続く道に設けられた関を大きく迂う回かいするように、一台の牛ぎつ車しやが進んでいた。

「おい、あれか？　あの姫ひめが乗った牛車っていうのは」

「そのはずだが……。この距きよ離りじゃまだ、同じ車だと言い切れないな」

　茂しげみに潜ひそむ賊は、仲間の慎しん重ちようすぎる言葉に眦まなじりを吊つり上げる。

「そんなあやふやなことじゃ、いけねぇんだよ……っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。確かにあの姫が別荘で牛車に乗ったことは確かく認にんしただろう」

　賊は近づいてくる牛車から視線を外さないまま、懐ふところから鬼面を取り出した。

「怪け我がした侍じ女じよは、別荘に残しているのを確認した」

「つまり、牛車に一人か。その分、周りは東宮の側近で固めてあるな」

　相手が少数と侮あなどれない手て練だれであると、鬼面の賊たちは身をもって知っていた。

「女一人が乗るにしちゃ、進みが遅おそくないか。まるで、車が重いみたいだ」

　賊の一人が懸け念ねんを口にするが、月が明るいとは言え、穿うがたれた轍わだちの深さは見えない深更。鬼面を被かぶる仲間が杞き憂ゆうだと笑った。

「音を気にしてるんだろう。車輪の音は響ひびく」

　辺りは田畑が広がるばかりの郊こう外がい。関で焚たかれた火も届かない静かな場所。

「…………今度こそ、やるぞ。これ以上の失敗はもう、取り返しがつかねぇ」

　恨うらめしげな声こわ音ねで言う賊に、仲間が不安を払ふつ拭しよくしたい様子で問う。

「本当にあの女を人ひと質じちにとって、上手うまくいくのか？　東宮は、誘おびき出せるのか？」

　日中、偶ぐう然ぜん見つけた夏花を仲間が襲った。成功していれば良かったものの、邪じや魔まが入ったことで失敗してしまっている。

　そのことで東宮が東宮妃候補に接せつ触しよくし、状況が賊にとって悪い方向へと傾かたむいてしまったのだ。

　別荘では、夜を徹てつして火が焚かれ、明日京へ戻もどる準備が大急ぎでなされている。警備に賊が紛まぎれている別荘など早々に引き払はらい、身の安全を確保する算段なのだろう。

　もはや、別荘で東宮や夏花の隙すきを見て襲うのは無理だった。

「東宮も、殺させないためにこうして逃にがしてんだろ。今は牛車に集中しろ」

　夜よ更ふけになって、隠かくれて牛車が用意されたことを賊は察知した。見張っていると、夏花が乗り、警護を固める様子があったのだ。

　比して、別荘の中では牛車の準備を悟さとられないよう明々と火を焚く様子が、憚はばからず行われた。賊の目には、その明るさこそが陽動のように映ったのだ。

　夏花個人が狙ねらわれているとわかったからこそ、東宮は密ひそかに夏花だけ先に京へ逃がそうとしている、と。

　夏花につけた分足りなくなった側近の警護を補うため、夜を徹しての準備を言い訳にした灯あかりの多さ。

　賊が容易たやすくは近づけない上に、東宮も護身の心得があるのは妖あやかし騒そう動どうの時にわかっている。東宮に近づくのも難しければ、鬼おにを騙かたって殺すことも難なん儀ぎする状況。

　そのために、一人別荘を離はなれた夏花を狙い、人質にして東宮を諸もろ共ともに殺す算段を立てた。

「何、人質と言っても、殺したって構わねぇんだ」

「そうだ。呼び出す口実になりゃいい」

　抵てい抗こうするようなら殺す。血のついた着物を届けて、東とう宮ぐうを誘き出すだけでもいい、と。

　立場上、東宮は夏花を見捨てられないのだ。夏花をここで捕らえれば、別荘から逃げることもなくなる。

　賊ぞくは速度を変えず近づく牛車を捉とらえて、頷うなずき合う。

　牛車が所定の位置に到とう達たつし、賊の目にもはっきりと標的が映った。

　牛車を囲むのは、牛飼いも入れて七人。別荘の牛飼いは頭数に入れなくていい。

　敵は六人、賊も六人。

「逃げられないようにしろよ」

　そう言って、賊は二手にわかれた。

　狙うは、片側を山に、もう片側を人の頭より高く盛った畦あぜの土つち壁かべに挟はさまれた道。狙いの場所に入った牛車を、賊は素す早ばやく前後から挟み撃うちにした。

　月に光る白はく刃じんに、牛飼いが悲鳴を上げる。

「ひぃ…………！　お、鬼……っ？」

　鬼面に戦き震ふるえあがる牛飼いは、無様に尻しりもちを突つき、牛も驚おどろき動きを止めた。牛車は大きく揺ゆれて、車輪が軋きしむ。

「鬼面だ！　鬼面の賊だ！」

「賊が出たぞ！　構えろ！」

　警護についていた側近たちは、すぐに抜ばつ刀とうし、牛車を守る体勢で構える。

　牛車は賊に囲まれ、逃げ場はない。進むにも戻るにも、賊を打ち倒たおす他ほか、道はなかった。

　月の明るい夜道に、剣けん戟げきの音が響く。

　鬼面の賊も決死の覚悟で側近に斬きりかかり、その気き迫はくの違いが戦せん況きようの優ゆう劣れつを動かす。

　東宮の側近が次つぎに負傷し、牛車を守る人の壁かべが崩くずれた。

「おら、邪魔だ……！」

　斬りつけられ、怯ひるんだ側近を蹴けり倒した賊が、牛車の御み簾すに手を伸のばす。

　乱暴な手が触ふれようとした瞬しゆん間かん、御簾の内側から白刃が突き出された。

「ぎゃ……っ、この！」

　手を斬られ戦おののく賊に、牛車から薄うす紅べにの袿うちきを頭から被った人物が現れる。

　慣れた仕草で白刃を薙なぐ姿に、鬼面の賊は瞠どう目もくした。

「こいつ…………、あの姫じゃないぞ！」

　側近と切り結んでいた賊たちは、仲間の声にたじろぐ。戸と惑まどいは隙を生み、賊の攻こう勢せいに陰かげりを生んだ。

　同時に、袿で顔を隠した人物は悠ゆう々ゆうと牛車を降りる。身を屈かがめた姿は、夜の影かげで女にも見み間ま違ちがえそうだが、賊へと向かって刀を振ふるう鋭するどさが、姫と呼ばれる者ではないと物語っていた。

「てめぇは、誰だれだ……！」

　袿の人物の刀を受けた賊の誰すい何かに、小こ馬ば鹿かにしたような失しつ笑しようが返される。

　賊が鬼き面めん越ごしにもわかる憤ふん怒ぬの気配を漂ただよわせると、横から賊の仲間が加勢し斬りかかった。

　音で敵の接近を察したのか、袿を脱ぬぎ、投げることで敵の視界を塞ふさぎ、距離を取る。

「この！　こんな物で……っ」

　袿を叩たたき払った賊は、相手を視界に収めると、言葉を失なくして顔を歪ゆがめた。

「なんで……、お前が…………！」

　予想外の状じよう況きように、切り結んだ賊も取り乱し、指を突きつける。

　賊の困こん惑わくを眺ながめて、袿を脱ぎ捨てた人物はもう一度失笑してみせた。

「どうしてここにいるんだ！」

「噓うそだろ……っ、と、東宮がなんで！」

　月光の中、白刃を握にぎって現れたのは、別荘にいると思い込んでいた東宮本人。

　鬼面の賊が周囲に目を走らせると、一度は崩れた側近たちはすでに体勢を立て直している。重傷者はおらず、気迫に押されはしたものの、全員が軽傷で済むよう立ち回ったことが窺うかがえた。

　賊は罠わなにかけられたことを察して目を剝むく。

　刀を構え直した東宮は、笑えみを収めて賊を睨にらみ据すえた。

「女一人と侮り、囲み襲おそうなど言語道断。不ふ埒らち者どもめ、覚かく悟ごしろ。……さぁ、鬼おに退たい治じの時間だ」

　叱しつ責せきする東宮の声に、賊は圧おされたように一歩足を引いた。







[image: 七章　鬼退治]




　夏花は、牛ぎつ車しやの外から聞こえる剣激に身を硬かたくしていた。

「牛車に乗ってるのはあの姫で、お前は別べつ荘そうにいるはずだろう！」

　東宮の登場に慌あわてる賊の一人が叫さけんだ。

　夏花が身を縮めると、一いつ緒しよに牛車に潜む門原が肩かた越ごしに振り返って落ち着かせるように微笑ほほえんだ。

　外からは切り結ぶ音の合間に、答える東宮の声が聞こえる。

「お前たちが焦あせり別荘にいる内にと、包囲を縮めようとすることは容易に想像がついた。包囲を形成しようとする中、その包囲に残る者と抜ぬけ出した者、どちらを追うかなど考えるまでもない」

　京に逃げられ、討とう伐ばつ隊でも組織されれば、賊は東宮を首しゆ尾びよく片づけたとしても、逃げ延のびることさえ難しい。

「その様子からすると、私が正せい殿でんにいると疑っていなかったようだな。お前たちの悪事は全すべて露ろ見けんしていると思え。桃恋鬼などと騙っても、警備に賊が紛れていると知れば何も奇き怪かいなことはない。閉め切られた正殿に桃ももの花弁を撒まいたのも、調べに入った賊の仲間というだけ。そう言えばあの時には、ずいぶんと熱を入れて怯おびえてみせていたな」

　挑ちよう発はつ的に笑う東宮に、鬼き面めんの賊は怒いかりも露あらわな直線的な動きで斬りかかる。

　御簾の向こうの立ち合いを見守る夏花は、指を組んで握り固かた唾ずを吞のんだ。

　別荘では明々と火を焚たき、警備も別荘の使用人も総動員して、帰りの準備をさせている。そんな中で離れだけは、警備を派は遣けんした各家から二人ずつ選び、互たがいを監かん視しさせる形で人の壁を作って守られていた。

　夏花がそんな守りから抜け出たのは、まさにこの状況を作り出すため。

「東宮妃ひ候補方は、侍じ女じよたちと固まっており襲うには難しい。だからこそ、こうして少数に見せかけた[image: 囮]おとりに食いつくと思っていた」

　夏花に扮ふんしていたように語る東宮は、賊たちの殺気を浴びても揺るがない。

　鬼面の賊を釣つるため、同行を要よう請せいされた夏花だったが、本当に牛車に乗っていることがばれてはいけない。夏花を守ると同時に、鬼面の賊に狙ねらいは全て看破されているという圧をかけ、戦意を削そぐ東宮の作戦なのだから。

　わかっていても、東宮が狙われている姿を眺めるだけという状況が歯は痒がゆい。

「……ご高説、どうも。だが、俺たちの狙いは最初からあんただ」

　声からして、夏花に私し怨えんを持つ鬼面の賊が、切っ先を東とう宮ぐうに突きつけて言った。

　罠と知った動どう揺ようを抑おさえれば、東宮がわざわざ自ら刃やいばの前に現れてくれたのだ。鬼面の賊にとって、この好機を逃のがす手はない。

「だろうな……」

　東宮は眼前の刃に怖おじることなく、苦く笑しようを浮うかべた。魚が餌えさに食いついた喜びを誤ご魔ま化かすように。

　ふと、何かに気づいた様子で東宮が横を見る。無防備な横顔が、夏花の不安を搔かき立てた。

「姫ひめさま、大だい丈じよう夫ぶですって。東宮の……読みどおりですよ…………」

　門原が呟つぶやくと、辺りに多くの足音が迫せまる。

　武装した者たちの重く金属音の混じる足音に、賊は浮き足立った。

　応じて、東宮と側近は、山林を背に刀を構え直す。

「こうして襲われることを予見していながら、伏ふく兵へいの一つも用意していないと思ったか？」

　東宮の言葉に応こたえるように、警備が道を塞ぐ形で現れる。鬼面の賊は自分たちが囲んだのと同じ形で囲まれていた。

「この道を選べば、この場所で襲ってくるとわかっていたからな」

　襲しゆう撃げきに適した地形のある道をあえて選んだ東宮は、鬼面の賊の行動を操あやつるように予見していた。

「う……っ、く、くそ…………！」

　完全に囲まれた賊ぞくは、周囲に刀を振って牽けん制せいしようとするが、包囲は縮められる。

「大人しく降こう伏ふくしろ。素す直なおに応じるようなら、悪いようにはしない」

　勧かん告こくする東宮の声は、夜を打つように響ひびいた。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きで、緊きん張ちようは高まり、息苦しいほどの殺気が立ち込める。

　引き絞しぼられるような圧あつ迫ぱくに耐たえかねた叫びが、突とつ然ぜん牛車の脇わきで上がった。

「ひぃ、ひぃぁぁああ……っ」

　殺気はない。攻こう撃げき性もない。警けい戒かいを呼ぶほどでもなく、最初から眼中外の存在。だからこそ、誰だれもその悲鳴と行動に目を瞠みはり、対応できなかった。

「お、ぉお、お助け……！」

　夏花は、突然叫びながら御簾が捲めくられたことに肩かたを跳はね上げる。

　牛車に乗り込もうと、這はうように手をかけたのは丸まる腰ごしの牛飼いだった。

「この……っ、来るんじゃねぇよ！」

　すぐさま門原は牛飼いを外へと蹴けり出し、御み簾すを戻もどす。

　夏花も牛車の奥にいて見られてはいないはず。

　そのはずだったが、夏花に私怨を持つ賊が喉のどを鳴らして笑い出した。

「くっくっ、誰もいないはずの牛車に、護衛がいる必要はないよなぁ？」

　賊の仲間は一いつ斉せいに牛車を凝ぎよう視しする。

　賊がこの牛車を襲うと決めたのは、夏花が乗っていると確かく認にんしたからだ。そうでなければ賊も動かないと、東宮は考えた。

　そのために東宮妃候補たちには夏花が離はなれからいなくなっても騒さわがないよう協力を求め、東宮自身は正殿にいるかの如ごとく偽ぎ装そうした。

　夏花は門原に守らせたまま、賊に気取られることなく終わらせるはずが、恐きよう慌こうをきたした牛飼いの予想外の動きで露見してしまったのだ。

「させるな！　かかれ！」

　いち早く指示を出したのは東宮だった。

　包囲を縮めていた伏兵たちが、賊を捕とらえようと動き出す。

　夏花は自身が狙われると知って、身構えた。途と端たんに、背後にある牛車正面の御簾が大きく揺ゆれる。

「これか……っ？」

　迫る手に、夏花は悲鳴を押し殺して避さけた。

「……んの、野や郎ろう！」

　瞬しゆん間かん、門原の目が暗い牛車の中で光るような鋭するどさを帯びる。

　乱暴に突つき入れた賊の腕うでを、門原は摑つかんで外へと出ていった。

　夏花は激しくなるばかりの戦せん闘とうの音に、歯を食い縛しばって顔を上げる。

　ここで怯えて動けなくなっては、東宮に迷めい惑わくがかかるのだ。恐きよう怖ふに俯うつむくのではなく、敵の動きを見て自分の身を守らなければならない。

　牛車正面の御簾を見ると、門原が自らを盾たてに夏花を守っている。警戒すべきは後ろ、と目を向けた途端、牛車に向かってくる鬼面の賊を見た。

　鬼面越ごし、御簾越しであっても肌はだに感じられる殺意は、知っている。

　夏花に私怨を抱いだく鬼面の賊が、迫る警備たちを切り払はらって近づいて来ていた。

　包囲された賊は絶体絶命のはずだが、暗殺を請うけ負うほどの腕前は侮あなどれない。時間をかければ消しよう耗もうさせられるものの、それは賊もわかっている。

　だからこそ活路を見み出いだすために、夏花の命を盾に使おうと狙っているのだ。

　牛車と鬼面の賊を阻はばんでいた警備が斬きり倒たおされ、夏花から返り血を浴びた鬼おにの姿が見える。

　抑えきれない震ふるえに肩を揺らした瞬間、賊を阻むように立ちはだかる者が現れた。

「させるか……！」

　山林への逃とう走そうを防いでいたはずの東宮が、夏花を守るため牛車を背に構える。

　そんな東宮を、鬼面の賊は嘲あざ笑わらった。

　口元が見えるほど鬼面をずらした賊の口には、小さな笛が咥くわえられている。

「あれは……っ、まさか逃にげる時の…………！」

　妖あやかし騒そう動どうの折にも聞いた笛の音。夏花が意味に気づくと同時に、撤てつ退たいを報しらせる笛が吹ふき鳴らされた。

「あ、この……！」

「待て！　逃がすな！」

　牛ぎつ車しやの前後から、逃とう亡ぼうする賊を捕らえようと慌あわてる声が上がる。

　牛車を守ろうと固まっていたために、山林へと逃走する隙すきをみせてしまったのだ。

　夏花を狙うかに見えた賊も、すぐさま山林へと駆かけ出す。

「く……っ。一人でもいい！　捕つかまえろ！」

　東宮の命令がなくとも、側近も警備も賊を追おうとするが、包囲のため密集しており、仲間同士で体がぶつかり合い、素す早ばやくは動けなかった。

　御簾ににじり寄った夏花は、暗い山林の中へと飛び込む鬼面の賊の背中を見る。

「待て！　殺すな！」

　東宮の命令も遅おそく、何人かの賊は背後から止めようとした警備たちの攻撃を受け致ち命めい傷しようを負う。

　夏花に私怨を持つ鬼だけが、木々を盾に山林へと踏ふみ込んだ。

「……逃げられた…………っ」

　夏花が悔くやしさを嚙かみ締しめた途端、何故なぜか一度は山林へ入った賊が、斜しや面めんを転がり落ちてくる。

「なんだ、今の……っ」

　獣けもののように地を這って起き上がった賊は、山林を睨にらみつけた。

　その顔を覆おおっていた鬼き面めんは、強い衝しよう撃げきを受けたのか、額から頰ほおまで罅ひびが入っている。

「と、捕らえろ！　絶対に逃がすな……！」

　状じよう況きようはわからないながら、東宮は指示を叫さけぶ。応じた側近と警備たちは、刀を納めて縄なわを手に、鬼面の賊へと殺さつ到とうした。

　瞬またたく間に、抵てい抗こうできないよう地面に押さえつけられた賊に縄がかけられる。

「……東宮…………っ」

　ようやく手がかりかもしれない賊を捕まえた。

　その安あん堵どと興奮に夏花が声をかけても、東宮は聞こえていない様子で山林を見ている。

「東宮……？」

　夏花はこっそり御簾を押し開いて東宮の見る先を確認するが、山林の深い影かげしかわからない。

　もう一度見上げた夏花は、困こん惑わくした様子で呟つぶやく東宮の横顔を見た。

「…………若、君？　……いや、まさか」

　東宮は自ら否定して首を横に振ふる。

　夏花も呟きの意味がわからず首を傾かしげる他ほかなかった。

「姫ひめさま、無事ですか？」

「門原どの。そっちこそ、怪け我がはない？　……ねぇ、さっき賊が転がり落ちて来たけど、誰だれかいたの？」

　牛車の正面から声をかけてくる門原に、夏花は山林にも伏ふく兵へいがいたのかを問う。

「さて……、誰かいたようには見えませんでしたね。見た感じじゃ、木にぶつかったか、斜面に足を取られたかじゃないですか？」

　言いながら、門原も山林を見み透すかすように目を細めた。

　不意に、背後の御簾が音を立てる。振り返ると、東とう宮ぐうが牛車に上がり込んでいた。

「長姫……、すまない」

「え？　なんで謝るの？」

「捕らえられた賊は一人だけだ。それに、守ると言っておいて、結局危険な目に遭あわせた」

「そんなの……、待って！　頭を上げて、東宮」

　謝罪と共に頭を下げようとする東宮を、夏花は肩かたを押さえて止めた。

「ここに来ることを承しよう諾だくしたのは私だし、こうして無傷なんだから、東宮はちゃんと守ってくれたんだ。何も謝ることなんかない」

　言い切る夏花に、東宮は困ったように眉まゆを顰ひそめた。

「もっと、危険を感じないほどに、守りたいんだ」

「本当に、自分のことは顧かえりみないんだから。東宮、怪我はない？」

「あぁ……。掠かすり傷程度だな」

　言われて初めて自分の怪我を確認した東宮は、なんでもないことのように答えた。

「掠り傷でも、放ほうっておくと膿うむんだ。別べつ荘そうに戻ったら手当てしよう」

「お、長姫がか……っ？」

「この足も自分でやったんだから。別に私は血が怖こわいなんて言わないよ」

　狼狽うろたえる東宮に、夏花は少しでも役に立ちたい思いのまま迫せまる。

「ま、待て、その……、長姫にそんなことはさせられ──」

　東宮が断りの言葉を口にしようとすると、外から側近が声をかけた。

「東宮さま、失礼いたします。遺体を数えたところ、賊の数が想定よりも少なく……。別荘にまだ賊ぞく徒とが潜ひそんでいるかもしれません」

「そうですか。それではすぐに別荘へと戻り、遺体の顔を警備担当者に確認させ、所属を明らかにしましょう」

　まだ鬼面の賊が別荘に残っているかもしれない。

　その報せに、夏花は別荘で待つ東宮妃ひ候補たちを思い描えがく。

　両手の指を組み合わせて不安を鎮しずめようとする夏花に、東宮は手を重ねて頷うなずいてみせた。




　別荘へと戻もどり、鬼面の賊の仲間を捜さがした東宮だったが、すでに逃げ散った後だった。

　警備に姿が見えなくなった者が四人おり、それが賊の仲間だったと思われる。

　離はなれに戻された夏花だったが、東宮妃候補たちが寝ね静しずまったのを機に、まだ薄うす暗ぐらい早朝、門原に無理を言って別荘の小こ寝しん殿でんへと忍しのんで行った。

「……っ。やはり来たか」

　東宮は顔を顰めたものの、予想していたらしく止まるよう手で指示を出し、言葉を発さぬよう身み振ぶりで命じた。

　小寝殿の中にある塗ぬり籠ごめには、唯ゆい一いつ生け捕どりにできた賊を捕らえてある。

　小寝殿周辺には警備がいるものの、内部には側近が見張りに立ち、夏花と門原の姿を咎とがめる者はいなかった。

　それなのに沈ちん黙もくを強しいるのは、夏花の存在を勘かんづかれたくない相手、鬼面の賊がいるからだろう。

　夏花の警護についていた門原は、東宮に手を挙げて意思表示をする。意図を察した東宮は、一つ頷きを返した。

「藤とうの大だい納な言ごんの姫を始め、東宮妃候補たちは眠ねむりましたよ」

　藤大納言とあえて門原が言ったのは、昨日から一いつ睡すいもしていないことと、流を突つき落とした賊を捕まえたことを伝えたと報せるため。

「厳げん罰ばつを、とのことでした」

　藤大納言の言葉を伝える門原から、東宮は真しん剣けんな顔で見つめる夏花に視線を移す。

「働きには感謝している。報むくいるよう、善処しよう」

　東宮の言葉に、夏花は深く頷いた。

　結局、流は見つからないまま一日以上が過ぎている。

　生存は絶望的だが、門原はだからこそ、生きて隠かくれている可能性が捨てきれないと言ってくれた。

「それで、そっちはどうですかね？」

　門原は言いながら、塗籠へと視線を向ける。

　賊は尋じん問もん中。何か聞き出せたことはないかと、門原は問いかけたのだ。

　東宮は一度、塗籠を見て、夏花たちに目顔で移動を促うながす。

　小寝殿の対たいの屋やへ向かう東宮について行った夏花は、重く疲つかれたような息と共に答えを聞いた。

「……口が堅かたい」

　端たん的てきながら、悩なやましい問題だ。

「聞いて、はいそうですかと答えるわけがないのはわかっていたが。……こちらが焦じれる」

　東宮は余人の目がないことで、手近な柱に背を預けた。

　疲れの滲にじむ東宮の様子に、夏花が気き遣づかう視線を向けると、東宮は安心させるように笑ってみせる。

「だが、桃恋鬼の件については吐はいた。警備に紛まぎれた仲間と共に、花枝を正せい殿でんに突き立て、侵しん入にゆうしたと見せかけ花弁を撒まいたこともな」

　鬼面を被かぶって東宮を襲おそったことは、もはや言い逃のがれのしようがない。

　そのためか、賊は桃ももの花枝を突き立て、桃恋鬼に扮ふんしたことは最初の内に自白したと言う。

「ただ、妖あやかし騒そう動どうについては黙もく秘ひを貫つらぬいている。……少々撫なでた程度では吐かないようだ」

　撫でた、と表現する尋問内容がどんなものか、夏花には想像がつかない。

「証言者がいるのに、黙秘する理由があるんですかね？」

　門原は、不満顔な夏花の心中を代弁した。

　話をする小寝殿は大きくない。外には信しん頼らいしきれない警備も人手として配してある。

　門原は、余人に聞かれる可能性を考こう慮りよしたのだ。

「時間稼かせぎかもしれない。例えば、逃にげた仲間が助けに現れるのを待っている、とか」

　別荘に残っていた賊の仲間と思おぼしき者たちは逃げてしまっている。ありえなくはない考えだ。

「じゃ、すぐに京へ帰りますか？」

　門原は散歩にでも誘さそうような軽さで聞いた。

　生き残った賊を奪だつ還かんさせないためには、手の届かない場所へ移動してしまうほうが早い。

　京なら人目が多く、一度大罪人として公表すれば、簡単には賊の仲間も手を出せなくなる。

「いや……。できれば、こちらで聞き出したい」

　そう答えた東宮の目には、懸け念ねんの色があった。

　賊の手は及およばなくとも、京には黒幕の手が届く。妖騒動の折にも、内だい裏りの再建という現場に、妖に扮した賊は潜んでいたのだ。

　東宮は、京を信用していない。

　若君が殺され、身分を偽いつわった時からなのだろう。

「じゃ、背後関係はどうです？　ちょいちょいと、かまをかけたりして？」

　門原のふざけるような言こと葉ば遣づかいにも、東宮は厳しい面おも持もちのまま、首を横に振る。

　誰の命令で、何を目的として東宮を狙ねらうのか。賊は核かく心しんについては吐かないらしい。

　さらに問うように眉を上げてみせる門原に、東宮は夏花に気遣わしげな視線を向けて答えた。

「あの賊を警備として派は遣けんしたのは、……源氏筋に当たる貴族だ」

　源氏筋というからには、源氏ではないのだろう。

　直接は関係ないかもしれないとは思いつつ、夏花は湧わき上がる疑念に息を詰つめる。

　源氏筋の血を引く、泣君を脳のう裏りに描いて。

「桃恋鬼が賊で、東宮を狙ってるって、話しちゃったのは……まずかったかな？」

　藤大納言は流という犠ぎ牲せいを出しているものの、別荘で行われた凶きよう行こうという場所を考えれば、藤原家が怪あやしいと言える。

　同時に、実行犯が源氏筋からの紹しよう介かいとなると、血けつ縁えん者に影えい響きよう力を持つだろう源氏自体が怪しくなる。

　己おのれの言動を省かえりみて悩む夏花に、東とう宮ぐうはふと笑えみを零こぼした。

「まずかったと俺が答えたとして、何かやることが変わるのか？」

　指し摘てきされ、夏花は鳴弦君が信頼しているからこそ教えてほしいと、心中を語った時のことを思い出す。流の死を嘆なげき真相を求める藤大納言も、当事者となる覚かく悟ごを決めて信頼を口にした泣君と鳴弦君にも噓うそはなかった。

　そう、夏花は信じている。

「あの時、東宮妃候補の中に偽りを語る者はいなかった。私は話したことが間ま違ちがいだとは思わない。──東宮妃候補たちを信じてるからこそ、潔白を証明するために探さぐることはやめない」

　迷いを払はらって見つめる夏花に、東宮は頷いてみせた。

「こちらのやることも変わらない。全すべてを疑い、数多あまたの疑ぎ惑わくを晴らすため賊の尋問を続ける」

　東宮妃候補が関かかわっていようといまいと、東宮は若君の仇かたきを討うつため持てる手を尽つくす。

　疑惑が一つ増えたところで、夏花も東宮もやることは変わらないのだ。

　ふと夏花は、答える東宮の目の下に隈くまが浮うかんでいることに気づく。顔色も、あまり良いとは言えない。

　思えば、夏花が攫さらわれた夜からまともに寝ねていないのだろう。

　桃恋鬼の花枝が刺さされた別べつ荘そう到とう着ちやくの日から今日まで、命を狙われていたのだから。

　夏花は東宮の体調が気がかりになった。

　顎あごを撫でながら考え込んでいた門原は、東宮に思いつく限り問いを向けた。

「遺体と残された武器類から、探ることはできないんで？」

「できなくはないが、時間がかかる上に、白を切られれば追つい及きゆうしようがない。……やるとすれば、京に戻ってからだ」

　妖騒動の折、夏花が手に入れた手がかりの短刀のように、何処どこで作られ、誰だれが発注したか、調べる術すべはある。

　ただ短刀を調べた時同様、相手が知らないと言えばそれ以上の追及は難しい。それでも、今回は生きた証人がいる。東宮暗殺を仕組んだ実行犯がいる以上、疑われた者は白を切るという半はん端ぱな誤ご魔ま化かしは通用しなくなる。

「つまり、後回しですか。じゃあ、今は何を聞いているんで？」

　桃恋鬼を騙かたったことは吐いた賊だが、妖騒動についても、指示を下した人間についても喋しやべらない。

　そんな状じよう況きようとは言え、夏花と門原が小こ寝しん殿でんに忍しのび込んだ時には、塗ぬり籠ごめから恫どう喝かつするような声が聞こえていた。

　今も、尋問は続けられている。

「……妖に見せかけるという作戦は誰が思いついたのかと、聞いている」

　硬かたい東宮の声こわ音ねで、夏花はそこからどんな答えを引き出そうとしているのかに気づいた。

　ひと月前に起こった妖騒動は、暗い夜に寝込みを襲い、逃げる際には放火するという手口が、若君が殺された状況に似ていたのだ。

　鬼き面めんの賊ぞくが夏花に私し怨えんを持つに至ったのは、その妖騒動の際に邪じや魔まをされたから。

　今回の桃恋鬼を騙る賊と、妖騒動を引き起こした賊が同一犯であることに間違いはない。であるならば、似た手口の若君暗殺も同じ人物、もしくは黒幕が画策したことかもしれないのだ。

　夏花は答えを求めるように東宮を見る。若君の死の真相を知りたいのは、夏花も同じだ。

　黙秘を貫く賊の口を割らせる手助けはできないかと、夏花は声を潜ひそめた。

「私が……、賊を挑ちよう発はつしてみようか？」

「駄だ目めだ」

「それはいただけません」

　ほぼ同時に、東宮と門原から制止の声が上がる。

　その反応の速さに、夏花は唇くちびるを尖とがらせた。

　鬼面の賊に攫われた時、賊は私怨とどうせ殺すという慢まん心しんから、妖騒動の犯人であることを夏花に漏もらした。

　同じように、夏花相手になら油断することもあるかもしれない。そう思っての提案を、一考もせず却きやつ下かされた夏花は肩かたを落とした。

　夏花に一いち瞥べつを向けた門原は、東宮に肩を竦すくめてみせる。

「とは言え、怒おこらせて判断力鈍にぶらせるのは、ありだとは思いますよ」

「……そうだな。その線で揺ゆさぶってみよう」

　東宮も、夏花の提案を汲くみ取った門原の言葉に応じた。

　夏花は、一度目を閉じる。賊が捕つかまったからと言って、まだ安あん堵どはできない。それでも一歩、真相に近づけるかもしれないことで、意気が高まる。

「話せることはこれ以上ない。……ずっと起きていて、疲つかれただろう。もう戻もどって休め」

　東宮は柱から背を離はなして、夏花に離れへ戻るよう言う。

　思いがけず投げかけられた、案じるような言葉を受け、夏花は眉まゆを顰ひそめた。

「どうした？　まだ何か──」

「疲れているのは、東宮も同じじゃないか」

　自分だけ安あん穏のんと休んでいられない。そう物語るように見つめる夏花に、東宮は小さく息を吐ついた。

　それだけでも疲れの窺うかがえる東宮を煩わずらわせるのは、夏花の本意ではない。

　ただ東宮にも休んでほしい。

　そう言っても東宮はやることがあると言って、休みはしないだろう。側近に任せきりにすることも、責任感からできないと想像できる。

　ふと、牛ぎつ車しやの中で交かわした会話を思い出し、夏花は手を打った。

「よし、私は一度休もう。そして、起きた後に東宮を手当てするから、その時に東宮は休んでくれ」

「は……？　あ、あの牛車で言っていたことか。いや、それは…………」

「するって言っただろう。大だい丈じよう夫ぶ。東宮は横になっているだけでいいから」

　牛車の中では忙いそがしく、諾だく否ひを告げられていないことを逆手に、夏花は押しとおす。

　埒らち外がいの答えにまともな返答もできない東宮から、夏花は背を向ける。拒きよ否ひされる前に逃にげを打った。

「東宮、絶対だからね」

　夏花が念押しすると、東宮は困った様子で瞬まばたきを繰くり返す。

　そんな様子に、門原は口を押さえて笑いを堪こらえていた。

　緩ゆるみかけた空気が、一いつ瞬しゆんで引き締しまる。

　外に目を向けた東宮と門原に、夏花は遅おくれて近づく慌あわただしい足音を聞いた。

「と、東宮さまに、至急、至急お伝えいたしたき儀がございます！」

　走り込んだのは、別べつ荘そうの下仕え。

　警備が一度下仕えを止め、用件を聞くらしい問答の声が聞こえて来た。

　門原の手ぶりで、夏花は一度小寝殿から出るのを待つ。

「そ、それが……っ、京より、使者がいらっしゃり！」

　取り次がずとも用件は聞こえ、東宮は顔を顰めた。

　不意に夏花へ目を向けた東宮は、戸に手をかける。

　このまま外へ出ると伝える東宮。頷うなずいた夏花は手近な几き帳ちようの陰かげへ門原と共に隠かくれた。

「その話、聞かせていただきましょう」

　回かい廊ろうへと出た東宮へと、警備共々下仕えが地面に膝ひざを突つけるらしい音が立つ。

「こ、これは東宮さま！」

「それだけ慌てているのです。火急の使者がいらっしゃったのでは？」

　東宮が促うながすと、下仕えは唾つばを飲んで用件を伝えた。

「そ、それが……。紫女御さまがお戻りになると。すでに京を発して、日の出には着くそうです」

「何……っ？」

　思わず硬い声を発した東宮は、戸と惑まどう下仕えの様子に言い繕つくろう。

「それは大変なことです。すぐに、お迎むかえの用意をしなければなりませんね」

　几帳の隙すき間まから、指示を出し始める東宮の背中を見つめていた夏花は、隣となりの門原へ聞かずにはおれなかった。

「紫女御さまが、どうしていきなり？」

「さて、京で何かあったと考えるべきでしょうが、どうも時期が……」

　言葉を濁にごす門原の考えに、夏花も頷く。

　桃恋鬼を捕とらえてすぐの今、事件解決の機を図ったかのようだと、邪じや推すいしてしまう。

　まるで、別荘での動きを見張っていたのかとさえ、疑えるほど。

　夏花が心配顔で黙だまり込むと、門原は差し迫せまった問題を口にした。

「姫ひめさま。紫女御が戻るなら、出迎えの準備が必要ですよ」

「そうだね。戻って他ほかの方たちにも報しらせないと」

　まだ寝ている東とう宮ぐう妃ひ候補にも、紫女御の再来を告げるべきだろう。早朝とは言え、最高位の女性の出迎えも歓かん待たいもなしでは恰かつ好こうがつかない。

　東宮も紫女御を迎えるべく、尋じん問もんは一いつ旦たん中止する旨むねを側近と話していた。

　離れに戻って準備をした夏花は、紫女御が使っていた東の対たいの屋やに東宮妃候補たちと共に揃そろう。

　早朝に着いた紫女御は、深夜に京を発したというのに、化け粧しようも装よそおいも完かん璧ぺきに整えていた。

「東宮さまが賊に襲おそわれたと聞き、参りましたの。拝見しますに、ご無事な様子。安堵いたしました」

　変わらず綺き麗れいな笑え顔がおのままで心配してみせる紫女御に、東宮も表面だけは取り繕って答える。

「ご心配いただき、お心こころ遣づかい感謝いたします。すでに賊は捕らえましたので、ご安心ください」

「まぁ、東宮さまご自身でかしら？　別荘の者たちも皆みな、大変だったことでしょう」

　気配りをする様子で、紫女御は賊ぞくを捕らえるに至った経緯いきさつを聞いて来た。

　そうして会話する東宮と紫女御は、やはり傍はたから見ると穏おだやかに話しているようには見える。

　東宮にある程度聞くと、ふと考え込むように紫女御は黙った。

　東宮は夏花と共に賊を釣つったことや、藤とうの大だい納な言ごんと流の関係などには触ふれず、ごく短く話を終える。

　夏花は、そんな東宮が早く尋問に戻りたいと焦じれているのを感じ取った。

　紫女御が戻った用件は、賊が現れたと聞いて無事を確かく認にんするため。その用事はすでに済んでいるので、東宮は切り上げようと口を開きかける。

「……東宮妃候補の姫君方も、恐おそろしい思いをしましたね」

　紫女御は言葉を発しかけた東宮から顔を背そむけるように、東宮妃候補へと慰い労ろうの言葉を投げかけた。

「賊に攫さらわれるなど恐ろしい。夏花君は特に苦労をなさったことでしょう。お話を聞かせてくださいな」

「は、はい……」

　高位の相手に請こわれては、夏花も断れない。

　尋問に戻りたい東宮の気持ちがわかっているからこそ、心苦しい思いが募つのる。

　努力して短く話を纏まとめても、不安げな声を上げる紫女御に話を掘ほり下げられ、なかなか会話が途と切ぎれなかった。

「本当に、夏花君は大変な不幸でございましたね」

「いえ、今となっては──」

　否定しようとする夏花から目を逸そらし、紫女御は藤大納言へと声をかけた。

「お顔の色が優すぐれないようだけれど、やはり恐ろしくて眠ねむれませんでしたか？」

　紫女御は夏花の話が終わると、他の東宮妃候補にも話を振ふって会話を続ける。

　紫女御の話術が巧たくみなのか、話は途切れず東宮が口を挟はさめる雰ふん囲い気きにはならない。夏花も少しでも早く尋問を再開してもらいたい思いから焦れ始めた。

　ふと気を逸らしていた夏花は、外から浮うき足立ったような声が風に乗って届くことに気づく。

　東宮も気づいた時には、東の対屋に側近が現れた。

　平静を装いきれず引き攣つった側近の表情から、変事があったことは察せられる。

　手短な断りを入れて、東宮ににじり寄る側近は低めた声で耳打ちをした。

「な…………っ」

　押し殺せなかった動どう揺ようが、声として漏もれる。

「それは……本当、ですか？」

「はい……」

　確認する東宮を見つめ、側近は沈ちん痛つうな顔で頷いた。

　その表情には、何処どこか怒いかりとも後こう悔かいともつかない気色がある。夏花は嫌いやな予感を覚えた。

　口を挟めそうにない重い空気を怖おじもせず、紫女御が声をかける。

「如何いかがなさいましたの、東宮さま？　また何か起こったのではないかと、東宮妃候補方も心配のご様子ですよ。お教えくださいな」

　紫女御から説明を求められ、東宮は迷う素そ振ぶりをみせた。

　一度俯うつむいた顔には影がかかり判然とはしないが、夏花は東宮の口元が悔くやしげに歪ゆがむのを見た気がする。

　返らない答えに、紫女御は安心させるよう笑みを深めた。

「お悩なやみがあるなら、お言葉になされば軽くなることもありますのよ」

　さらに促され、東宮は一度目を閉じると、長く息を吐はき出す。

「…………捕らえていた賊が、自決したかもしれません」

「え…………！」

　夏花は咄とつ嗟さに口を押さえた。

　驚おどろきのまま声を上げたのは藤大納言だ。

「見張りたちは何者かに襲われたようですが、賊は捕らえていた塗ぬり籠ごめから出て、奪うばった警備の刀で……」

　東宮は言葉を濁したが、賊が奪った刀で自決したことは察せられる。

　自力で脱だつ出しゆつし、逃にげられないと悟さとっての自決か。

　そう見える状じよう況きようと、東宮が含ふくみを持たせたことには真意があるような気がする。

　夏花は、鬼き面めんの賊がどうやって逃げ出したのか、何故なぜ自決したのか、理由を探して考え込んだ。

　小こ寝しん殿でんの塗籠という一つしか入り口のない場所から逃げ出すのは難しい。元より、賊が縛しばり上げられていたのは夏花も見ている。

　考えられる脱出手段は、何者かの手引きか。賊の仲間が助けに来たとすれば、何故途と中ちゆうで自決しなければならないのか。

　夏花は、捕らえられた賊が、仲間によって口くち封ふうじのため殺された可能性に思い当たり、血の気が引く。

　そんな夏花の隣で、藤大納言は肩かたを震ふるわせていた。

　紫女御に対応するため、固めていた見張りを一部解かなければならなかった故ゆえの隙すきを突つかれた状況に、納なつ得とくがいかないのだろう。

　東宮は無表情を繕うが、胸の内の悔しさは察して余りあった。

「……なんとも、血ち腥なまぐさいことでございますね」

　怯おびえるように袖そでを上げながら、紫女御は御み簾すの外にも聞こえるように呟つぶやく。

「妖あやかし騒そう動どうに、桃恋鬼に、捕らえた賊の自決。はぁ……東宮さまの周りで恐ろしいことが続くこと。まるで呪のろわれてでもいるかのよう…………」

　怖こわいことだと、取ってつけたように言う紫女御に、東宮は目を細めた。

　当て擦こすりにしか聞こえない紫女御の言葉には、東宮の資質を疑う思いがある。

　東宮の正体がばれているかもしれない。若君に対して愛情がないかもしれない。そんな紫女御の感情を慮おもんぱかる思いは、言葉を聞いた瞬しゆん間かん、夏花の中で押し流される。

　必死に守ってくれた東宮を非難する紫女御に、夏花は咄嗟に声を上げていた。

「まさか、呪いなどと。それは全くの見けん当とう違ちがいでございましょう」

「まぁ、どういうことかしら夏花君？」

　一段高い座から見下ろされ、夏花は威い圧あつを感じる。言葉では先を促うながしつつも、余計な口を挟むなと、無言の内に強制するようだ。

「……鬼おにを騙かたる賊が自ら命を絶ったのなら、それは東宮さまの威い光こうに耐たえられなかったせいだとは思えませんか？」

　苦しい言い訳だが、東宮が悪く言われるのは我が慢まんならない。無理矢理にでも、東宮の今回の行いが悪かったなどとは言わせない屁へ理り屈くつを絞しぼり出す。

「元より、恐れ多くも東宮さまを狙ねらう賊こそ、呪われていたか、鬼に取り憑つかれていたか。そう考えれば、東宮さまは鬼を捕とらえ、威光でもって鬼を祓はらわれたと言っても過言ではないでしょう」

　話を大きくしすぎだとは思うが、これくらい大おお袈げ裟さに言わなければ、東の対たいの屋やを沈しずませる重い空気は振り払はらえない。

　顔が引き攣りそうになりながら、東とう宮ぐうを擁よう護ごする夏花。いち早く賛同したのは、やはり抜ぬけ目のない泣君だった。

「そうですわ。東宮さまは鬼おに退たい治じをなさったのですわ。なんと素す晴ばらしいことでしょう」

　何処か自分に言い聞かせる雰囲気もある泣君の言葉に、鬼退治をしようと実際に動いた鳴弦君が頷うなずく。

「おぉ……、東宮さまが鬼退治とは。勇ましく、それでいて私たちを守ってくださる優やさしさをお持ちの東宮さまに、相応ふさわしいかと思われます」

　思わぬ賊の結末に、藤大納言は一度唇くちびるを嚙かむ。笑えみに細めた目の奥で感情を押し殺し、藤大納言も同意した。

「……自ら鬼に立ち向かうことを決められた東宮さまの果か敢かんなお姿。わたくし、忘れもしませんわ」

　そうして控ひかえる者たちからも上がる、東宮を褒ほめ称たたえる声。

　紫女御の連れた侍じ女じよたちも、英えい雄ゆう譚たんを面おも白しろがるようにさざめき、東の対屋に淀よどんでいた空気が軽くなったような賑にぎわいが生まれた。
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　夏花は東宮妃ひ候補たちと鬼退治だと繰くり返しながら、紫女御を窺うかがう。

　袖を下ろした瞬間見えた紫女御の表情は、何処か鼻白んだ様子。

「左様ですか……。東宮さまは、勇ましいこと」

　侍女に答えた賛同の言葉にも気がない。

「皆みなが無事であるとわかった以上、長居する理由もございませんね。あぁ、また吾あ子こが寂さびしがっていないと良いのだけれど」

　そんな呟きを別れの言葉として、紫女御は驚くほど素す早ばやく、京へと帰って行った。

「……なんだったんだ、いったい…………？」

　夏花は、見送る紫女御の牛ぎつ車しやを見み据すえて呟く。

　賊ぞくを捕らえた途と端たん戻もどった紫女御。

　紫女御への対応の隙を突いて死んだ賊。

　そして紫女御は、東宮を貶けなす以外に用もなく帰った。

　間の悪い偶ぐう然ぜんか。紫女御を疑うには根こん拠きよがない。ただ、目の前に望まない結果があるだけ。

　それでも偶然と考えるには、相そう互ごに作用しているように感じるほど、東宮にとって不都合な状況があるのだ。

　夏花は不ふ穏おんな思いを胸に抱かかえて、山林の向こうへ消える牛車を見つめていた。







[image: 終章　祈りの先]




　人気のなくなった東の対屋から、逃げるように走り出す人ひと影かげがあった。

　追うのは門原。

　別べつ荘そう内の人の目が届かない物もの陰かげを選んでの逃とう走そうは、山林にわけ入り、体力が尽つきたことで終わった。

「よう、元気そうじゃねぇか。……流」

　息が切れて思うように喋しやべれない流は、恨うらめしげな視線を門原に据すえる。

　骨に至る怪け我がも負っており、衣服に覆おおわれているとは言え、体中の怪我からはまだ血臭が拭ぬぐいきれない。怪我人とわかっていながら追い駆かけ、開口一番に元気そうだとは、とんだ皮肉だった。

　流は改めて、門原という夏花の護衛を見る。記き憶おくを辿たどれば、庵いおりの門番をやっていたり、別の山さん荘そうの遣つかいをしたりしては日ひ銭ぜにを稼かせいで暮らしていた。

　顔を合わせた記憶はあるが、日銭稼ぎのため不在も多かったように思う。これだけ正面から顔を合わせて気づかれないことに、流は苦く笑しようを嚙んだ。

「で、何してるんだお前。崖がけから突き落とした賊を捕つかまえる手伝いした上に、始末したのか？」

　門原は、流が昨夜山林に飛び込んだ賊を、東宮たちのほうへと叩たたき返したことに気づいている様子。

「まさか。手負いの賊一人ならともかく、この体ではあの警備の中入り込めはしません」

「ま、だろうな。お前、犯人見てねぇの？」

「生憎あいにくと。賊の仲間による口封じでしょうが、あれだけ短時間に複数人を襲おそって状況を察知させない相手なら、相当の手て練だれが敵にいると思わなければならないでしょう」

「へぇ……。敵、ねぇ…………？　そんなこと言っていいのか？」

　面白がるように揚あげ足を取る門原に、流はやりにくい相手だと再さい認かく識にんする。同時に、門原がいるなら、夏花の安全は守られるだろうとも。

「一つ、お願いがございます」

　流は門原の問いには答えず、告げた。

「私の存在は、死んだままにしておいてほしいのです」

　門原は目を眇すがめると、真意を問うように応とも否いなとも答えない。

「……少々の願いを聞き入れてもらえるほどには、夏花君の守りに専念したつもりなのですが？」

　実際、命を落としてもおかしくない状じよう況きようだったのだ。

　自らの決断とは言え、初めは門原の要よう請せい。

　面めん倒どうそうに頭を搔かいた門原は、揺ゆるがない流の目を見つめた。

「俺はいいけどよ。……それでお前の主人は納なつ得とくするのか？」

　流も怪我をおして別荘に侵しん入にゆうしたのは、孤こ独どくな恩人を気にかけてのこと。

　東の対屋で垣かい間ま見みた藤とうの大だい納な言ごんは、見るからに窶やつれ疲つかれているようだった。死んだかもしれないというだけで、心底から悲しんでくれた心こころ根ねの優しさに感謝すると同時に、流は大きな懸け念ねんを抱いだく。

「私は……、元よりお側そばにはいられない身ですから」

　流は言葉を濁にごして苦笑した。身に降る運命の残ざん酷こくさに、もはや笑うしかないと言うべきか。

　すでに、鬼き籍せきに入っているも同じ。本当に死んでいたほうが、世の混乱を招かずに済むとさえ、山中で目覚めた時には考えた。

　それでもこうして生きて動けるのなら、やらなければいけないことがある。見捨てられない、人たちがいる。

　息を吐ついた門原は、警告をくれた。

「死にざまを偽いつわるなら、その先の人生、偽りしかないぜ？」

「はは……。まさに、私は今、偽りを生きている」

　昂たかぶる感情のまま自じ嘲ちようする流に、門原は怪け訝げんな顔をした。

「……すみません。仮令たとえ偽りであっても、私にも、守りたいものがあるのです」

　流の脳のう裏りに過よぎるのは、必死の思いをたったひと言に込めて、頼たのむと言った東宮の姿。

　自ら危険に身を晒さらすような東宮の動きは、隠かくされた事実を知れば、目的も察せられる。自らを[image: 囮]おとりに敵を捕らえようと、命を懸かける東宮にとって、流は首に当てられた刃やいばにも等しい存在だ。

　身を明かせば、東宮は偽ぎ称しようの罪に問われ命がない。側近たちも同罪として裁かれることになるだろう。

「おい、なんか裏事情あるなら教えろよ。姫ひめさまたちには言わねぇから」

　門原が鋭するどく探さぐりを入れてくる。

　流は微笑ほほえむだけで答えることはなかった。

　門原は藤大納言絡がらみの裏があって、死んだふりをすると思ったらしい。

　確かに、流にとって東宮妃になることを目指す藤大納言が、どうすれば幸せになってくれるのかは大きな懸念だった。

　他人を思いやる優しさを持ちながら、周りの評価や期待に潰つぶされそうになってしまう繊せん細さいさが、今の藤大納言を苦しめている。陰かげながら見守っていたからこそ、心安らかにすごしてほしいと流は願っていた。

「……夏花君は、…………いえ、なんでもありません」

　何故なぜ東とう宮ぐう妃ひ候補になったのか。

　そう聞こうとして、流は埒らちもない問いだと撤てつ回かいする。

　きっと、夏花が危険に身を置くようになった発ほつ端たんは、自分だ、と。

「姫さまがなんだってぇ？　気をつけろとか不穏なこと言うなら、今すぐにでも締しめ上げて吐かすぞ？」

　ふざけたような口調ながら、誤ご魔ま化かしを許さない眼光を向けてくる門原。

　そんな主人を思う姿勢に、流は安あん堵どの息を吐いた。

「……怪我の具合が気にかかったのですが、死んだ私が聞くことでもないかと思いまして」

「ふぅん、足の怪我はまだ全然だが、平気なふりして動き回ってるぜ」

「そうですか、悪化しないか心配ですね」

　疑いの目を向けられるが、流は知らぬふりで受け流した。

「…………もし、お前がやることが姫さまに利するなら、その時は手を貸してやってもいい」

　言って、門原は背を向ける。

「そうだと、いいのですが。今はまだ、なんとも言えません」

　流の答えに振ふり返らず、門原は片手を挙げると別荘に向かって戻もどっていく。

　逞たくましい背を見送って、流は痛む肋ろつ骨こつを押さえていた手を離はなし見下ろした。

「長姫……。あなたなら、僕の願いを笑って受け入れてくれるかな？」

　流は得物を握にぎり続けて節が目立つようになった指を握り込む。

「誰だれも……失わずに済むように」

　流は別荘へと背を向ける。

　守りたい者たちの願いは決して交わらない。

　誰かの望みが叶かなえば、誰かの望みが絶たれる。

　そんな未来を見るために生き残ったのではないと胸中に念じて、流は山を下りる道を見み据すえた。

「生きて果たすべき役割が、私の今生にあるとするなら」

　夏花と二度目の出会いを果たした時にかけられた言葉を口にして、流は誰も失わずに済む道を探すように山を下り始めた。
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「痛くない？」

「これくらい、平気だと言っただろう」

　二人しかいない正せい殿でんで、夏花は東宮の手当てをしていた。

　思ったとおり、血を拭った後は放ほうってある腕うでの傷に、夏花は水を含ふくませた布を押し当てる。

　東宮が自己申しん告こくしたとおり、大きな怪我はない。ただ、荒あら事ごとの中心にいたことは確かなため、擦さつ過か傷しようや打だ撲ぼくが目立った。

「平気でも、怪我をしたら痛いだろう」

　知らず眉み間けんに皺しわを寄せた夏花の呟つぶやきに、東宮は目を瞠みはる。

　手当てに集中しながら、夏花は怪我を放置してまで東宮が尋じん問もんを優先していた状況を思い歯は嚙がみした。

「あの桃恋鬼を騙かたった賊ぞくは、本当に自害だと思う？」

「……ありえないな。外からの手引きがあって、口くち封ふうじをされたのだろう」

　東宮は夏花と同じ結論を口にする。状況から考えて、単独で逃にげ出せる可能性も、自決する意義もないのだから。

　夏花はさらに問おうとして、言葉が喉のどに閊つかえる。

　疑うこと自体が不敬であり、確証などない。ただ怪あやしいというだけで、口にしていいのだろうかと。

　そんな夏花の躊躇ためらいを見据えて、東宮は冷静な声こわ音ねで告げた。

「紫女御は、賊を始末するために戻ったのかもしれない」

「……っ、それは…………。確かに不自然な行動だとは思うけど、証しよう拠こは、ないし」

「そうだ。疑いが深まっただけで、紫女御という高位に坐まします者を罪に問えるほどの疑ぎ惑わくではない。今回のことで怪しむべきは、源氏筋だ」

　手当てしていた腕から顔を上げた夏花は、冷れい徹てつに敵を見定めようとする東宮の表情に、痛むように目を向ける。

　賊から情報を引き出せなかった以上、東宮は自らを[image: 囮]として危険に晒し続けるのだろう。他人を疑い、常に暗殺の備えに精神を尖とがらせ。

　夏花は、平気だと言って傷つくことに無む頓とん着ちやくにはなって欲しくないと、手当てを再開しながら思う。

「……藤原の姫ひめ君ぎみには、目を配っていてほしい」

「藤大納言さまを？　流のことで誰よりも心を痛めているのは藤大納言さまなのに」

「だからこそだ。一人で、流の仇かたきを捜さがそうとするかもしれない」

「あ…………。……わかった。藤大納言さまが無茶をしないように、気をつけるよ」

　流は結局、見つかっていない。賊の自決の報しらせに、藤大納言がひどく落らく胆たんし、そんな自身を叱しつ咤たするように憤ふん怒ぬを抱いだいたのは知っている。

　悲しみに憔しよう悴すいしようとする藤大納言に発破をかけた夏花は、己おのれの責任を感じて請うけ合った。

　若君暗殺の手がかりとなるかもしれなかった賊を殺され、夏花にも焦あせる気持ちはある。

　それでも今は、犠ぎ牲せいにしてしまった命の重みが、胸に迫せまった。

　ふと瞬まばたいた途と端たん、睫まつ毛げが水すい滴てきを跳はね上げる。

「……あ…………」

　視界が滲にじみ、傷を負った東宮の腕が霞かすむ。

　どうしてこうも簡単に、命は失われてしまうのか。

　賊でさえ、口封じという不用品を廃はい棄きするような理由で殺されたかもしれないのだ。

　流も命を懸けて守ってくれたが、その懸けた命が戻ってくることはなかった。

　若君の命も、知らぬ間に失われている。

　東宮も、掠かすり傷では済まない怪け我がを負い、命を失うことがあるかもしれない。

　そう考えると、夏花は恐おそろしさに肩かたを震ふるわせた。

「お、長姫……？」

　戸と惑まどう東宮の声音に、夏花は慌あわてて手当てのために取っていた腕を放す。

　袖そでに隠して涙なみだを拭ぬぐおうと腕を上げると、東宮の手が上げかけた腕を止めた。

「……もう、山へ帰れとは言わない」

　涙で歪ゆがんでいるが、肌はだに感じる東宮の視線。

「今回のことで思い知った。……長姫が狙ねらわれることが、手放すことが、俺にとってどれほど怖こわいことか…………」

　目を瞠って新たな涙を零こぼす夏花。

　茫ぼう然ぜんとする夏花の濡ぬれた頰ほおを拭うと、東宮は続けた。

「若君のように離はなれた途端、二度と会えなくなるかもしれない。そう考えるだけで……恐ろしい」

　告げられた言葉に、夏花は一つ息を吐つく。

　どうして東宮は、同じ思いが自分にも向けられていると思わないのか。二度と会えなくなることが、恐ろしいのは東宮だけではない。

　夏花も、暗殺者の前に己の命を晒さらす東宮の死を、恐れている。東宮はいつでも敵を誘さそう[image: 囮]おとりとしての役を全まつとうしようと、己を顧かえりみない。そんな東宮に、夏花の声は届いていないように思えた。

「やっぱり……」

　未いまだに自分の存在は、東宮の中で若君なくしては語れない者だからだろうか。若君という思い出の中の存在より霞むからこそ、夏花の言を入れないのか。

　それだけ東宮にとって、死んでなお若君という存在が大きいことを表しているのかもしれない。だからこそ、若君との記き憶おくに繫つながる夏花を必要以上に守り、遠ざけようとするのか。

「それとも……」

　目を細める夏花の様子に、今度は東宮が目を瞠る。

　二度と会えなくなるのは嫌いやだと思うくらいには好かれているのかもしれない。

　聞こうとして、夏花は思い止とどまる。同時に、頰に熱が宿った。

　若君と自分のどちらを思って不安を覚えたのかなど、聞いてどうするのか。

　危ないから帰れと突つき放されるよりも、死んでほしくないと心配されるほうが嬉うれしくあるとはいえ。

「自分を見てほしいなんて……」

「長姫、どうしたんだ？」

　戸惑いから訝いぶかしげな表情に変わった東とう宮ぐうに、夏花はふと気づいて目を向ける。

　考えから俯うつむきがちだった夏花を覗のぞき込む東宮は思いの外近く、目の中に自分の影かげを見つけられるほど。

　東宮の目に、東宮自身は映っていない。それと同じように、東宮の中に自分を心配するという考えは、ないのかもしれなかった。

「東宮、どうか真太を殺さないでくれないか」

　思わず漏もれた言葉を聞き、東宮は息を詰つめた。

「何、を……？」

「若君のふりをしていても、東宮は若君じゃない。それは、真太としての心を持っているからだ。東宮に相応ふさわしい言動を心がけるのはいいけれど、そのために自分本来の心を殺すようなことは、してほしくないんだ」

　決して目を逸そらさず見つめ続ける夏花から、東宮が身を引いた。

　逃のがしてなるかと夏花が手を握にぎると、東宮は驚おどろいたのか硬こう直ちよくして動けなくなる。

「誰だれかの死が恐ろしいのは当たり前だ。別れはいつだって辛つらい。そんな当たり前の気持ちさえ、捨てる覚かく悟ごなんてしないでくれ」

　瞬しゆん間かん、東宮の瞳ひとみが揺ゆれる。

　それは真太と呼ばれた人間の動どう揺よう。若君を模して東宮を名乗る中にも、確かに真太は息づいているのだ。

　若君を思ってその死を嘆なげく思いは夏花も同じだ。叶かなうなら若君を死に追いやった者に報むくいをと願う気持ちも。危険から遠ざかってほしいという考えさえ、きっと同じものだろう。

「近いのに……遠いな…………」

　東宮は決して夏花を隣となりに並ばせてはくれない。現実的な地位ではなく、心の距きよ離りで。東宮は、必ず夏花を背に庇かばってしまう。

　腕わん力りよくも権力も、東宮に敵かなうものはない。それでも並びたいと願う夏花は、もどかしさに呟つぶやいた。

　夏花の言葉に、東宮は眉まゆを顰ひそめる。迷うような、懊おう悩のうするような表情に、夏花は首を傾かしげて促うながした。

「…………埒らちもない、話だ」

「いいよ。真太のことが知りたいから。何か、私に聞きたいことでもあるの？」

　雰ふん囲い気きから察して問うと、東宮は何かを探すように視線を動かす。

　東宮の視線を追った夏花は、文ふ机づくえの上に広げられた畳たとう紙がみの上に、赤い桃ももの花弁が幾いくつも集められているのを見つけた。

「あれは、桃恋鬼の……。そうか、私が攫さらわれた夜、ここに撒まかれた物か」

「……もし、長姫があの桃の花だったとしたら、鬼おにに触ふれられることを、どう思う？」

　迷う様子で紡つむがれた東宮の問いは、本当に埒もないことだった。

「私が桃だったら？　……それこそ埒もない答えになるけれど、どうせ死ぬなら、最さい期ごに焦こがれた花に触れて死んでも良かったのではないかと思ってしまうな」

　夏花は、問いを発した東宮の心中を知りたくて答えた。

「どうせ一年待っても餓が死ししてしまうなら、死した後に枝を盗とる者に嫉しつ妬とするくらいなら、その手で手た折おって自分のものにしてしまっても、桃としては命がけの決断を責める気にはならないんじゃないかな？」

　眉を顰めたまま、東宮は笑おうとして、顔を歪めるだけで終わった。

「東──、……真太…………？」

　見たことのない表情だった。

　それは、もしかしたら真太としての感情の発はつ露ろだったのかもしれない。

　片手で顔を覆おおってしまった東宮に、夏花は慌てて真意を問う。

「ねぇ、今の質問にどんな意味があったの？　桃恋鬼の逸いつ話わに、何か気になることでもあるの？」

「な……なんでもない。埒もない問いだと言っただろう。わ、忘れろ…………っ」

「なんでもないなら、どうして顔を隠かくしたままなんだ。……あ、耳が赤い」

　夏花が気づいた途端、東宮は袖を上げて胸から上を隠してしまった。

「私の答えの何処どこに、耳を赤くする理由があるんだ？　何を思ってあんなことを聞いたんだ？　私は答えたんだから、答えてくれてもいいだろう」

　諦あきらめず迫る夏花に、東宮は袖の陰かげから抗あらがうように言った。

「意味なんてない。ただの気き紛まぐれだ。──本当に、そうやって気になったことに猪いのししのように突とつ進しんしていくのは北山に住んでいたころから変わらない……っ」

　文句を言うように漏らした東宮の言葉に、夏花は胸を打たれたような衝しよう撃げきを受けて身を引いた。

「あ……、私のこと、知ってたんだ。そう、だよね。…………変わらないなんて言うくらいには、私のこと気にかけてくれていたのか」

　夏花は、東宮と再会してもすぐには名前を思い出せないくらいの印象だった。申し訳なさと同時に、若君に関係ない部分でも夏花を認にん識しきしていることを告げられたような気持ちになる。

「気にかけなくても、僧そう都ずの所の長姫は童子の間でも話にもよく上っていたし、目立っていた、ぞ……？」

　夏花の声こわ音ねの変化に気づき、東宮は言いながら袖そでから顔を覗かせる。

　東宮が顔を出す気配を察して、夏花は満面の笑えみを向けた。

　かつて真太のことを教えてくれと言った自分の言葉が、夏花の背を押している気がする。知るためにはまず、こちらから言葉にして伝える必要があるのかもしれない。

　桃だったならという東宮の問いには、本当に意味はなかったのかもしれない。けれど、そんな意味のない問答の末に、東宮のふりをすることとは関係のない真太の素す顔がおが垣かい間ま見みえた気がする。

「ひと枝あげるくらいなら全然いいんだ。それで鬼が満足して生きてくれるなら。触れて死ぬというなら、私が自ら枝を折ろう。欲を言えば、人間を食わずに野の獣けもので我が慢まんしてくれないかな？　もし意志の疎そ通つうができるなら、私は鬼にそう言った交こう換かん条件をつけたい。巡めぐる春を一いつ緒しよに迎むかえて、また共に花を見ようと」

「…………春、を……？　鬼で、あっても、か？」

　天が落ちてきたとでも言いたげな東宮の狼ろう狽ばいぶりに、夏花は気を良くした。東宮のふりをしていたなら、決して見られない間の抜ぬけた表情だ。

　確かに人を食う鬼と、もう一度春を共にしたいというのは恐おそれ知らずかもしれない。それでも、命をかけて花を愛めでようとする者に応こたえたいと夏花は思った。

「私からも聞こう。そっちが桃で、そうだな……、例えば私が鬼だったとしたら。慰なぐさめにひと枝くらいくれないか？」

　会話を終わらせないための思いつきの問い。

　東宮は、陸に上げられた魚のように口を何度も開閉したが、声は返らなかった。

「……あぁ、えっと、やっぱり私じゃなくて、若君だったら喜んであげるのかな？」

　すぐには答えないのは、そういうことだろうかと、夏花は肩かたを落とした。瞬間、東宮は眦まなじりを決して答える。

「まず身を削けずるような真似まねをする前提をやめろ……っ。言っただろう。長姫が損そこなわれるのは、我慢ならないと…………」

　顔を顰める東宮に、夏花は唇くちびるを尖とがらせた。同時に、頰ほおに熱が上ってくる。

「譬たとえ話じゃないか。そんなことを言われたら、私も東宮に枝を折って身を削れとは、言いにくい」

「いや、欲しいならひと枝でもふた枝でも好きに持って行けばいい。ただ、手にすれば死ぬような前提では、答えにくいんだ。長姫は、長姫のままでいい」

「それは、つまり……？」

[image: ]

　花枝を与あたえてもいいくらいには、好意的に見られていると思っていいのだろうか。少なくとも拒きよ否ひはされていないと、夏花は下を見る。

　東宮は気づいているのかいないのか、一度は夏花から握った手が、今は東宮が繫つなぎ止めるようにして握っているのだ。

　夏花は、この手を放さないように、置いて行かれないようにしようと胸中に呟く。

　触れた手の温ぬくもりは手放しがたく、その命が確かに隣にあると感じさせてくれた。
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『恋こいがさね平安絵巻』二巻をお手に取っていただきありがとうございます。九ここの江え桜さくらです。

　一巻を出させていただいたのが一月。二巻の刊行は七月。途と中ちゆうで別シリーズの続刊を出させていただける運びとなり、半年ぶりの『恋がさね平安絵巻』となります。




　今回とある場面で、担当女史から「鳴弦君つるうちのきみのほうが主人公みたいですね」と言われました。性格を考えて台詞セリフにしたところ、なんだかそんな雰ふん囲い気きになっています。

　ただ実は、以前のシリーズの主人公とヒーローが童どう話わの脇わき役やくを主人公にしており、あまり華はな々ばなしいキャラクターにならないよう考えて書いていました。それに比べて、『恋がさね平安絵巻』は誰だれもが主人公というなんとも極きよく端たんな考えで書き始めた作品です。そのため、東とう宮ぐう妃ひ候補たちは全員を主人公っぽく書いている部分があります。

　院政時代の藤ふじ原わら氏し、平へい氏し、源げん氏じの姫ひめというだけで、歴史的には主人公張れる家いえ柄がらだと思えるのは、武士台頭の時代が熱いと私が考えているからかもしれません。後々まで続く、源平の軋あつ轢れきの端たん緒しよがこの時代にあると考えると一人楽しくなって書いています。

　ただ主人公が源平に関係ないので、本文内では触ふれる機会はありませんが。橘たちばな氏と藤原氏の軋轢はもっと前の時代になるのですが、藤原氏ほど長く栄えい華がの際にいたわけでもないのに、後々まで四し姓せいとして名を残す橘氏の根性は凄すごいと思っています。

　なんだか趣しゆ味みに走った話になってしまいました。




　さて、今回もイラストを担当していただいた吉よし崎ざきヤスミさま、一巻に引き続き素す敵てきなイラストをありがとうございます。東宮や流ながれの手と眼まな差ざしがなんとも悩なやましく、雰囲気のあるイラストを描えがいていただけて嬉うれしい限りです。

　副題を思い悩んでいただいた担当女史も、いつもありがとうございます。

　そして出版に関かかわってくださった皆みなさま、編集部の皆さまにも厚く御お礼れい申し上げます。

　最後になりましたが、読者の皆さまには少しでもこの作品を楽しんでもらえれば幸いです。

　それでは、またお会いできることを願って。





九江　桜


















『恋がさね平安絵巻　誰ぞ手にする桃染めの花』　電子版特別ショートストーリー

思い出の花







　桃とう恋れん鬼きを騙かたる賊ぞくの尋じん問もんの最中、言われた。夏なつ花はな自みずからが、手当てをすると。そして手当ての間、不眠不休でことに当たった東とう宮ぐうは休んでいろと。

　押し切られた約束の手当てを終えたはずの東宮は、余人の目を避さけるために閉め切られた正せい殿でんの中、夏花に膝ひざ枕まくらをされていた。

　京みやこに帰るまでの時間、横になっているよう強要され、顔を険けわしくする。

「解げせぬ」

　今のような状況になった途と端たん、侍じ従じゆうは気きを利かせるような顔をして外で待たい機きすると言って出て行った。東宮のぼやきを聞いた夏花は、肩かた口ぐちから落ちる艶つややかな髪かみを払って東宮を見下ろす。

「ほら、休んでよ。東宮」

「……それなら黙だまっていろ」

「もう……っ。目くらい閉じればいいだろう。すごい眉み間けんに皺しわ寄ってるよ？」

　夏花の膝を借りているという現状、眠れるはずがない。

　そう考えると逆に意識してしまって落ち着かなくなり、どうしようもないので目だけは閉じた。膝枕をされているという現状を忘れようと、甲か斐いもない努力をするために。

　夏花も時間が経たてば、足が痺しびれて諦あきらめるだろう、という予想と共に、早く時間がすぎないものかと妙に鋭くなる感覚を抑おさえた。

　目を閉じた東宮は意識を逸そらすため、夏花は昔から諦めの悪い姫だったと胸きよう中ちゆうで愚ぐ痴ちを吐はく。

　いつだったか、東宮が若君に珍めずらしい花を贈ったことがあった。赤と白の入り混じった不ふ思し議ぎな模も様ようの花は、名もない野草だ。

　それでも美しいと喜んでくれた若君は、夏花にそれを自じ慢まんするように見せていた。

　気き恥はずかしくて顔を上げられなかった東宮は、ほんの少し窺うかがった夏花が、花の美しさよりも喜ぶ若君の顔に目を奪われていたのを確かに見たのだ。

　思えば、その頃に初めて夏花から声をかけられたのだった、と東宮は心中で笑う。

　若君の喜んだ花は何処どこにあったのかと聞かれたのが初めての会話。山菜を取りに山の奥まで入って見つけた花で、夏花に採取は無理だと、その時一緒にいた門かど原わらも止めた。

　だと言うのに、夏花は若君のために花を探すことを諦めなかった。沢さわ辺べに叱しかられ、僧そう都づに説教されても、何度も山に分け入っては花を探したのだ。

　当時雑用係でしかなかった東宮がそんな無茶を聞いたのは、諦めず探した花を、夏花が手ずから若君に渡した後。

　花を受け取った若君は、大喜びで東宮に、夏花が探してくれたと言って見せに来たのだ。正直、自分が花を渡した時より若君が喜んだのは、今思い出しても悔くやしさを覚える。

　ただ、当時と同じく胸に湧わく羨せん望ぼうの思いは、仕方がないという苦笑と共に霧む散さんする。

　何より、二人の睦むつまじさは知っていた。その上で、若君も夏花もどちらも東宮の行いを受けて喜んでいると思えることが、嬉しかったのだ。まるで、当時の無力な己おのれが二人を喜ばせることができたように錯さつ覚かくするほど。

　さらに夏花は、教えてくれた礼だと言って、東宮の分もその珍しい花を摘つんで贈ってくれた。思い返せば、あれが初めて他人から贈り物をされた時だった。

　夏花から手渡された花を受け取った時、心底嬉うれしかったのだ。と同時に、初めての経験がひどく恥ずかしかった。

　どうすればいいのかわからず、まともに礼も言えなかったように思う。正直、緊きん張ちようしすぎていて記き憶おくがおぼろげだ。

　記憶を手た繰ぐろうとした東宮は、ふと貰もらった花を手放しがたく、ずっと手に持っていた幼おさない自分を自じ嘲ちようした。花は、水もやらずにいたため、すぐに枯れてしまったのだ。

　それでも捨てられずにいたら、乾き崩くずれて、もはや花の形も残さず散ってしまった。塵になった花を、当時は酷ひどく惜おしんだものだ。

「……馬ば鹿かだな…………」

　摘んだ花はいずれ枯れる。そう知っていても、とんでもないことをしてしまったように、当時は思っていた。幼い自分を思って呟つぶやくと、夏花が反応した。

「……な、何？　何か言った？」

　声が不自然に上うわ擦ずっている。

　訝いぶかしんだ東宮が頭を動かして上を見ると、夏花は足を中心に体全体を強こわ張ばらせた。

「ひぅ……っ。うぬぅ…………」

「なんだその声は。もう足が痺れたのか？」

「し、痺れてなんか……っ」

「辛つらいならそう言え」

「そんなことな、あ……っ！」

　嘆たん息そくした東宮が起き上がると、夏花はそんな刺し激げきだけで言葉を続けられないほど悶もだえ始めた。

「うぅ、人の頭ってこんなに重いんだ。……母さまは凄すごいな」

　どうやら突然膝枕をすると言い出したのは、自分が母にしてもらったことに倣ならったようだ。

　ただ、夏花の母は幼い頃に亡なくなっている。子供の頭と大人の頭では重さも、耐えられる時間も違うだろう。

　足を摩さする夏花は、ばつが悪そうに唇くちびるを尖とがらせる。そんな悔しげな顔は、昔から変わらない一いつ生しよう懸けん命めいさの表れのようで。

「…………あぁ、枯れない花か……」

「何？　花がどうしたの？」

「いや、なんでもない」

「今花って言ったでしょ？　気になるよ、教えて」

「はぁ、変な気を回していないで、自分の足の心配をしろ」

　しつこく聞いて来ようとする夏花に、東宮は足先に触ふれて黙らせる。

　身を屈かがめて痺れに悶える夏花に、東宮は今なら言えると、胸中で己を笑った。

「ありがとう」

「え、うん、どういたしまして？　いいの、こんな短い休きゆう憩けいで？」

「あぁ、十分だ」

　かつて初めての贈り物を受け取った時に言えなかった言葉を告げ、東宮は満足感に目を閉じる。これ以上を望むのは、きっと贅ぜい沢たくだと思いながら。

　夏花が心を砕くだいてくれる。今も昔も、東宮にとってはそれだけで十分だった。
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